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世界遺産と
日本遺産の
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ここにある暮らし、
これからもずっと。
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　7月 6日に「百舌鳥・古市古墳群」が
大阪初の世界文化遺産として誕生しまし
た。私たちにとって本当に大きな喜びで
あります。
　市民の皆様、そしてこれまでの 12 年
間の取り組みにご尽力をいただいた議員
各位ならびに関係者の皆様に、改めて感
謝申し上げます。　
　本市はこれから世界遺産と日本遺産の
あるまちとなります。貴重な歴史遺産を
しっかりと次世代に引き継いでいくとと
もに、今後も、大阪府、堺市、藤井寺市
をはじめ近隣自治体と連携しながら、よ
り一層魅力あるまちづくりに取り組んで
まいります。

　　　　　　羽曳野市長　北川 嗣雄

決定直後のくす玉割り（あべのハルカスパブリックビューイング会場）

決定後、大阪府・堺市・藤井寺市 ほか、関係者の皆様と（あべのハルカスヘリポート）

百舌鳥・古市古墳群CONTENTS

広　　報

も く じ

8 2019
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面積…26.45k㎡

人口…111,344人（前月比-101）

　男…  52,944人

　女…  58,400人

世帯…  50,149

　（令和元年6月30日現在）

羽曳野市
市章は“羽”の文字を抽象的に図案化し、シンプル
に表現したもの。鳥のはばたきのような市の雄飛と
発展性を示しています。
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特集：世界文化遺産登録
市職員募集／消防吏員募集／環境事業組合職員募集
プレミアム商品券／多文化共生推進ボランティア
LICウェルネスゾーン
国民年金／かかりつけ健康メール／東洋医療
敬老事業／市民文化祭／納涼祭
図書館だより／サラダボール
LICNEWS
市民大学／陵南の森公開講座
幼・保・認定こども園 利用料無償化
すくすく子育て
健康ふぁみりー
街かどから／こんにちはあかちゃん
聖火ランナー／プール／大阪880万人訓練
制度／お知らせ／募集など
8月の相談日程
市民のページ
社会福祉協議会／シルバー人材センター

2019年8月1日発行
　発行  羽曳野市 市長公室 秘書課
　　　　〒583-8585 羽曳野市誉田4-1-1
　　　　072-958-1111（代表）
　URL  https://www.city.habikino.lg.jp/
　mail   mailbox@city.habikino.lg.jp

●音声版「声の広報」は市ウェブサイトから
　ダウンロードできます。

●QRコードはデンソーウェーブの登録商標です。

●今月の表紙
　大阪初の世界遺産登録が決定した、「百舌
鳥・古市古墳群」のなかでも最大級の大きさ
を誇る応神天皇陵古墳の写真です。
　羽曳野市には、日本遺産「竹内街道」もあり、
脈々と続く歴史と文化の中でこれからも暮ら
し歩んでいきます。
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上段：審議を見守る様子と決定後の万歳三唱（LIC はびきの） 七夕祭にて世界遺産登録の報告とくす玉割り（古市駅東広場）
下段：パブリックビューイングに参加した関係者と市民の皆様（LIC はびきの）

～市民のみなさまからのお祝いメッセージ～

　世界文化遺産に決定した「百舌鳥・古市古墳群」の感想
を求め、市役所、LIC はびきの、峰塚公園、古市駅へ向か
いました。皆さんの熱いメッセージをいただきました。

古市が有名に
なってうれ
しいです！

（矢野晴くん）
（朝野亜紀子さん）

世界遺産のまち
に住んでいるこ
とを、みんなに
自慢しよう！

（山本正明 さん）

世界文化遺産の
決定、おめでとうござ

います。これを機会に、
羽曳野の素晴らしい

文化財を見直そう！

やっと世界遺産に
決定しました！
すばらしいです！

  （島田かよこ さん）

（松島保 さん）

世界遺産になる
のをずっと待ってま

した。羽曳野市の古墳
が、多くの人に知っても
らえてうれしい！
これからが重要です。

（北山利江さん
　　  翔大くん
　　  椋大くん）

大阪にこんな良
いところがあると知
ってもらえたら嬉し
いです。

（松尾二
に い ち

一 さん）

世界遺産登録
おめでとうござい 

 ます。
　早速、古墳巡り
をはじめました。
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⑦

浅野家住宅
「旧オキナ酒造場」

①応神天皇陵古墳 ②誉田丸山古墳

③二ツ塚古墳

④東馬塚古墳

⑤栗塚古墳

⑥墓山古墳

⑨峯ヶ塚古墳 竹内街道からは、白鳥
陵古墳を眺めることが
できます。
夕日をうけた墳丘は、
その雄大な姿を浮かび
上がらせます。

⑧西馬塚古墳

⑦向墓山古墳

⑩白鳥陵古墳

　世界遺産「百舌鳥・古市古墳群」は、羽曳野・藤井寺
の両市にまたがる「古市エリア」と、堺市の「百舌鳥エ
リア」に分かれ、49 基の古墳が構成資産となりました。
　そのうち、「古市エリア」には 26 基の古墳があり、羽
曳野市内には 10 基が存在しています。
　応神天皇陵古墳（①）は墳丘長 425 ｍの規模の前方後
円墳（鍵穴形の古墳）で、盛られた土の量は日本一と考
えられています。古墳の西側に広がる外濠外堤は国史跡
として整備を進めており、春は菜の花、秋はコスモスが

満開になる美しい風景をご覧いただけます。
　峯ヶ塚古墳（⑨）は、二重の濠をもつ、墳丘長 96 ｍの
前方後円墳です。埋葬施設の発掘調査が行われ、石室の
中からは豪華な飾りのついた大刀のほか豪華な装飾品な
どの副葬品が見つかりました。

　羽曳野市は、平成 29 年に認定された日本遺産「竹内街道」とあわせて、大阪府内で初めて、世界遺産と
日本遺産のあるまちとなりました。
　その日本遺産である竹内街道沿い、世界遺産となった白鳥陵古墳や峯ヶ塚古墳など、多くの古墳に囲まれ
た空間にある歴史的な建造物、浅野家住宅「旧オキナ酒造場」を、羽曳野の歴史や風土を体感できる、新た
な交流スポットして、リノベーションします。

　古墳から見つかった埴輪や副葬品は、羽曳野市文
化財展示室で見学することができます。

（開室時間：平日 10:00 ～ 16:00）

世界遺産『百舌鳥・古市古墳群』
古市エリア（羽曳野市）の構成資産
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　下表のとおり職員を募集します。詳しくは、８月19 日㈪から羽曳野市ウェ
ブサイトに掲載する「職員採用試験実施案内」をご覧ください。ウェブサイ
トの閲覧ができない方は、市役所および支所で案内を配布しますのでご利用
ください。案内を郵便で請求する場合は、下記案内請求先あての封筒（大き
さは問いません。）に「職員採用試験実施案内請求」と朱書し、必ず返信用
封筒（あて先に請求者の郵便番号、住所、氏名を明記し140 円切手を貼っ
た封筒（角形２号封筒〔33cm ×24cm 程度〕））を同封して郵送してください。
●案内請求先 〒 583-8585 羽曳野市誉田 4-1-1羽曳野市 市長公室人事課

職 種 区 分 採用予定人員 年 齢 要 件 受　験　資　格　等

事務職 上級 10 人
程度

平成元年４月２日
以降に生まれた人

学校教育法による大学（短期大学を除く。）を卒業しているか、令和 2 年３月
31 日までに卒業見込みの人

事務職
（社会福祉） 上級 3 人程度 昭和 59 年４月２日

以降に生まれた人

以下のすべての要件を満たす人
①社会福祉士資格または精神保健福祉士資格を有しているか、令和２年３月
31 日までに取得見込みの人
②大学卒業程度の学力を有する人

保健師 １人程度 昭和 59 年４月２日
以降に生まれた人 保健師免許を有しているか、令和 2 年３月 31 日までに取得見込みの人

～つくろう。歴史のその先を。～

[ 案内配布場所 ] 市役所３階人事課および支所
[ 案内配布期間 ] 8月19日㈪ ～ 9 月 6 日㈮ 9:00～17:30
[ 郵送受付期間 ] 8月19日㈪ ～ 9 月 4 日㈬（同日消印有効）
[ 持参受付期間 ] 8月19日㈪ ～ 9 月 6 日㈮ 9:30～17:30
[ 試 験 日 ] 9月22日㈰（1 次試験）

※ 試験の内容については一切お答えできません。
※ ２次試験日程は、１次試験合格者にお知らせします。
※ 土・日・祝日の案内配布および持参受付は行っていません。

○地方公務員法第 16 条に規定する欠格条項に該当しない人（受験できる人）

[ 問合せ ] 人事課 ☎ 072-958-1111  内線 3421

羽曳野市職員
募 集

■■ 問合せ ■■  柏原羽曳野藤井寺消防組合消防本部 総務課 人事係 ☎ 072-958-9926

職　種 採用予定
人数 受　験　資　格

消防吏員
Ａ 3 人程度

平成６年４月２日以降に生まれ、
令和２年３月 31 日までに大学を
卒業（見込み）の人

消防吏員
Ｂ 3 人程度

平成８年４月２日以降に生まれ、
令和２年３月 31 日までに高校・
短期大学・高等専門学校を卒業（見
込み）の人

【試験要綱配布期間】8 月 5 日㈪ ～ 9 月 4 日㈬まで
【願書受付期間】8 月 5 日㈪ ～ 9 月 4 日㈬  平日 9:00 ～ 17:00
【願書受付場所】柏原羽曳野藤井寺消防組合消防本部 ３階 総務課へ
　　　　　　　  持参、または、郵送での受付（詳細は試験要綱にて）
　　　　　　　  ※但し、郵送は 9 月 2 日㈪消印まで

【試験日】＜ 1 次試験＞ 9 月 22 日㈰ 筆記試験・体力試験
　　　　　　　　　　　※雨天時は、体力試験の日程が変更となる
　　　　　　　　　　　　場合があります。
　　　　  ＜ 2 次試験＞ 10 月中旬～下旬予定
　　　　　　　　　　　※一次試験合格者に対し二次試験を実施

【試験会場】　柏原羽曳野藤井寺消防組合消防本部
                  ( 藤井寺市青山３－６１３－８)

柏原羽曳野藤井寺消防組合柏原羽曳野藤井寺消防組合 詳しくはウェブサイトを
　　　　　　ご覧ください。募集募集消防吏員消防吏員

【採用予定日】令和２年４月１日、または令和２年１０月１日
　　　　　　※採用予定日の選択はできません。

柏羽藤環境事業組合職員募集
募　集　職　種

職 種 区 分 採用予定人員 受　験　資　格　等

事務職 上級 2 人

以下のすべての要件を満たす人
①平成元年 4 月 2 日以降に生まれた人
②学校教育法による大学（短期大学を除く。）を卒業しているか、
　令和 2 年 3 月 31 日までに卒業見込みの人

　左表の職種について職員を募
集します。詳しくは、柏羽藤環境
事業組合 総務課にて配布している

「職員採用試験実施案内」をご覧
ください。柏羽藤環境事業組合ウ
ェブサイトでもご覧になれます。
　案内を郵便で請求する場合は、
左記案内請求先まで返信用封筒

（角形 2 号封筒・140 円切手貼付・
郵便番号、住所、氏名を明記）を
同封の上郵送して下さい。なお、
案内には受験申込書も添付してい
ます。

【案内配布期間】　 8 月13 日㈫～ 9 月 6 日㈮ 9:00 ～17:00 ※平日のみ
【受付期間】　8 月13 日㈫～ 9 月 6 日㈮ 9:00 ～17:00 ※平日のみ
【試験日】 　 9 月 22 日㈰
【案内請求先】 　〒 582-0027　大阪府柏原市円明町 666 番地
【問合せ】　 柏羽藤環境事業組合　総務課 ☎ 072-976-3333　　
【ｳｪﾌ ｻ゙ｲﾄ】    http://www.kashihafuji.jp/

■ ■■■■■■■■
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プレミアム付商品券事業のお知らせ

◆ 商品券の購入可能額　①市民税非課税の方：購入対象者一人につき 25,000 円（販売額 20,000 円）
　　　　　　　　　　　 ②子育て世帯主の方：平成 28 年 4 月 2 日～令和元年 9 月 30 日までに生まれた子ども一人に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 つき 25,000 円（販売額 20,000 円）
　　　　　　　　　　　 ※分割での販売（5,000 円の商品券を 4,000 円で購入× 5 回）も実施します。　

●一定の居住地を持たない方でいずれの市町村にも住民
　登録がされていない方は、平成 31 年１月２日以降であ
　っても住民登録の手続きを行えば、申請をすることが
　できます。
●  DV 被害者や児童福祉施設等に入所している児童で、他

の市町村から住民登録を移さずに羽曳野市にお住まい
の方には、本市で申請を受けることができる場合があ
りますので、ご相談ください。

市区町村や内閣府などが ATM の操作をお願いしたり、手
数料などの振り込みを求めることはありません。不審な
問い合わせなどがありましたら、迷わず、市や最寄りの
警察署（または警察相談電話（♯ 9110））にご連絡くだ
さい。

商品券の取扱店舗を募集します

事業の概要

ご注意 特殊詐欺・個人情報の詐欺にご注意ください！

≪申込期間≫
　8 月 1 日㈭～ 12 月 27 日㈮
　 ただし、9 月 13 日㈮までに登録された店舗は店舗

一覧チラシに掲載予定。9 月 14 日㈯以後に登録さ
れた店舗は市ウェブサイトに掲載予定。

≪申込方法≫
　取扱店登録申請書ほか必要書類を添えて羽曳野市商
　工会窓口にて、お申し込みください。
　※申請書などは商工会および市役所にあります。
　　市ウェブサイトからダウンロード可。

※取扱店登録資格および商品券の取扱いができない商品などは募集要項に記載しています。

申請は不要です。

【問合せ】産業振興課プレミアム付商品券事業担当
　　　　  ☎ 072-947-3726（直通）　

②�平成 28 年 4 月
2 日から令和元
年 9 月 30 日ま
でに生まれた子
のいる世帯

商品券使用
�（10月 1日から
　　　　2月29日）
　取扱店舗のみで
　使用可能。

商品券購入
��（10月 1日から
　　　　�2月15日）
指定された販売場所
にて販売期間内にプ
レミアム付商品券を
ご購入ください。

購入希望申請
（8月5日から受付）
11 月 30 日まで当
日消印有効

①平成 31 年度分
　の市民税が課税
　されていない方
（平成 31年度分の
市民税が課税され
ている方の配偶者、
扶養親族等・生活
保護の被保護者等
を除く。）

購入希望申請
書類等送付
（8月から随時送付）

購入引換券送付
��（９月中旬から
　　　　��随時送付）

≪活動内容≫
■ 語学ボランティア（通訳・翻訳）　市が実施する多文化共生推進事

業の通訳／市役所窓口、病院、学校、観光ガイドの通訳／外国人向
け生活情報誌または各種申請書などの翻訳／災害時の翻訳  など

■ホストファミリー　一定期間外国人住民の「ホームステイ（宿泊）」、
　「ホームビジット（招待）」 
■ゲストティーチャー　小学校に国際理解授業の一環として訪問を
　する活動 など
■災害ボランティア　災害多言語支援センターでの活動／避難所巡
　回 など
■文化ボランティア　日本文化または伝統芸術を紹介、海外諸国の
　情報や文化の紹介／市が実施する外国人住民との交流イベントの
　企画および運営 など

≪ボランティアに登録するには≫
　市民協働ふれあい課に登録申込書を提出してください。活動ご
とに一定の登録要件があるので、要件を満たしているか審査、面
接を行います。
■ 登録申込書は、市民協働ふれあい課窓口、市ウェブサイトから

ダウンロード可。または、担当課メールに「ボランティア登録
希望」と送信いただくと登録申込書を返信いたします。

≪登録ボランティアへの謝礼≫ 市から謝礼金を支給します。
※多文化共生社会実現に向けて、皆様からの活動の提案もお待　
　ちしています。

登録ボランティアに活動を依頼できる団体（人）
　市内在住・在学・在勤の外国人住民の方。
登録ボランティアに活動を依頼するには
　市民協働ふれあい課に活動依頼書 （詳細はお問い合わせください）
を提出してください。内容を審査した後、登録ボランティアを紹介し
ます。（内容によっては、紹介できない場合があります。）

　外国人住民の方々が、安心・快適に暮らすことができるま
ちづくりを推進し、地域における多文化共生社会の実現に向
け、ボランティアを募集します。

多文化共生推進ボランティア募集 【申込・問合せ】 市民協働ふれあい課（多文化共生・国際交流担当）
                      ☎ 072-958-1111 内線 1060    FAX 072-958-0397
                      メール shiminkyoudou@city.habikino.lg.jp
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■プログラム紹介

はじめての方も、経験のある方も運動のきっかけづくりと継続へ

健康づくり・介護予防のため、ミズノが独自に開発した"ラララサーキット"に加え新しいプログラムが登場!

往信用（表） 返信用（表）返信用（裏） 往信用（裏）
①住所
②氏名
③フリガナ
④性別
⑤生年月日
⑥令和元年 10.1現在の年齢
⑦電話番号
⑧プログラム番号
  （第1、第2希望）

住
所

氏
名

（
申
込
む
方
の
）

注
意

返
信
は
が
き
の
裏
面
は

何
も
記
入
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

大
阪
府
羽
曳
野
市

　
　
　
　
　軽
里
1-

1-

1

L
I
C
は
び
き
の
内

L
I
C
ウ
ェ
ル
ネ
ス
ゾ
ー
ン

583-0854 郵便番号62 62

 対 象  40歳以上の羽曳野市民の方。
※ただし、医師から運動制限を受けている方、ご自身で来所できない方
　および4月期(4月～6月)、また7月期(7月～9月)を受講している方は
　ご利用いただけません。
　①番から⑧番 → 65歳以上（令和元年 10.1現在）の方
　⑨番から⑬番 → 40歳以上（令和元年 10.1現在）の方

 申込方法   往復はがきで申し込み
・おひとり様一口のみ。多数の場合は抽選
・消せるボールペンは使用不可
・受講の決定は9月初旬にお知らせ

 費 用   無 料

利用方法が変わります
・2019 年度より、LIC ウェルネスゾーンのプログラム受講は 
　年度単位で１回限りとなります。
・3 月末までの受講履歴を一度リセットし、全ての方を新規受
　講者とします。
・プログラム受講修了後は、続けてはびきのウェルネス東部教
　室フォローアップに参加できます。

＜問合せ＞ ● LIＣウェルネスゾーン ☎072-958-0711　●地域包括支援課 ☎072-947-3825（直通）

①～⑤ラララサーキット （週 1 回コース） ⑥ラララフィット
　　＜膝強化コース＞

⑧頭と体の若返り体操⑦ラララサーキットライト

膝
を
強
く
し
た
い
方
に

お
す
す
め
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
。

頭
で
考
え
な
が
ら
体
を

動
か
す
。
脳
と
身
体
の

両
方
に
、
同
時
に
刺
激

を
与
え
る
体
操
で
す
。

左
右
の
上
肢
・
下
肢

を
複
合
的
に
動
か
し
、

脳
力
ア
ッ
プ
を
目
指

し
ま
す
。

■プログラム・スケジュール表  （①番から⑧番プログラムは65歳以上の方対象、⑨番から⑬番のプログラムは40歳以上の方対象）
月 火 水 木 金

①ラララサーキット
9：15 ～10：45

（週1回コース）定員14名 

⑨-1メタボサーキット
11：00～12：30

（週2回コース） 定員14名

はびきのウェルネス東部教室
フォローアップ

14：15～17：00
(フリーサーキット形式）

⑥ラララフィット〈膝強化コース〉
13：00～14：00

 定員12名

はびきのウェルネス東部教室
フォローアップ

9：15～12：30
(フリーサーキット形式）

②ラララサーキット
13：00 ～14：30

（週1回コース）定員14名

⑩Let’s筋力トレーニング
14:45～15:45

（週1回コース）定員12名
⑪コツ骨体操

16:00～16:50
(週1回コース)定員12名

③ラララサーキット
9：15 ～10：45

（週1回コース）定員14名 

⑦ラララサーキットライト
13：00～14：00

（週1回コース） 定員12名

⑨-2メタボサーキット
11：00～12：30
（週2回コース）

はびきのウェルネス東部教室
フォローアップ

14：15～17：00
(フリーサーキット形式）

はびきのウェルネス東部教室
フォローアップ

9：15～12：30
(フリーサーキット形式）

④ラララサーキット
13：00 ～14：30

（週1回コース）定員14名

⑫骨盤体操（骨盤底筋）
14:45～15:45

（週1回コース）定員14名
⑬ノビ伸体操

16:00～16:50
(週1回コース)定員12名

はびきのウェルネス東部教室
フォローアップ

12：30～17：00
(フリーサーキット形式）

⑤ラララサーキット
9：15 ～10：45

（週1回コース）定員14名 

⑧頭と体の若返り体操
11：00～12：00

（週1回コース） 定員12名

⑫骨盤体操＜骨盤底筋＞⑨メタボサーキット
　　  （週 2 回コース）

老
化
と
共
に
低
下
し
や

す
い
骨
盤
底
筋
に
ア
プ

ロ
ー
チ
し
ま
す
。

自
身
の
体
重
を
利
用
し
、

体
幹
や
脚
力
な
ど
を
強

化
す
る
筋
力
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
で
す
。

有
酸
素
運
動
と
筋
力

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
組

み
合
わ
せ
。※

市
の
特

定
保
健
指
導
を
受
け

て
い
る
方
優
先

⑩Let’s筋力トレーニング
チ
ュ
ー
ブ
を
使
っ
て

骨
格
筋
を
鍛
え
、
筋

力
ア
ッ
プ
を
目
指
し

ま
す
。

⑪コツ骨体操 ⑬ノビ伸体操
骨
格
体
操
と
ヨ
ガ
の

ポ
ー
ズ
を
組
み
合
わ
せ

る
こ
と
で
関
節
の
動
き

を
ス
ム
ー
ズ
に
し
ま
す
。

マシンとグッズを使い、歩行・
バランス能力や関節にアプロー
チする介護予防プログラム。
健康づくり・介護予防のため
にミズノが独自に開発した"ラ
ララサーキット"

○受講をキャンセルする場合は、
　8月末までにご連絡ください

 申込期間    8月1日㈭～8月19日㈪
　　　　　  ※8月19 日㈪消印有効

2019 年 10 月期（10 月～ 12 月）2019 年 10 月期（10 月～ 12 月）
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市役所保険年金課　☎ 072-958-1111  内線1720  
天王寺年金事務所　☎ 06-6772-7531  ＦＡＸ 06-6772-3338

　サプリメントは栄養補助食品であり、民間療法で用
いられる薬とかなり違いがあります。例えば、ドクダ
ミ茶として健康のために愛用している方も多いと思い
ますが、薬としてのドクダミは収穫後に陰干しするな
どして一定の薬用成分が確保されるよう管理されてい
ます。どんな時でも使える薬であることから十薬と言
われるようになったわけです。サプリメント、もしくは
食用としてのドクダミは産地も一定せず成分も十分管
理されていないため薬としての効果はどうしても少な
くなってしまいます。十薬の使用法としては、生のドク
ダミを炙って泥状にしたものを膿んでいる所に塗った
り、お茶にして飲めば便通改善、利尿作用、解毒作用、
糖尿病予防、駆虫作用などが期待できます。このよう
に昔の人々 の経験から伝承されてきたのが民間療法で
用いられる薬ですが、経験知による部分も多く、学問
的裏付けがあいまいな点があるのも事実です。　　
　　　　　　　　　　　　

聖寿道薬局　佐々木清尚

サプリメントと民間療法で
　　　　　　用いられる薬について

国民年金保険料のお支払は口座振替が便利でお得です！ クレジットカードでの国民年金保険料納付のご案内

 【問合せ】
 ■天王寺年金事務所　☎ 06-6772-7531（代）
 [ 平　日 ] 8:30 ～17:15  ※週初めの開所日は19:00 まで
 [ 第２㈯ ] 9:30 ～16:00
 ※電話は自動音声案内です。⑤で所員が対応します。
 ※時間や時期により混み合っている場合がありますので、　
　 何度かおかけ直し願います。

　国民年金保険料の支払いを口座振替にすると、方法によ
っては割引があり、納め忘れもありません。60 歳からの任
意加入は原則、口座振替のお支払いとなります。
 《  口座振替の種類 》
①  毎月納付で翌月末振替
　（現金納付と同様で割引はありません）
② 毎月納付で当月末振替（早割、毎月 50 円割引）
③  6 カ月前納で10 月末に振替
　（4 月末・10 月末振替、1,120 円の割引）
④  1 年前納・2 年前納
　（4 月末振替、4,130 円・15,760 円の割引）
◆  口座振替の申込用紙は市役所年金担当窓口にご用意して

います。①②は毎月上旬ごろまで、③の下半期は８月末日
まで、③の上半期と④は翌年２月末日までに申込が必要で
す。提出はお取引銀行か年金事務所へお願いします。事務
処理にしばらくの日数を要します。また、口座振替開始の
お知らせが送付されますので内容を確認してください。

☞ 詳しくは年金事務所までお問合せください。

《  クレジットカード納付の種類 》
① 毎月納付（カード会社の利用日、割引はありません）
② 6 カ月前納（4 月・10 月の利用日、800 円の割引）
③  1 年前納・2 年前納
　（4 月の利用日、3,500 円・14,520 円の割引）
◆  利用日と決済日はカード会社にお問い合わせください。

60 歳からの任意加入の方も利用できます。申込用紙は
市役所年金担当窓口まで、提出は年金事務所へお願いし
ます。申込期日は口座振替と同じです。

☞ 詳しくは年金事務所までお問い合わせください。

　小児鍼の適応症状はまず、いわゆる疳虫症状で
す。
　疳虫は俗に「かん高い」とか「かんが強い」と
言われているもので、小児が異常に興奮しやすく
なっている状態です。乳児、幼児や年齢によって
症状が少しずつ異なりますが、夜泣き、不機嫌、
いらだち、ちょっとの物音に驚く、寝ている時に
薄目を開けている、奇声 ( かん高い声 ) をあげる、
行動が粗暴になるなどの症状を呈します。
　疳虫はこのような神経症状ばかりでなく、身体
の上にも種々な変化を示します。
　顔色が一般に青白く、目つきが鋭くなり、目じ
りや額に青筋 ( 静脈の怒張 ) が現れます。
　眼球結膜は青く、眼瞼がただれたり、鼻翼や鼻
の下が発赤したりするなどです。
　このほかに異味症といって、爪を噛んだり、ふ
やけすぎるほど指をすすったりする。
　このような小児の神経症とも言うべきものを疳
虫と呼んでいます。
                  
　　　　　　 （はびきの鍼灸マッサージ師協会）
　　　　　　　　　　　　☎ 072-958-5764

≪子どものためのはり治療　小児鍼（はり）とは？ 4 ≫

障害状態確認届（診断書）の作成期間が 3カ月に拡大されました。
　障害基礎年金を受給しておられる方の診断書の作成期間
が 3 カ月以内に拡大されました。今までは 20 歳前障がい
の障害基礎年金の受給者の方は誕生月に関係なく 7 月末ま
での1カ月間でしたが、誕生月の 3 カ月前に診断書が送付
されますので、誕生月の月末までに医療機関に診断書を作
成していただきます。受取後、市役所年金担当窓口まで提
出してください。提出が遅れると一時的に年金受給が停止
されることがあります。
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●●敬老祝金等を支給します●●

　平成 31年 4 月 1日以前から本市に住民登録があり、9 月 1日
（基準日）に引き続きお住まいの方が対象です。
→対象者には 9 月中旬に案内を送付します。

対 象 年 齢 支給額
101歳以上 大正 8 年 3 月 31 日以前生まれ 5 万円

100 歳 大正 8 年 4 月 1 日 ～
大正 9 年 3 月 31 日生まれ 10 万円

88 歳 昭和 6 年4 月 1 日～
昭和 7 年3 月 31 日生まれ

2 万円相当の
カタログギフト

77 歳 昭和 17 年 4 月 1 日～
昭和 18 年 3 月 31 日生まれ

1 万円相当の
カタログギフト

●●羽曳野市敬老会を開催！●●
◆式次第　※概ね 2 時間（予定）

【1部】 式典
【2 部】 アトラクション
●秋本千波 ( 歌謡ショー)
●幸助・福助 ( 漫才 )
●酒井くにお・とおる ( 漫才 )

日　時 会　場

９月11日㈬
   ９:30 ～  陵南の森
  12:45 ～  丹治はやプラザ
  15:30 ～  MOMOプラザ

９月12 日㈭   10:00 ～  石川プラザ
  13:30 ～  市民会館

ご長寿をお祝いしますご長寿をお祝いします ＜問合せ＞ 福祉総務課☎ 072-958-1111  内線1121
                 FAX 072-947-3840

●●羽曳野市金婚祝賀会 ●● ＜11月12 日㈫開催＞
[ 会場 ] ホテル・アゴーラリージェンシー堺　※各集合場所よりバスにて送迎
[ 対象 ] 市内居住で住民登録し、過去に申請がなく
　  ① 昭和 44 年 10 月１日以前に婚姻届を提出した夫婦。② 実際に婚姻してからの年数が 50 年以上であることを証明できる夫婦
[ 申込 ] 福祉総務課、支所、MOMO プラザ、丹治はやプラザ、石川プラザ、人権文化センターにある申請書に記入の上、婚姻日  
　　　が証明できる戸籍謄本などとともに福祉総務課 ( 市役所別館 8 番窓口 ) へ提出。
[ 受付期間 ] 8 月 1 日㈭～ 9 月 6 日㈮まで

　市民文化祭の出展作品・参加者を募集します。市内在住・在勤・在学の人ならど
なたでも参加できます。定員になり次第締め切ります。詳しくは各部門の代表者
までご連絡ください。
受付：9 月 7 日㈯まで ※音楽部門は 8 月 22 日㈭まで
＜文化祭スケジュール＞

日　　時 開催場所
開会式 10月19日㈯14:00～ LICはびきの（ホールＭ）

囲碁・将棋大会 10月20日㈰9:30～17:00 陵南の森公民館
謡曲大会 10月20日㈰10:00～ 17:00 LICはびきの（音楽実習室）
三曲会

（三弦・琴・尺八）10月20日㈰12:00～ 16:00 LICはびきの（ホールＭ）

展
　
示

児童画、書道、
茶席、華道、手芸、
絵画、俳画、工芸、
写真、俳句

・10月26日㈯
　　　9:30～17:00
　※茶席は10:00から
・10月27日㈰
　　　9:30～16:30
　※茶席は10:00から

LICはびきの

日舞・民舞大会 10月27日㈰10:00～ 17:00 LICはびきの（ホールＭ）
音楽会 11月3日㈷13:00～ 16:30 LICはびきの（ホールＭ）
吟詠大会 11月3日㈷13:30～ 17:00 市民会館

民謡・邦楽大会 11月10日㈰10:00～ 16:30 市民会館

 　第62回

＜参加・出展申込先＞
部 門 代 表 者 電話
囲碁 黒川　寿満男 072-956-5812

音楽 塩野　美穂 090-4494-9220

絵画 吉岡　健一 072-939-5324

華道 徳島　久美子 072-939-4369

工芸 小谷　かよ子 072-956-1413

茶道 楠　法子 072-956-2297

三曲 野口　實 072-956-4447

詩吟 土田　章 072-953-2219

写真 高橋　保夫 072-957-1578

手芸 田仲　美知子 072-953-6679

将棋 若林　信一 072-958-1322

書道 森本　安子 072-956-5318

日舞 辻内　鈴江 072-953-2783

俳画 北　康子 072-938-5128

俳句 三好　広一郎 072-956-9390

邦楽 飛田　美和子 072-958-4838

民謡 田中　静子 072-958-0741

民舞 渡辺　裕子 072-939-6054

謡曲 松谷　昌孝 072-958-5081

●問合せ● 観光課 ☎ 072-958-1111 内線 2760

●出演者の都合により変更になる場合があります。
●イベント内容などの詳細は、ウェブサイトで確 
　認するか、お問い合わせください。

お笑いライブに

「ミサイルマン」登場！

（よしもとクリエイティブエー

ジェンシー）

納涼祭納涼祭8月25日㈰ in高鷲駅北側ロータリー 16:00　　～20:00
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おはなし会（8 月）
中央図書館 11 日㈰、17 日㈯

25 日㈰ 13:30 ～

陵南の森図書館

11 日㈰、25 日㈰ 11:00 ～

17 日㈯ 15:00 ～
18 日㈰
・11:00（小さい子向き）
・11:30（少し長い話が聞ける子向き）

東部図書館 14 日㈬ 10:30 ～

古市図書館 17 日㈯ 15:00 ～

羽曳が丘図書館 10 日㈯、24 日㈯ 15:00 ～

今月の特集・テーマ

中央図書館
一般 暑い夏に涼しい本を・・・

児童 百鬼夜行
～妖怪から怖い話まで～

陵南の森図書館
一般 夏休みの過ごし方

児童 本でひんやり。
暑さをとばそう！

東部図書館 夏こそ読書

古市図書館 「純文学」ってなんだ？

丹比図書館 夏休みに役立つ本

羽曳が丘図書館 暑い夏を乗り切ろう

今月の休館日
8 月 31 日㈯ 
市内の図書館は全て休館
となります。

○中央図書館（LIC はびきの内）  軽里 1-1-1               ☎072-950-5501
○陵南の森図書館                    島泉 8-8-1               ☎072-952-2750
○羽曳が丘図書館                    羽曳が丘西 2-5-1      ☎072-957-5553
○丹比図書館                          樫山 251-1              ☎072-937-2355
○東部図書館                          古市 1541-1            ☎072-950-2002
○古市図書館 ☎072-958-0050 ㈬㈭㈮㈯㈰ 10:00 ～ 17:30
○ブックステーションはびきのコロセアム ☎072-937-7210 ㈫㈭㈮ 13:30 ～ 16:30

●開館時間 10:00 ～ 18:00（※中央図書館は 10:00 ～ 20:00）
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◇金原瑞人氏講演会「ヤングアダルト（YA）ってなに？」
日時 8 月 31 日㈯  13:30 ～ 15:30
場所 市役所　別館 3 階　会議室
定員 80 人 ( 当日先着順 )　
主催  羽曳野市子ども文庫連絡会・羽曳野市立図書館
後援 大阪府子ども文庫連絡会

◇夏休み子ども１日図書館員
中央図書館 8 月 20 日㈫

　　　～ 22 日㈭
13:30 ～ 16：30

各日 4 名

陵南の森図書館 各日 4 名

東部図書館
8 月 21 日㈬

13:30 ～ 16：30

2 名

( 各館 )
丹比図書館

羽曳が丘図書館

[ 対象 ] 市在住の小学校（義務教育学校前期課程を含む）４年生～６年生
[ 申込 ] 8 月 5 日㈪ 13:00 に各図書館にお越しください。
※定員を超えた場合は抽選を行います。（初めての方優先）

 　 
 　 場所 陵南の森図書館

 　 ◇ちびっこサロン
 　 日時 8 月 14 日㈬ 10:30 ～
 　 場所 森のゆうびんきょく
  　◎お知らせ
　　陵南の森図書館は空調設備工事のた　
　　め、9 月 2 日㈪～ 6 日㈮空調が使用
　　できませんのでご了承ください。

◇夏休み工作教室
☆日時 8 月 3 日㈯  ① 11:00 ～   ② 13:30 ～
　場所 はびきのコロセアム 1 階キッズルーム前
☆日時 8 月 10 日㈯  ① 11:00 ～
　場所 陵南の森図書館
内容 「お菓子のパッケージで小物づくり」
定員 各 20 人（当日先着順）
※ブックステーションはびきのコロセアムは、8
月 3 日㈯ 10:30 から 16:30 まで臨時開館します。

◇本よんでビンゴ！
期間 8 月 30 日㈮まで 
場所 陵南の森図書館

◇おすすめの本を教えて！
募集期間 8 月 31 日㈯まで
展示期間 9 月 30 日㈪まで
場所 丹比図書館
◇こわいおはなし会
日時 8 月 4 日㈰ 11:00 ～
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よりよい健康的な生活のための、市民に向けた漢方講座                     
                                          【先進融合医学研究会 共催】
[ 開講日 ] ㈯ 15:00 ～ 16:30　[ 場所 ] LIC はびきの
[ 募集人数 ] 若干名　[ 受講料 ] 800 円 ※当日支払
[ 申込期間 ] 講義日の 1 週間前から前日まで 　　　　　　　

8月24日
(第5講義)

漢方的養生のススメ　
［講師］一般財団法人大阪漢方医学振興財団 
 理事長 中本かよ

8月31日
(第6講義)

高齢者フレイル対策における漢方医学の役割
［講師］大阪大学大学院医学系研究科 
           特任助教 梶本勝文

『古事記』をよむⅤ～神功皇后から応神・仁徳天皇へ～
[ 開講日 ]9 月 6 日、20 日、10 月 4 日、18 日、　　
　　　　11 月 1 日、 15 日
[ 時間 ]10:30 ～ 12:00
[ 場所 ] LIC はびきの　
[ 募集人数 ] 若干名　[ 受講料 ] 3,000 円 (6 回講義 )
[ 講師 ] 関西医療大学 非常勤講師 南山かおり

［申込期間］8 月 10 日㈯～ 8 月 30 日㈮

南河内と鉄道
[ 開講日 ]8 月 17 日㈯ 15:00 ～ 16:30　
[ 場所 ] LIC はびきの
[ 募集人数 ] 若干名　[ 受講料 ] 800 円 ※当日支払

［内容］ラビットカー以後の南大阪線近代化 ( 第 6 講義 )
［講師］奈良大学 教授 三木理史
［申込期間］講義日の 1 週間前から前日まで 

◆問合せ◆はびきの市民大学 ( 業務受託者：株式会社みのりの里 )　☎ 072-950-5503　FAX 072-950-5650
①来館 ( 羽曳野市軽里 1-1-1 はびきの市民大学カウンター )・②電話・③ FAX　※数字は申込優先順位です。
※障害への配慮が必要な場合は事前にご相談ください。申込方法

陵南の森公民館グループ連絡協議会公開講座

陵南の森老人福祉センター
クラブ連絡協議会公開教室

［会場］陵南の森老人福祉センター
            ①② 2 階大広間  ③第 1 会議室   

［費用］無料
［対象］市内在住 60 歳以上で、老人福祉セ     
　       ンター使用証をお持ちの方。
※使用証は、陵南の森老人福祉センター事  
　務所の窓口で交付しますので、免許証・
　保険証など本人確認ができるものをご持
　参ください。
①陵南の森ダンスクラブ
　楽しい音楽でダンスしましょう！若い
頃経験がある人 ･ 初心者歓迎

［日時］8 月 23 日㈮ 14:00 ～ 15:00
［持物］軽装で、靴下着用
［申込・問合せ］柴原 ☎ 090-8570-9079

②ヘルシー体操教室
　ヘルシー体操・ストレッチ体操で楽し
く運動しませんか。

［日時］8 月 28 日㈬ 14:00 ～ 15:00
［持物］バスタオル・水分補給用飲料・靴
下着用・運動しやすい服装

［申込・問合せ］矢戸 ☎ 090-5368-3785

③「笑いヨガ」　
　インド生まれの「笑いヨガ」は、スト
レス解消、肩こり、不眠の改善、さらに
は免疫力がアップするなど、人生 100 年
時代にぴったりのエクササイズです。

［日時］8 月 28 日㈬ 14:00 ～ 15:00
［持物］水分補給用飲料・靴下着用・運動
しやすい服装

［申込・問合せ］岡田 ☎ 090-8796-4978

■詩吟（漢詩「早發白帝城」李白作）
［日時］8 月 26 日㈪ 13:30 ～ 15:00　［会場］会議・視聴覚室　［定員］10 人　［持物］なし
［申込］8 月 1 日㈭～ 8 月 25 日㈰　和楽囲（伊藤順子）☎ 072-952-2899
■ししゅう（ポーチに刺繍をする）

［日時］9 月 6 日㈮ 13:30 ～ 16:30［会場］多目的室 ( 老人福祉センター )［定員］5 人
［持物］ハサミ［申込］8 月 1 日㈭～ 9 月 5 日㈭　花の糸（山下益子）☎ 072-953-8000
■水彩カード、ポストカード（水彩カード、ポストカードの作成）

［日時］9 月 8 日㈰ 13:00 ～ 17:00［会場］実習室［定員］6 人［持物］なし
［申込］8 月 1 日㈭～ 9 月 7 日㈯   アートサークル（藤野一郎）☎ 090-3828-8404
■かんたんがおいしい料理（忙しいお母さんが手早く作れる料理）

［日時］9 月 11 日㈬ 10:00 ～ 13:00［会場］料理実習室［定員］15 人［材料費］700 円
［持物］エプロン、三角巾、手拭き、お茶［申込］8 月 1 日㈭～ 9 月 10 日㈫　
大阪友の会　古市方面（園田久栄）☎ 090-6917-2035
■合唱（歌う楽しさ仲間との絆を深め、地域文化に貢献）

［日時］9 月 14 日㈯ 13:30 ～ 16:00［会場］第 1 研修室［定員］制限なし［持物］なし
［申込］8 月 1 日㈭～ 9 月 13 日㈮  はびきの女声コーラス（西田紀子）☎ 090-7497-5883
■毛筆体験講座（毛筆を楽しみませんか、用具は準備します）

［日時］10 月 4 日㈮ 19:00 ～ 21:00［会場］実習室［定員］10 人［持物］なし
［申込］8 月 1 日㈭～ 10 月 3 日㈭　書の友（辻本好宏）☎ 072-939-6760
■子どものためのダンスレッスンⅠ（5 才～小 3 の、ダンスに興味ある子集まれ！）

［日時］10 月 5・12 日㈯ 13:30 ～ 15:00［会場］第 2・3 研修室［定員］20 人［持物］運
動しやすい服・靴、水筒、タオル［申込］8 月 5 日㈪～ 10 月 4 日㈮　
ジャズダンスキッズⅠ（主原千秋）携帯 090-9160-9190
■子どもの為のダンスレッスンⅡ（小 4 ～中 3 のダンス経験者集まれ！）

［日時］10 月 5・12 日㈯ 15:00 ～ 16:30［会場］第 2・3 研修室［定員］20 人［持物］運
動しやすい服・室内靴、水筒、タオル［申込］8 月 5 日㈪～ 10 月 4 日㈮　
ジャズダンスキッズⅡ（西根香穂里）☎ 090-6902-1313
■英会話レッスン（英会話を楽しむ）

［日時］10 月 7 日㈪ 19:00 ～ 20:30［会場］会議・視聴覚室［定員］3 人［持物］なし
［申込］8 月 1 日㈭～ 10 月 6 日㈰　英会話サークル（渡邉育子）☎ 090-8147-1001
■手編み（フラワーマフラーを作りましょう！）

［日時］10 月 9 日㈬ 9:30 ～ 12:00［会場］和室［定員］5 人［持物］かぎ針 5 号および 6 号 
［材料費］800 円［申込］8 月 1 日㈭～ 10 月 8 日㈫  かすみ草（石川玲子）☎090-6605-1511
■ペン習字（名前、住所の基本から手紙文、写経など）　

［日時］10 月 10 日㈭ 10:00 ～ 12:00［会場］会議・視聴覚室［定員］15 人［持物］なし
［申込］8 月 1 日㈭～ 10 月 9 日㈬　洗心ペン習字（鍛治祐子）☎ 072-937-2544
■陶雅（陶芸実習）　

［日時］10 月 12 日㈯ 13:00 ～ 16:00［会場］実習室［定員］5 人［持物］なし
［申込］8 月 1 日㈭～ 10 月 11 日㈮　陶雅クラブ（岡田甫）☎ 090-1146-1944

［対象］市内在住・在勤・在学の方［費用］料理と手編みの材料費以外は無料
※定員になり次第締め切り ※受付時に氏名、住所、電話番号、年齢が必要

生涯学習フェスティバル
[ 開講日 ] 10 月 12 日㈯ 9:00 ～ 17:30
              10 月 13 日㈰ 9:00 ～ 16:30
              10 月 19 日㈯ 9:00 ～ 16:30
[ 場所 ] LIC はびきの アトリウム  [ 参加費 ] 無料
近くの大学ではどんなことが学べるんだろう。大学案内や
公開講座などを紹介します！大阪初の世界文化遺産に登録
された「百舌鳥・古市古墳群」や大阪府内の私立中学校・
高等学校や大学設置の博物館などをご紹介！学校案内のパ
ンフレットやオープンスクールのチラシなど配布します。
資料をご自由にお持ち帰りください。
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幼稚園の預かり保育

認可外保育施設、
一時預かり事業など

幼稚園、
保育園、
認定こども園

就学前
障害児
通所支
援

無償
（幼稚園は月額
2.57 万円まで）

月額 3.7 万円
まで無償

ともに無償
（幼稚園は月額
2.57 万円まで）

幼稚園の利用に
加え、月額 1.13
万円まで無償

令和元年
10月1日
      から 利用する子どもの利用料が 無償化されます

3 歳から 5 歳までの幼稚園、保育園、認定こども園などを
（0歳から 2歳までの住民税非課税世帯）

【問合せ】　［幼稚園・保育園などに関すること］・・こども課　☎ 072-947-3835（直通）
　　　　　［障害児通所支援に関すること］・・・  障害福祉課　☎ 072-947-3823（直通）

詳しくは、お問い合わせください。

利用

利用

利用
（複数利用）

複数利用

幼稚園、保育園、
認定こども園、
就学前障害児通所支援 無償

（幼稚園は月額
2.57 万円まで）

利用
幼稚園、認定こども園、
就学前障害児通所支援

3 歳～ 5 歳

保育の必要性の
認定事由に該当
する子ども

・共働き家庭
・シングルで働
  いている家庭
　　　　 など

3 歳～ 5 歳

左記以外

・専業主婦（夫）
  家庭
　　　　 など

幼稚園、
認定こども園

就学前
障害児
通所支
援

ともに無償
（幼稚園は月額
2.57 万円まで）

複数利用

■ 3 歳～ 5 歳までの全ての子どもの利用料が無償化
　されます
　●幼稚園は、月額上限 2.57 万円です。
　● 無償化の期間は、満 3 歳になった後の 4 月 1 日から

小学校入学前までの 3 年間です。
　（注）幼稚園は、入園時期に合わせて、満 3 歳から無償化します。
　●利用料以外は保護者負担です。
　※ 年収 360 万円未満相当世帯の子どもと全ての世帯の第 3

子以降の子どもは、副食（おかず、おやつなど）の費用
が免除されます。

　● 子ども・子育て支援新制度の対象とならない幼稚園
は、無償化になるための認定や償還払いなどの手続
きが必要です。詳細は後日お知らせします。

■ 0 歳～ 2 歳までの子どもは、住民税非課税世帯を
　対象に利用料が無償化されます
　● 子どもが 2 人以上の世帯の負担軽減の観点から、現

行制度を継続し、保育園などを利用する最年長の子
どもを第 1 子とカウントして、0 歳～ 2 歳までの第
2 子は半額、第 3 子以降は無償となります。

　（注）年収 360 万円未満相当世帯は、第 1 子の年齢は問いません。

■ 幼稚園、保育園、認定こども園に加え、地域型保育、
企業主導型保育事業（標準的な利用料）も同様に
無償化の対象です

　（注） 地域型保育とは、小規模保育、家庭的保育、居宅訪問型保育、
事業所内保育を指します。

幼稚園、保育園、認定こども園などを
利用する子ども

■ 就学前の障害児通所支援を利用する子どもにも、
　3 歳～ 5 歳までの利用料が無償化されます

■無償化の対象になるためには、羽曳野市から「保
　育の必要性の認定」を受ける必要があります
　（注）保育園、認定こども園などを利用できていない方が対象です。
　（注） 就労などの要件（認可保育園の利用と同等の要件）がある

ので、市役所こども課までお問い合わせください。

■  3 歳～ 5 歳までの子どもは月額 3.7 万円まで、0
歳～ 2 歳までの住民税非課税世帯の子どもは月額
4.2 万円までの利用料が無償化されます

■ 認可外保育施設に加え、一時預かり事業、病児保
育事業、ファミリー・サポート・センター事業を
対象とします

　（注） 認可外保育施設とは、一般的な認可外保育施設、地方自治
体独自の認証保育施設、ベビーシッター、認可外の事業所内
保育などを指します。

　（注） 無償化の対象になる認可外保育施設は、都道府県などに届
出を行い、国が定める基準を満たしていることが必要です。
だだし、基準を満たしていない場合でも無償化の対象とする
5 年間の猶予期間を設けます。

認可外保育施設などを
利用する子ども

■無償化の対象になるためには、羽曳野市から「保
　育の必要性の認定」を受ける必要があります
　（注） 原則、通っている幼稚園を経由しての申請です。就労など

の要件（認可保育園の利用と同等の要件）があります。

■ 幼稚園の利用に加え、利用日数に応じて、最大月
額 1.13 万円までの範囲で預かり保育の利用料が無
償化されます。

幼稚園の預かり保育を
利用する子ども



14 −はびきの　2019.8.1−

すくすく 子育て支援
子育て支援センター子育て支援センター子育て支援センター

メール配信登録
※お知らせや各種申

し込みの抽選結果
をメールで受け取
れます。

はびきの子育てネット
※『てとてと』は、サイ

ト内「配布物」にア
ップしています。

妊娠・出産・育児期の困りごと（育児不安、育児ストレス、家事でお困りな
ど）を抱える家庭に、支援者が訪問するサービス※無料

～訪問までの流れ～
希望者から支援を受けたい旨の申し出→こども課で本支援の必要性を
判断→具体的なサービス（内容、期間など）を決定→訪問支援を開始

養育支援訪問事業 こども課 ☎072-958-1111 （内線1221・1253）

支援センターむかいの
（向野523　☎ 090-8880-0058・FAX 072-953-6361）

※同センター「ふるいち」「むかいの」
のスケジュールなどは、センター
ニュース『てとてと』か、はびきの
子育てネット（子育て支援センタ
ーのページ）をご覧ください。

━
━
━

み ん な の 広 場

あ そ び の 広 場
おはなしの広場
よっといで３才児

就学前の子どもとその保護者対象
㈪ ㈬ ㈭ 10:00～11:30　㈭のみ15:00～16:15も開放

※お休み⇨  21日㈬ 28日㈬　※身体測定（毎月第1㈬）⇨  7日㈬
※お誕生会⇨  29日㈭

お休みです
8日㈭  11：00～11：30（毎月第2㈭） 
21日㈬  10:00～11:30　「水遊びを楽しもう」
3歳以上の子どもとその保護者対象

（平成27年4月2日～平成28年8月31日生まれ）
【場所】向野保育園（現地集合・解散）　雨天：米粉粘土遊び
【持物】水着・着替え・タオル・水筒・帽子

※ひつじさんも一緒に楽しもう

■実施場所：青少年児童センター（向野3-1-33）

━

━

━

━

28日㈬　10:00～11：30　「親子ふれあい遊び」
（平成30年4月2日～平成31年4月1日生まれ）

【場所】青少年児童センター2階　【持物】タオル・水筒・着替え
お休みです

21日㈬　10:00～11：30　「水遊びを楽しもう」
（平成28年4月2日～平成29年4月1日生まれ）

【場所】向野保育園（現地集合・解散）　雨天：米粉粘土遊び
【持物】水着・着替え・タオル・水筒・帽子

※よっといで３才児と一緒に楽しもう

ももんちゃん
（0歳児）

ぺんぎんさん
（1歳児）
ひつじさん
（2歳児）

★おひさま広場　対象の年齢の子どもとその保護者／親子で遊ぼうね！

こども家庭サポーター子育て相談　※電話、来所のどちらでも可 
■ 日時　8月1・8・22・29日　㈭ 14:30～16:30
■ 場所　市役所別館2階プレイルーム

羽曳野市こども家庭サポーターの会　☎ 072-957-6000

■ 受付時間　㈪～㈮ 9:00～17:30（㈷、12月29日～1月3日を除く）
こども課 家庭児童相談担当　☎ 072-947-3837

児童虐待の疑いなど「おかしい」と思ったら

白鳥児童館白鳥児童館
お部屋でおもちゃ遊び、広場で砂場遊びなど。午前中はちいさな
お友達もゆっくり遊べますよ。自由にお越しください。

利用時間：月～土 9：00～17：00
翠鳥園2-9-101　☎ 072-957-4900

<各広場・保育室の開放時間>　※曜日、対象年齢は表を参照
・広　場　 ㈪～㈮10:00～11:30 ※㈷を除く
・保育室 　㈬～㈮14:00～16:00 ※㈷を除く

支援センターふるいち（古市複合館）
（古市4-2-9　☎ 072-958-3308・FAX 072-958-3350）

━

━

━

━
━
━

━
━

み ん な の 広 場

よ ち よ ち 広 場

て く て く 広 場

の び の び 広 場

あ そ び の 広 場
3 歳 児 教 室
双 子 の 広 場

誕 生 会
おはなしの広場

㈪㈫㈮　就学前の子どもとその保護者対象
※6日、27日㈫はお休み。　※2日、5日はプールです。
※19日身体測定（毎月第3㈪）
㈬　0歳～1歳半未満の子どもとその保護者対象
※7日、14日はプールです。  ※身体測定21日（毎月第3㈬）
隔週㈭　Ｈ29．4．2生～Ｈ30．2．28生対象
1日、15日、29日。 ※1日、15日はプールです。
隔週㈭　Ｈ28．4．2生～Ｈ29．4．1生対象
8日、22日はプールです。
2日㈮ 「絵の具で遊ぼう」その後、プールです。
6日㈫ 「プールで遊ぼう」
27日㈫　双子ちゃん、三つ子ちゃん　きてね♪

（※毎月第4㈫）
19日（毎月第3㈪）
26日㈪

四天王寺悲田院地域子育て支援センターぼのぼ
（学園前 6-1-1　☎ 072-957-7517）

毎週㈫㈮10:00～11:30（13日㈫、16日㈮は除く）
園庭開放時間など

8月は、サロン・親子教室・すこやか広場はありません。
園庭開放は、園庭あそびと水遊びになります。

はびきのファミリーサポートセンター＜協力会員募集中！＞
　ファミリー・サポート・センターでは、サポートしてくださる協力会員を
募集しています。『朝や夜だけなら』『子育ての経験をいかしたい』という
方、あなたの時間をほんの少しだけ子育てのお手伝いに貸していただけ
ませんか？ 詳しくは、下記までお気軽にお問合せください。
古市4-2-9（子育て支援センターふるいち内） ☎・FAX 072-956-4943

病後児保育病後児保育 当日利用可能

病後など集団生活が困難な期間、看護師や保育士が一時的に保育します。
㈪～㈮　9：00～17：00（電話可）■ 予約受付時間

通常保育 8：00～18：00（7：30～8：00、18：00～19：00の延長可能）
当日保育 9：00～17：30（延長不可）
土曜日保育 8：00～17：00（当日利用および延長不可）※保育園通園児童のみ対象

■ 利用時間 

1人1日1,000円（0歳～学童）
 ※延長30分300円
・非課税世帯は半額（証明書必要）

生活保護世帯は無料（証明書必要）
二人目以降の子ども半額

■ 利用負担金 送迎応相談。
詳しくはお問い合わせください。

NPO法人サポートネットワーク
ぬくもり

 ☎  072-937-0016
FAX 072-937-5716

休園日のお知らせ 8月11日㈰～8月18日㈰　まで
休園させていただきます。

━
━
━
━

こもも教室　ベビーマッサージ・赤ちゃんの育ち　定員各10組　参加無料　2回セットの教室です　※応募多数の場合は抽選
対 象
場 所
日 時
講 師

申 込

平成31年4月生まれ ～令和元年6月生まれの子どもとその保護者　※対象月齢以外の子どもは要相談　※羽曳野市民に限る
子育て支援センターふるいち

9月2日㈪、10日㈫　10：00～11：30
2日：保健師　10日：松永　幸枝 氏

8月19日㈪～23日㈮
子育て支援センターふるいちへ電話か直接申し込み、または子
育てネットから申し込み

青少年児童センター2階(向野3-1-33)
9月17日、24日㈫　10：00～11：30
17日：松永　幸枝 氏　24日：保健師

9月2日㈪～6日㈮
子育て支援センターむかいのへ電話か直接申し込み、または子
育てネットから申し込み

場 所
日 時
講 師

申 込
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●こどもステーション8月の予定 事前予約

ＮＰＯ法人南河内こどもステーション（市役所南側）
☎・ＦＡＸ 072-957-1114（FAXでの申込可）詳細はお問い合わせください。 

※会場の記載のないものは、「こどもステーション」で実施

3・10・24・31日㈯ 11:00～12:00
　「さんすう科学くらぶ」 「思考力」を身につけます。　24日は科学であそぼう
　会費：月3,000円(教材費別途)　対象：幼児から　※体験有500円

7月31㈬～8月4日㈰ 13:00～14:00
　「水泳教室」 会場：西浦東小学校プール（予定）
　めざせカナヅチ克服！　※詳しくはお問い合わせください。

24日㈯ 14:00～15:00　「英語くらぶ」　
　歌や絵本、ゲームで英語を身近に！ 会費:2,000円 ※体験有500円

3・10・24・31日㈯  10:00～10:50　「国語くらぶ」　会費:3,000円（要教材費）
　「聞く力をつける」集中トレーニングで国語力を身につけよう！ ※体験有500円

9・23日㈮ 17:30～20:00、10・24・31日㈯ 11:00～14:00
「みんなの広場」　学習支援とこども食堂。幼児～年配の方まで異年令・異
世代の交流をしています。参加費少しいただきます。（保険・食事代）

㈪～㈮ 10:00～16:00　「一時保育」　※要登録、予約は前日まで
1時間あたり：乳幼児500円～、学童300円～
会員登録の方は㈯ ㈰ ㈷時間外保育、送迎も可

毎週㈬㈭㈮ 12：00～13:30　「kiMaMaカフェ」　※事前予約で別日も可。
ふれあいレストラン(デザート・飲み物付き)親子連れの方も大歓迎

「おやおやくらぶ・ほっとタイム」 8月はお休みです。次回は9月6日㈮です。

26日㈪ 16:00～17:00 「こどもの手編みくらぶ」
　会費：月1回700円（教材費別途） 対象：小学生以上 ※体験有500円

16日㈮～18日㈰ 「チャレンジキャンプ」 行先：山添村 東豊館
　みんなで2泊3日の大自然の中での生活を楽しもう。　詳しくはお問い合わせ下さい。

施設名 未就園児教室名 電話（市外局番072） あそびにおいでよ！ようちえん（育児相談は随時受け付けています）
「水あそびをしよう！（着替え・サンダル・タオル・水筒を持ってきてね）」古 市 幼 稚 園 う さ ぎ 組 958-3359   8月19日㈪ 9：30～10：30
「水遊びを楽しもう　着替え・水筒」古 市 南 幼 稚 園 たん ぽ ぽ 広 場 958-7616   8月  6日㈫ 9：30～10：30

丹 比 幼 稚 園 チューリップ教室 954-0230 「水遊びをしよう！」  8月  6日㈫ 9：30～10：30
埴 生 南 幼 稚 園 ひよこ組 教 室 957-0212   8月  8日㈭ 9：30～10：30「水遊びをしよう！（着替え・サンダル・タオル・水筒を持ってきてね）」

白 鳥 幼 稚 園 なかよしランド ひよこ組 958-2601 「水遊びとお話会にきてね（着替え・サンダル・タオル・水筒を持ってきてね）」  8月22日㈭ 10：00～11：00

「水遊びをしよう！！(着替え・タオル・サンダル・水筒もってきてね）」西 浦 幼 稚 園 あ ひ る 教 室 958-3538   8月  1日㈭ 9：00～10：00

埴 生 幼 稚 園 ぴよぴよくらぶ 955-1062 「水遊びをしよう」  8月  2日㈮ 9：30～10：30

こども未来館たかわし（認定こども園） う さ ぎ 組 955-0730 「水遊びをしよう！（園庭でシャワー遊び）着替え・タオル・水筒を持って来てね」  8月27日㈫ 9：30～10：30

  8月22日㈭恵 我 之 荘 幼 稚 園 う さ ぎ 教 室 938-0017 「水遊びをしよう（着替え・サンダル・タオル・水筒を持ってきてね）」9：30～10：30
高 鷲 南 幼 稚 園 げんきっきくらぶ 955-1624 「水遊びをしよう（水筒・着替え・タオル・サンダル持って来てね）」  8月  2日㈮ 9：30～10：30

施設名 電話（市外局番072） 園庭開放※健康相談は要予約 楽しい親子教室育児相談

さかとがはらこども園
（認定こども園） 956-6246 10：00～11：30第2、第4㈯

※雨天中止
㈪～㈮15:30～17:00

（要予約）

明の守ようきこども園
（認定こども園） 第4㈭ ※雨天中止 10：00～11：30954-9630

㈪～㈮13:00～15:00
（要予約）

高 鷲 保 育 園 953-3883 20日㈫  水あそび10：00～11：30㈪㈫㈭ 開園中常時

誉 田 保 育 園 958-2525 第2㈯、第4㈯ 園庭開放と同時に室内（ホール）開放も行います。

郡 戸 保 育 園 938-5280

はびきの保育園 2日㈮ 10：00～ 子育てサロン
「水遊び（雨天：ボーリング）／保健師さんの話」958-3328

島 泉 保 育 園 953-4624
軽 里 保 育 園 958-3338

下 開 保 育 園 958-3318

10：00～11：30㈫㈮
（13日㈫16日㈮除く）四天王寺悲田院保育園 957-7517

ベビーハウス社協保育園 930-0240

高 屋 保 育 学 園
（認定こども園） 957-1234

㈪～㈮
10：00～11：00
（健康相談含む）

開園中常時

㈪～㈮開園中常時
（要予約）

向 野 保 育 園 953-2071

あおぞら保育園 950-1105 10：00～11：0022日㈭

保
育
施
設
の
子
育
て
支
援

●着替え・タオル・水筒・うわぐつをお持ちください。　●雨天時はどの園も室内で行います。

教
育
施
設
の
子
育
て
支
援

○お子さんの安全については保護者の方が責任を持ってください。　○車での来園は、ご遠慮ください。

「水遊びをしよう！（着替え・タオル・サンダルをもってきてね）」  8月  6日㈫ 9：30～10：30羽 曳 が 丘 幼 稚 園 かん が るー 組 958-7201
西 浦 東 幼 稚 園 にこにこくらぶ 957-7200 「水遊びをしよう」  8月  7日㈬ 9：30～10：30

駒 ヶ 谷 幼 稚 園 わ くわ く体 験 958-8776 「水遊びをしよう！（着替え・タオル・ビーチサンダル）」  8月  6日㈫ 9：30～10：30

つどいの広場　8月

NPO法人サポートネットワークぬくもり あいあい保育園
羽曳野市向野2-8-2（埴生診療所敷地内）　☎ 072-937-0016　FAX 072-937-5716

● あいあいルーム ＜開放時間＞㈫㈬㈮10：00～16：00

NPO法人つどいの広場カンナ　羽曳野市高鷲 5-422-22　☎・ＦＡＸ 072-939-1625

● つどいの広場　カンナ ＜開放時間＞㈪㈬㈮（㈷を除く）※㈮のみ午前中開放
10：00～12：00、14:00～16:00

  7日㈬ 13：30～15：00〈夏休み工作②〉木の貯金箱を作ろう！ 木の貯金箱を作る。
小学生（1、2年生は保護者同伴）先着15人、無料　申込：1日㈭～5日㈪ 土日受付なし　電話受付9：00～17：00
22日㈭ 10：00～12：00〈夏休み工作③〉木のおもちゃを作ろう！ 木のおもちゃを作る。
小学生（1、2年生は保護者同伴）先着15人、無料　申込：7日㈬～9日㈮　電話受付9：00～17：00
27日㈫ 10：30～11：30 えほん・あらかると※ 絵本の読み聞かせ、リズム遊び、水遊び。

  6日㈫ 10：30～11：30 えほん・あらかると※ 絵本の読み聞かせ、誕生日会、水遊び。

子育てサポートくるみ 羽曳野市壺井508-1　☎ 072-957-3282　ＦＡＸ 072-958-4089　http://kosodate-kurumi.com 

● くるみ ～手をつなぐ子育て～ ＜開放時間＞㈫㈬㈭ 10：00～16:00
開催日の1ヶ月前より電話で予約の受付

リズム遊び　9月10日㈫ 10：00～11：00　リズム遊び。　申込不要
対象：2歳の誕生日を過ぎた子ども（動きやすい服装で着替えを持ってお越しください）

赤ちゃんの子育て＆離乳食体験　9月11日㈬ 9：30～11：15　要予約　費用400円
対象：1歳半ぐらいまでの赤ちゃんとその保護者
赤ちゃんの抱き方、ふれ合い遊びを一緒に楽しみましょう。赤ちゃんの発
達のポイントもお伝えします。

給食体験　9月10日㈫ 11：30～12：00　要予約 大人600円・子ども400円 先着3組
対象：2歳の誕生日を過ぎた子どもとその保護者
親子でくるみの食事を食べていただきます。和食中心、野菜たっぷりの食事です。

体験保育　9月7日㈯  9：30～14：00　要予約 大人900円・子ども600円 
くるみの生活（遊び、リズム、食事）を体験後、午後より懇談（12:30～14:00）

12：00～14：00は園児は昼寝になります。くるみには大きな土山が2つありどろんこ遊びや水遊
びが存分に出来る環境があります。8月はプールも毎日ありますよ。お部屋には積み木や絵本もた
くさん用意しています。親子でお気軽にお越しください。

㈮ 10：30～11：30
2日 水遊び 9日 水遊び 23日 水遊び 30日 スーパーボールすくい遊び

※ えほん・あらかると（6日・27日）　持物：タオル、着替え、お茶

㈪～㈮　10：00～16：00 子育て何でも相談（電話可）
第2㈫　10：00～12：00 就労相談～子育て中の再就職～

その他の
お知らせ

1日㈭ 時間要相談 「ひとりで悩まないで相談室」 参加費：1人1時間まで3,000円（会員半額）

10・31日㈯ 13:30～15:00　「図工くらぶ」
　会費：月2回3,000円（教材費別途） 対象：幼児～どなたでも ※体験有500円
6・20・27日㈫ 16:00～17:00　「書道教室」　対象：幼児～どなたでも　
　簡単な絵を描くことから書道を楽しもう　会費：月1回1,000円（教材費別途） 

お盆休み　8月11日㈯～15日㈭まで

8月は事業日はありませんが園庭開放にお越しください。

子育て支援センター子育て支援センター子育て支援センター
メール配信登録
※お知らせや各種申

し込みの抽選結果
をメールで受け取
れます。

はびきの子育てネット
※『てとてと』は、サイ

ト内「配布物」にア
ップしています。

妊娠・出産・育児期の困りごと（育児不安、育児ストレス、家事でお困りな
ど）を抱える家庭に、支援者が訪問するサービス※無料

～訪問までの流れ～
希望者から支援を受けたい旨の申し出→こども課で本支援の必要性を
判断→具体的なサービス（内容、期間など）を決定→訪問支援を開始

養育支援訪問事業 こども課 ☎072-958-1111 （内線1221・1253）

支援センターむかいの
（向野523　☎ 090-8880-0058・FAX 072-953-6361）

※同センター「ふるいち」「むかいの」
のスケジュールなどは、センター
ニュース『てとてと』か、はびきの
子育てネット（子育て支援センタ
ーのページ）をご覧ください。

━
━
━

み ん な の 広 場

あ そ び の 広 場
おはなしの広場
よっといで３才児

就学前の子どもとその保護者対象
㈪ ㈬ ㈭ 10:00～11:30　㈭のみ15:00～16:15も開放

※お休み⇨  21日㈬ 28日㈬　※身体測定（毎月第1㈬）⇨  7日㈬
※お誕生会⇨  29日㈭

お休みです
8日㈭  11：00～11：30（毎月第2㈭） 
21日㈬  10:00～11:30　「水遊びを楽しもう」
3歳以上の子どもとその保護者対象

（平成27年4月2日～平成28年8月31日生まれ）
【場所】向野保育園（現地集合・解散）　雨天：米粉粘土遊び
【持物】水着・着替え・タオル・水筒・帽子

※ひつじさんも一緒に楽しもう

■実施場所：青少年児童センター（向野3-1-33）

━

━

━

━

28日㈬　10:00～11：30　「親子ふれあい遊び」
（平成30年4月2日～平成31年4月1日生まれ）

【場所】青少年児童センター2階　【持物】タオル・水筒・着替え
お休みです

21日㈬　10:00～11：30　「水遊びを楽しもう」
（平成28年4月2日～平成29年4月1日生まれ）

【場所】向野保育園（現地集合・解散）　雨天：米粉粘土遊び
【持物】水着・着替え・タオル・水筒・帽子

※よっといで３才児と一緒に楽しもう

ももんちゃん
（0歳児）

ぺんぎんさん
（1歳児）
ひつじさん
（2歳児）

★おひさま広場　対象の年齢の子どもとその保護者／親子で遊ぼうね！

こども家庭サポーター子育て相談　※電話、来所のどちらでも可 
■ 日時　8月1・8・22・29日　㈭ 14:30～16:30
■ 場所　市役所別館2階プレイルーム

羽曳野市こども家庭サポーターの会　☎ 072-957-6000

■ 受付時間　㈪～㈮ 9:00～17:30（㈷、12月29日～1月3日を除く）
こども課 家庭児童相談担当　☎ 072-947-3837

児童虐待の疑いなど「おかしい」と思ったら

白鳥児童館白鳥児童館
お部屋でおもちゃ遊び、広場で砂場遊びなど。午前中はちいさな
お友達もゆっくり遊べますよ。自由にお越しください。

利用時間：月～土 9：00～17：00
翠鳥園2-9-101　☎ 072-957-4900

<各広場・保育室の開放時間>　※曜日、対象年齢は表を参照
・広　場　 ㈪～㈮10:00～11:30 ※㈷を除く
・保育室 　㈬～㈮14:00～16:00 ※㈷を除く

支援センターふるいち（古市複合館）
（古市4-2-9　☎ 072-958-3308・FAX 072-958-3350）

━

━

━

━
━
━

━
━

み ん な の 広 場

よ ち よ ち 広 場

て く て く 広 場

の び の び 広 場

あ そ び の 広 場
3 歳 児 教 室
双 子 の 広 場

誕 生 会
おはなしの広場

㈪㈫㈮　就学前の子どもとその保護者対象
※6日、27日㈫はお休み。　※2日、5日はプールです。
※19日身体測定（毎月第3㈪）
㈬　0歳～1歳半未満の子どもとその保護者対象
※7日、14日はプールです。  ※身体測定21日（毎月第3㈬）
隔週㈭　Ｈ29．4．2生～Ｈ30．2．28生対象
1日、15日、29日。 ※1日、15日はプールです。
隔週㈭　Ｈ28．4．2生～Ｈ29．4．1生対象
8日、22日はプールです。
2日㈮ 「絵の具で遊ぼう」その後、プールです。
6日㈫ 「プールで遊ぼう」
27日㈫　双子ちゃん、三つ子ちゃん　きてね♪

（※毎月第4㈫）
19日（毎月第3㈪）
26日㈪

四天王寺悲田院地域子育て支援センターぼのぼ
（学園前 6-1-1　☎ 072-957-7517）

毎週㈫㈮10:00～11:30（13日㈫、16日㈮は除く）
園庭開放時間など

8月は、サロン・親子教室・すこやか広場はありません。
園庭開放は、園庭あそびと水遊びになります。

はびきのファミリーサポートセンター＜協力会員募集中！＞
　ファミリー・サポート・センターでは、サポートしてくださる協力会員を
募集しています。『朝や夜だけなら』『子育ての経験をいかしたい』という
方、あなたの時間をほんの少しだけ子育てのお手伝いに貸していただけ
ませんか？ 詳しくは、下記までお気軽にお問合せください。
古市4-2-9（子育て支援センターふるいち内） ☎・FAX 072-956-4943

病後児保育病後児保育 当日利用可能

病後など集団生活が困難な期間、看護師や保育士が一時的に保育します。
㈪～㈮　9：00～17：00（電話可）■ 予約受付時間

通常保育 8：00～18：00（7：30～8：00、18：00～19：00の延長可能）
当日保育 9：00～17：30（延長不可）
土曜日保育 8：00～17：00（当日利用および延長不可）※保育園通園児童のみ対象

■ 利用時間 

1人1日1,000円（0歳～学童）
 ※延長30分300円
・非課税世帯は半額（証明書必要）

生活保護世帯は無料（証明書必要）
二人目以降の子ども半額

■ 利用負担金 送迎応相談。
詳しくはお問い合わせください。

NPO法人サポートネットワーク
ぬくもり

 ☎  072-937-0016
FAX 072-937-5716

休園日のお知らせ 8月11日㈰～8月18日㈰　まで
休園させていただきます。

━
━
━
━

こもも教室　ベビーマッサージ・赤ちゃんの育ち　定員各10組　参加無料　2回セットの教室です　※応募多数の場合は抽選
対 象
場 所
日 時
講 師

申 込

平成31年4月生まれ ～令和元年6月生まれの子どもとその保護者　※対象月齢以外の子どもは要相談　※羽曳野市民に限る
子育て支援センターふるいち

9月2日㈪、10日㈫　10：00～11：30
2日：保健師　10日：松永　幸枝 氏

8月19日㈪～23日㈮
子育て支援センターふるいちへ電話か直接申し込み、または子
育てネットから申し込み

青少年児童センター2階(向野3-1-33)
9月17日、24日㈫　10：00～11：30
17日：松永　幸枝 氏　24日：保健師

9月2日㈪～6日㈮
子育て支援センターむかいのへ電話か直接申し込み、または子
育てネットから申し込み

場 所
日 時
講 師

申 込
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◆乳幼児健康診査◆（会場：保健センター）
　対象児に個別通知します。健診日の２週間前までに個別通知が
届いていない方は、健康増進課（保健センター）まで、ご連絡ください。
種　類 日　程 対　象　児

４カ月児 
健康診査

8 月 9 日㈮ 平成 31年 4 月1日～15 日生まれ

8 月 30 日㈮ 平成 31年 4 月16 日～30 日生まれ

9 月 13 日㈮、27 日㈮ 令和元年 5 月生まれ

１歳６カ月児 
健康診査

8 月 27 日㈫、28 日㈬ 平成 30 年 1 月生まれ

9 月 24 日㈫、25 日㈬ 平成 30 年 2 月生まれ

２歳６カ月児 
歯科健康診査

8 月 20 日㈫、21 日㈬ 平成 29 年 2 月生まれ

9 月 10 日㈫、11 日㈬ 平成 29 年 3 月生まれ

３歳６カ月児 
健康診査

8 月 6 日㈫、7 日㈬ 平成 28 年 2 月生まれ

9 月 3 日㈫、4 日㈬ 平成 28 年 3 月生まれ

◆マタニティスクール◆　定員 20 人（先着順）
[ 日時 ]　＜あさがおコース＞ 　　（会場：保健センター、予約制）

1 回目 8 月 22 日㈭
10:30 ～ 15:00

マタニティクッキング
（ランチ付き）歯科健診

2 回目 9 月 2 日㈪
13:00 ～ 15:30

助産師に聞く
お産のための心と身体の準備

3 回目 9 月 7 日㈯
　９:30 ～ 12:00

沐浴体験
パパの妊婦体験

4 回目 9 月 19 日㈭
13:00 ～ 15:30

赤ちゃんの育て方
先輩ママとの交流

※ 11・12 月出産予定の初産婦の方を優先。
※全４回の参加が難しい場合、3 回目のみの参加も若干名可能。

◆「ママとベビーの交流会」◆　※予約制
・定員 15 組（先着順）上のお子さんの保育なし
[ 対　象 ] 生後 3 カ月までのベビーとママ
[ 日　時 ] 9 月 19 日㈭ 14:00 ～ 16:00
[ 場　所 ] 保健センター 4 階　
　身体計測・助産師と保健師による育児相談・
絵本や遊びの紹介・妊婦さんとの交流会。

◆離乳食講習会◆　※予約制
・定員 15 組（先着順）対象となる乳児のみ保育あり
[ 日 時 ] 8 月 19 日㈪ ・9 月 18 日㈬のいずれか 1 日
　　　　13:15 ～ 15:30（受付：13:00 ～）
[ 対 象 ] 4 カ月児健診受診後から 10 カ月までの乳児の保護者
[ 場 所 ] 保健センター  3 階

◆ことばの相談◆　※予約制
「話し出す時に出だしがつまる」「正しく発音できない」「こ
とばを繰り返し言う」「コミュニケーションがとりにくい」
など、こどもの発音・吃音・言葉の遅れなど気になる方は一
度ご相談ください。

市立休日急病診療所健
ふ みり-ぁ

☎072-956-1000
（保健センター2階）

■内科・小児科・歯科
　診 療 日／日曜、祝日、年末年始（12月30日～1月3日）
　診療時間／10:00～12:00、13:00～16:00
■小児科の土曜・休日夜間診療（南河内北部広域小児急病診療事業）
　診 療 日／土曜、日曜、祝日、年末年始（12月30日～1月3日）
　診療時間／18:00～22:00（受付は17：30～21:30）

■こども医療でんわ相談
　☎＃8000（携帯電話・NTTプッシュ回線）
　☎06-6765-3650
　　　　　　　　（IP電話・ダイヤル回線など）

■救急安心センターおおさか
　☎＃7119（固定電話【プッシュ回線】・
　　　　　　　　　　　　　携帯電話・PHS）
　☎06-6582-7119
　　　　　（固定電話【ダイヤル回線】・IP電話）

康

◆予防接種◆
（母子健康手帳と予診票、
  子ども医療証など住所の確認ができるものを提示）
＜集団接種＞（ＢＣＧ）

※ BCG 接種は４カ月児健康診査と同日
４カ月児健康診査をすでに受け、BCG を
接種していないお子さんは、健康増進課

（保健センター）にお問い合わせください。
＜個別接種＞（各医療機関に直接電話で予約）

詳細は「平成 31（2019）年度健康だより」、ウェブサイト参照。

風しん抗体検査及び風しんの第 5 期の定期予防接種 …… 無料
昭和 47 年４月２日～昭和 54 年４月１日生まれの男性

を対象に５月下旬に無料クーポン券を送付しました。手元
に届いた方はこの機会にぜひ抗体の有無を確認し、十分な
抗体価がない方は予防接種を受けましょう。

また、昭和 37 年４月２日～昭和 47 年４月１日生まれ
の男性については来年度クーポン券を送付予定ですが、早
期受診を希望の方は健康増進課へご連絡ください。

8月は大阪府の食育推進強化月間です！
夏休みは食育について考えてみましょう。

……………………………………………………

★早寝・早起き・朝ごはん！
休みの日も早寝早起き！朝ごはんは毎日食べましょう。
朝ごはんは 1 日の活力です。

★野菜は 1 日５皿食べよう！
周囲の大人が野菜をおいしそうに食べてみせてあげましょう。
子どもと一緒に食べて、この野菜おいしいね！と話すことも
食育です。

★家族や仲間と一緒に食べよう！
みんなで食べる食事は心も身体も元気にしてくれます。

「いただきます」と「ごちそうさま」のあいさつも忘れずに。

合言葉は…

毎日朝食、しっかり野菜、
一緒に食べるとおいしいね！

朝食に 1 皿・昼食に２皿・夕食２皿が目標。
青菜のおひたし 筑前煮 野菜サラダ

きんぴらごぼうきゅうりの酢の物
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●検診（健診）は年度内に各 1 回。定員になり次第締切。FAX・メールでの申し込みは不可。　保健センター ☎ 072-956-1000

◆定期健康相談・栄養相談　※要予約
8 月 9 日㈮ ・9 月 10 日㈫　 午前中 

胃がん・肺がん・大腸がん ( 集団検診 )
( 受診時満 40 歳以上の市民 ) 午前中

保健センター 9 月 9 日㈪

コロセアム 9 月 11 日㈬

石川プラザ 9 月 18 日㈬

MOMO プラザ 9 月 26 日㈭

乳がん ( 集団検診 )
受診券 ( オレンジ色もしくは黄色の受診券ハガキ ) が必要

乳 が ん：1978 年以前の西暦偶数年生まれの女性

保健センター
9 月 12 日㈭
　※9月は乳がん検診のみ実施となります。
　　子宮がん検診はありません

＜がん集団検診＞※予約制
令和元年度分 9 月分を受付中。
・詳細は平成 31（2019）年度健康だよりか市ウェブサイトを参照

胃・肺・大腸・子宮がん検診は無料、乳がん検診は1,000 円
( 生活保護受給者は無料 ※受給証明書が検診当日必要 )

費
用

このページについて
詳しくは
ウェブサイトを
ご覧ください。

＜

無
料＞

ＨＩＶ・梅毒即日検査 
（梅毒検査のみは不可）

毎週㈬
[ 匿名可・予約不要 ] 9:30 ～ 10:30

＊夜間、土日検査は、chot CAST（チョットキャスト）で実施しています。
　詳しくは保健所へお問い合わせください。

肝炎ウイルス検査　　 予
約
制

第 2、4 ㈬ 13:30 ～
14:30

こころの健康相談（精神科医、精
神保健福祉相談員が相談に応じます）

こころの病気、
アルコール依存症など

医療機関に関する相談 毎週㈪～㈮   9:15 ～ 12:15
13:00 ～ 16:00

 ※風しん抗体検査については、保健所までお問い合わせください。

＜

有
料＞

水質検査（飲用水・井戸水
・遊泳場水・浴槽水）予

約
制

依頼の際は、
お問い合わせください。室内空気検査（ホルムアルデヒド

・VOC）

腸内細菌検査
（赤痢菌、チフス菌、パラチフス A 菌、
  サルモネラ属菌、腸管出血性大腸菌 O157）

毎週㈪～㈬  9:30 ～
12:00

ぎょう虫卵検査
予
約
制

毎週㈪～㈭  9:30 ～
12:00

藤井寺保健所 藤井寺市藤井寺 1-8-36  ☎ 072-955-4181
http://www.pref.osaka.lg.jp/fujiiderahoken/ ■生活衛生室　☎ 072-952-6165　　　※いずれも土、日、祝日は除く

＜成人歯科健診・骨粗しょう症検診＞
　成人歯科健診（無料）

対象：昭和 58・53・48・43・38・33・28・23 年生まれの  
市民
個別健診か集団健診のどちらかを選択。

（受診券必要：受診券は 4 月上旬発送のた
め、届いていない方は保健センターまで）
個別健診は羽曳野市内の指定歯科医院にて
令和 2 年 3 月 31 日まで受診可。
集団健診は骨粗しょう症検診とセットで受
診可。

　骨粗しょう症検診（無料） 
対象：受診時満 35 歳以上の市民
集団検診のみ。足のかかとにて超音波検査を行い骨密度を測定。

　■集団健診（検診）(※予約制 無料） 
＜歯科健診と骨粗しょう症検診＞

保健センター：9 月 20 日㈮・11 月 8 日㈮

※ 骨粗しょう症検診のみも可。

【学ぶで～健康シリーズ（随時受付中！）】
教室を受講してあなたの健康度をアップしましょう☆

　[ 対象 ] 羽曳野市民　[ 場所 ] 保健センター

★学ぶで～糖尿病予防
[ 日時 ] 10 月 3 日㈭　13:45 ～ 15:30 （13:30 ～受付）
[ 講師 ] 貴志 敏夫 医師（羽曳野市医師会　貴志クリニック）
★学ぶで～高血圧予防
[ 日時 ] 10 月 24 日㈭　13:45 ～ 15:30 （13:30 ～受付）
[ 講師 ] 喜納 直人 医師（羽曳野市医師会　きのうクリニック）

その他の教室メニュー　定員：20 人（先着順）

栄養メニュー
10:00 ～ 12:00 学ぶで～災害時の食事 9 月 4 日㈬

歯科メニュー
13:00 ～ 15:00

学ぶで～災害時の口腔ケア
※ 歯科健診つき 9 月 6 日㈮

運動メニュー
13:30 ～ 15:30

学ぶで～ウォーキング
場所：峰塚公園 10 月 29 日㈫

11 月～ 3 月分はウェブサイトまたはちらしをご覧ください。

小児科の土曜・休日夜間診療
（南河内北部広域小児急病診療事業） 

令和元年6月より、診療日の15時の時点で羽曳野市に「暴風警報」「大雨警報」
「洪水警報」「特別警報」のいずれかが発表されている場合は休診となります。
また、15時以降に発表された場合は、その時点で休診となります。

お知らせ

毎月 19 日は食育の日
家族で食事を
楽しみ
ましょう。

休日急病診療所（内科・小児科・歯科）
令和元年7月より、診療日の8時の時点で羽曳野市に「暴風警報」「大雨警報」

「洪水警報」「特別警報」のいずれかが発表されている場合は休診となります。
また、8時以降に発表された場合は、その時点で休診となります。

隠れ肥満になっていませんか？
糖尿病予防教室　血糖をコントロールしよう！　定員 20 人

対象

年齢：40 歳～ 70 歳　BMI：25 未満
腹囲：男性 85cm 未満、女性 90cm 未満　
HbA1c(NGSP 値 )：5.6 ～ 6.4％

以上すべての項目にあてはまる、糖尿病・高血圧の薬
を飲んでいない羽曳野市民

日程
医師講義 + 体験実習 10 月 3 日（木）13:45 ～ 16:00
栄養教室 10 月 16 日（水）10:00 ～ 13:00

高血圧予防教室　適塩生活をはじめよう !　定員 20 人

対象

年齢：40 歳～ 70 歳　BMI：25 未満
腹囲：男性 85cm 未満、女性 90cm 未満　
血圧：130 ～ 159/85 ～ 99mmHg

以上すべての項目にあてはまる、高血圧・糖尿病の薬
を飲んでいない羽曳野市民

日程
医師講義 + 体験実習 10 月 24 日（木）13:45 ～ 16:00
栄養教室 11 月 6 日（水）10:00 ～ 13:00

※原則 2 日間コースになります。1 日目の
医師講義は学ぶで～健康シリーズと同
時開催です。医師講義のみの参加可。

※特定健診や人間ドック等の結果をご確認
ください。

※羽曳野市国保の方で対象になる方には
案内を発送予定。詳しくは市ウェブサイ
ト健康教室のページをご覧ください。 健康教室のおしらせ
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街かどから・・・

羽曳野市軟式野球理事長杯大会結果
　グレープヒルスポーツ公園などで、軟式野球Ｂ・Ｃ級
混合 28 チームによる理事長杯大会が行われました。5
月 19 日から 6 月 23 日まで毎週日曜日、白熱した熱戦
が繰り広げられ、次のチームが栄えある栄冠を手にしま
した。

【優勝】　ＴＨＥ　通天閣【準優勝】丹比荘病院野球部

市こ連第23回キックベースボール大会
　羽曳野市こども会育成連絡協議会主催スポーツ大会 (
キックの部 ) が、6 月 23 日㈰に埴生南小学校運動場で
開催されました。４チームが出場し、激闘の末、羽曳が
丘ハビッキーズが見事優勝。準優勝にはグリーンハイツ
子ども会が入賞しました。

農地パトロールの実施
　羽曳野市農業委員会では、農地法第 30 条に基づき、
市内全域を対象に 6 月から 7 月にかけて、違反転用の
防止や遊休農地の発生防止と解消のため、農地パトロー
ルを実施しました。今後も、市内全域を対象とした農地
パトロールを行ってまいりますので、農地の所有者・耕
作者の皆様には、適切な農地管理をお願いします。

３市町（羽曳野市・藤井寺市・太子町）
ふれあい交流グラウンド・ゴルフ大会結果
　6 月 15 日㈯、健康ふれあいの郷グラウンド・ゴルフ
場で同大会を実施しました。「3 市町の部」では羽曳野
市が５連覇！日頃の練習の成果が実りました。

（以下、結果。敬称略）
羽曳野市 藤井寺市 太子町 ３市町

優勝 吉尾　朋子 髙木　昇 武田　兼次 羽曳野市
準優勝 宮崎　隆 中居　利男 東　輝雄 藤井寺市
3 位 宗岡　和俊 藤本　勇 勝良　憲治 太子町

　羽曳野のおいしい水ができるまで
　　　　　　～石川浄水場見学会～
　市内の小学校 4 年生の児童（12 校・781 人）が、
石川浄水場を見学しました。児童らは、水道水ができ
るまでの過程をビデオやスライドで学び、実際に試薬
を入れると水の色が変化する水質実験を体験し、初め
ての経験に興味津々の様子でした。その後の施設見学
では、石川からの取水のしくみやろ過池、最新の紫外
線照射装置、送水ポンプなどを見学し、浄水場ででき
たばかりの水を飲むと「おいしいね！」と笑顔いっぱ
いでした。最後は石川浄水場で作った『羽曳野のおい
しい水』を家族へのお土産に持って帰ってくれました。
水道局では、水道についての理解を深めていただくた
めに浄水場見学の
受入れを行ってい
ます。ご希望の方
は、地域の団体や
グループ等でご連
絡ください。

【問合せ】水道局　
☎ 072-958‐1111( 内線 5013）

アーバンスポーツ  BMX  世界大会３位
　河原城中学校１年生の
池田光太さんが、４月に
広島で開催された「FISE 
WORLD SERIES
Hiroshima 2019」の
BMX フラットランド

（ジュニア）種目に出場
し、第 3 位に輝きました。
BMX は bicycle 
motocross（バイシクル
モトクロス）の略で、そ
の中のフラットランド種
目は、平らな地面でバラ
ンスをとりつつ様々な技を披露し、その難易度や独創性
を競う競技です。
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TOPICS・・・

「こんにちはあかちゃん」に掲載をご希望の方は、①住所 ②赤ちゃんの氏名（ふりがな）③生年月日 ④コメント ⑤撮影者のお名前と続柄 ⑥電話番号
を明記し、⑦画像を添付の上、kouhou@city.habikino.lg.jp までメールをお送りください。メール以外の申込については、お問い合わせください。
＜問合せ＞ 秘書課 広報担当 ☎ 072-958-1111（内線 3333・3340）　

こ
ん
に
ち
は

あ
か
ち
ゃ
ん

< 高鷲 >
母親の奈緒子さん

撮影平成28年12月 20日 生まれ

< 島泉 >
母親のあい子さん

撮影

岡
おか

田
だ

 紗
せ

奈
な

ちゃん

3 姉妹の末っ子　 みんなに愛されて、優しい
女の子に育ってね

< 南恵我之荘 >
祖母のかおるさん

撮影
池
いけ

田
だ

 翔
と

星
あ

ちゃん

平成30 年7月 6日 生まれ

末っ子長男、大きくたくましく育ってね 可愛い孫たち　 元気に成長してね　

岩
いわ

谷
たに

 光
みつ

軌
き

ちゃん
平成30 年4月 9日 生まれ

水辺の観察会
　７月６日㈯、石川河川敷で緑の少年団と雨ふる大地
の水辺保全ネットワークのみなさんで水辺の観察会を
開催しました。シマドジョウやヨシノボリを採集でき、
みんなで観察しました。

大阪菊花会菊花講習会が終了しました
　3 月から 6 月まで開
催しました大阪菊花会
菊花講習会（大菊・だ
るま・盆栽・福助）が
終了し、計 4 回の講習
会には多くの方にご参
加いただきました。10 月 21 日㈪より陵南の森総合セ
ンターにて「第 25 回大阪菊花会菊花大会」を開催し
ます。皆さんのご来場をお待ちしています。

全国制覇へ！
　6 月 15 日 ㈯ 16 日 ㈰、
第 68 回 全国高等学校柔
道大会　大阪府予選会がＲ
ＡＣＴＡＢドームにて行わ
れ、東海大学付属大阪仰星
高等学校 2 年生の朝田 隼
さんが個人・団体戦で優勝
しました。「まだ見ぬ景色
を見る為に、今後も精一杯
練習に励みたい」と語って
くれました。

　羽曳野市婦人団体協議会設立 60 周年
　７月 11 日㈭、羽曳野市役所で設立 60 周年を迎え
た羽曳野市婦人団体協議会の記念式典が行われました。
同協議会は「健康で、明るく、住み良い地域社会の実
現」を合言葉に、青少年の健全育成をはじめ、健康づ
くりや環境問題への取り組みなど、地域の発展に多大
なご貢献いただいてます。また、式典後の特別記念講
演では大阪教育大学の新崎教授から「地域が求める令
和にふさわしい人」をテーマに、地域社会が抱える問
題について、どのように向き合うべきかなどをお話いただ
きました。

（左）優
ゆ

杏
あ

ちゃん（右）莉
り

歩
あ

ちゃん
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　大阪府内を走行する『東京 2020 オリンピック 聖火リレー』聖火ランナーを募集中！
■募集期間：8 月 31 日㈯まで
■公募主体：東京 2020 オリンピック聖火リレー大阪府実行委員会
■応募方法：大阪府ウェブサイト内の応募フォームより応募ください。
　※応募フォームにより申込ができない方は、所定の応募用紙に必要事項を記入し、
　　郵送により送付。
■市内の応募要項・応募用紙の配布場所
　市役所 スポーツ振興課、各市立スポーツ施設（はびきのコロセアム、市民体育館など）
■応募・問合せ　東京 2020 聖火リレー大阪府デスク
　住所：〒 541-0058 大阪府大阪市中央区南久宝寺町 3-1-8　MPR 本町ビル９階
　電話：0570-666-241〔9:30 ～ 17:30 ㈯㈰㈷を除く〕
　メールアドレス：osaka-runner@jtb.com

東京 2020 オリンピック聖火リレー 
　　　　　　　　　　　　聖火ランナー募集Hope Lights Our Way  －希望の道を、つなごう。－

●はびきの埴生学園（中央スポーツ公園内）
　プール施設：25 ｍプール（25 ｍ× 12 ｍ× 0.9 ～ 1.1 ｍ） ※学校プール
　期間・時間：8 月 1 日㈭～ 31 日㈯［休 : 火曜日］利用時間は２時間、入替制
　　　　　　　① 9:30 ～ 11:30　② 12:00 ～ 14:00　③ 14:30 ～ 16:30
●駒ヶ谷小学校  ※幼児・低学年向け
　プール施設：12 ｍプール（12 ｍ× 6 ｍ× 0.7 ｍ）　※学校プール
　　　　　　　ミニウォータースライダー（4.1 ｍ× 5.9 ｍ× 2.6 ｍ）
　　　　　　　シャークスライダー（3.5 ｍ× 6 ｍ× 4.5 ｍ）
　　　　　　　７ｍプール（7 ｍ× 7 ｍ× 0.3 ｍ）
　期間・時間：8 月 2 日㈮～ 18 日㈰［休 : 月・水曜日］利用時間は２時間、入替制
　　　　　　　① 10:00 ～ 12:00　② 13:00 ～ 15:00

■低学年（小学 3 年生）以下は保護者同伴。　　　　　■市内在住・在勤・在学者またはその者を含むグループに限る。
■混雑具合により、入場を制限する場合があります。　 ■駐車場には限りがあります。

プールを開放します！ 詳細は市ウェブサイトをご覧ください。

　この訓練では、携帯電話に訓練情報を送信（大阪府から
11:03 頃 / 羽曳野市から 11:15 頃）します。
　地震発生時の情報の入手方法など、災害に対応するきっ
かけを提供します。
≪注意事項等≫
 ・緊急地震速報のブザー音ではありません。
 ・マナーモードでも着信音が鳴ります。映画館などでは電
　源を OFF にしてください。
 ・大阪府全域向けのメール送信に続いて、２回目のメール
　を送信する市町村があります。
 ※ 携帯電話の対応機種については、各携帯電話会社にお

問い合わせください。
 ・『エリアメール／緊急速報メール』に対応していない機

   種をお持ちの方は、次をご利用ください。
　　■おおさか防災情報メール（登録者のみ）
　　■ Yahoo!JAPAN「防災情報」アプリ（登録者のみ）
　　■ NTT ドコモ「地震防災訓練」アプリ（登録者のみ）
≪日頃からの備え≫
 ・背の高い家具などを留め具で固定し、家の中に「安全空
　間」を作りましょう。
 ・非常持ち出し品（ラジオ、懐中電灯などは電池も点検）
　を玄関に準備しましょう。
 ・避難後に再会する場所をあらかじめ決めておきましょう。
≪問合せ≫
　大阪府　☎ 06-6941-0351（代表）
　府民お問合せセンター　☎ 06-6910-8001
　※ 訓練当日は、電話がつながりにくくなりますので、
      事前にお問い合わせください。
　　ウェブサイト［大阪 880 万人訓練］検索
　危機管理室災害対策課　☎ 072-958-1111 内線 2713

≪費用≫ 無料
≪問合せ≫ 
　スポーツ振興課　
　　☎ 072-958-1111
≪期間中の問合せ≫
　はびきの埴生学園プール
　　携帯 070-1750-3544
　駒ヶ谷小学校プール
　　携帯 090-3280-7139
　※各小学校への問い合わせは
　　ご遠慮ください。

大阪
 880 万人訓練

主催：大阪880万人訓練実行委員会

9月5日㈭
11:00開始
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支　所
☎ 072-955-0583　℻ 072-930-2144
羽曳野市民会館
☎ 072-958-2311　℻ 072-958-2312
LIC はびきの（生活文化情報センター）
☎ 072-950-5500　℻ 072-950-5505
はびきのコロセアム
☎ 072-937-3123　℻ 072-937-3124
市民体育館（西浦）
☎ 072-958-2340　℻ 072-958-3614
陵南の森総合センター（老人福祉センター・公民館）
☎ 072-952-2751　℻ 072-952-1303
陵南の森生きがい情報センター

（テレワークセンター）
☎ 072-931-1900　℻ 072-931-2112
ＭＯＭＯプラザ
☎ 072-957-5553　℻ 072-957-5580
丹治はやプラザ
☎ 072-937-2355　℻ 072-937-2388
石川プラザ
☎ 072-950-2002　℻ 072-958-9110
保健センター（休日急病診療所）
☎ 072-956-1000　℻ 072-956-1011
人権文化センター
☎ 072-955-4556　℻ 072-955-7042
青少年児童センター
☎ 072-952-0032　℻ 072-937-8580
白鳥児童館
☎ 072-957-4900　℻ 072-957-4900
青少年センター
☎ 072-958-0050　℻ 072-956-7867
エコプラザはにふ（中央スポーツ公園）
☎ 072-959-3567　℻ 072-959-3568
時とみどりの交流館（峰塚公園管理棟）
☎ 072-942-6647　℻ 072-942-6647
道の駅 しらとりの郷・羽曳野総合棟

（休業日：㈭・年末年始）
☎ 072-957-6900　℻ 072-957-6910
子育て支援センターふるいち
☎ 072-958-3308　℻ 072-958-3350
子育て支援センターむかいの
☎ 090-8880-0058　℻ 072-953-6361
向野老人いこいの家
☎ 072-952-0033　℻ 072-952-0033
給食センター
☎ 072-958-2306　℻ 072-958-1082
社会福祉協議会
☎ 072-958-2315　℻ 072-958-3853
シルバー人材センター
☎ 072-936-1500　℻ 072-936-1511
柏原羽曳野藤井寺消防組合
☎ 072-958-0119　℻ 072-958-9900
羽曳野警察署
☎ 072-952-1234　℻ 072-952-2531
藤井寺保健所
☎ 072-955-4181　℻ 072-939-6479
藤井寺郵便局
☎ 072-954-2601　℻ 072-938-8591
柏羽藤環境事業組合
☎ 072-976-3333　℻ 072-976-3331
クリーンピア 21（休業日：㈫）
☎ 072-975-2580　℻ 072-975-2577
健康ふれあいの郷 グラウンド・ゴルフ場

（休業日：㈭・年末年始）
☎ 072-950-6611　℻ 072-950-3888
茶山テニスコート（土・日・祝日のみ）
☎ 072-959-8836

主な公共施設

《市内図書館》の電話番号は、 図書館だよりの
ページをご確認ください。

－ 制 度 －  消費税率の引上げに伴う、施設の
利用料・使用料の改定
　指定管理者制度導入施設および一部
市直営施設の利用料・使用料が改定さ
れます。（10月1日以降利用分から適用）
詳細は各施設ウェブサイトを確認また
は、直接お問い合わせください。

【料金改定施設一覧】
LIC はびきの　☎ 072-950-5500
市民会館　☎ 072-958-2311
古市集会所　☎ 072-958-2311
恵我之荘集会所　☎ 072-955-0583
石川プラザ　☎ 072-950-2002
丹治はやプラザ　☎ 072-937-2355
MOMO プラザ　☎ 072-957-5553
はびきの庵円想　☎ 072-957-5553
はびきのコロセアム　☎ 072-937-3123
市民体育館（テニスコート含む）
☎ 072-958-2340
グレープヒルスポーツ公園　☎ 072-958-5511
駒ヶ谷テニステニスコート　☎ 072-957-5963
茶山テニスコート　☎ 072-947-3901
羽曳が丘西北公園テニスコート　
☎ 072-947-3901
■ 問 行財政改革推進課
☎ 072-947-3808（直通）

新築・増築の家屋調査
　固定資産税額を算出するため、家屋
調査を行っています。家屋全体（収納
スペースを含む）が調査の対象です。
登記申請をされずに家屋を新築・増築・
取壊したときは、届出書の提出が必要
です。※調査は、事前に日程を通知し
た上、身分証を携帯した評価補助員（税
務課職員）が行います。不審に思われ
たときは、身分証を確認または、お問
い合わせください。
■ 問 税務課固定資産税担当　☎ 072-
958-1111　内線 1540・1550

個人事業税
【第 1 期分納期限：9 月２日㈪まで】
　８月に第 1 期・第 2 期分の納付書を
まとめて送付します（口座振替を除く）。
■年税額が 1 万円以下の場合は、第 2
期分の納付書はありません。
■個人事業税の納付用紙のうち、コン
ビニ収納用のバーコードが印刷された
もの（30 万円以下）は、納付書記載
のコンビニで納めることができます。
■納付には、便利で安心・安全な口座
振替をご利用ください。
■ 問 大阪府南河内府税事務所 ☎ 0721-
25-1131［府税あらかると］検索

こども課よりお知らせ　
①児童扶養手当現況届

【対象】ひとり親家庭などで児童扶養手
当を受給している方（所得状況により
支給が停止されている方も含む）

【届出】対象者には、案内を送付します。
必要書類を持参の上、こども課で手続き
をしてください。ご本人の届出がないと
手当は支給されません。【申込】８月１
日㈭～ 30 日㈮ 9:00 ～ 17:00
②特別児童扶養手当所得状況届

【対象】障がいのある 20 歳未満の子ど
もを養育し、特別児童扶養手当を受給し
ている方　【届出】対象者には案内を送
付します。必要書類を持参の上、こども
課で手続きをしてください。届出がない
と手当は支給されません。【申込】８月
9 日㈮～ 9 月 11 日㈬ 9:00 ～ 17:00
③未婚の児童扶養手当受給者に対する
　臨時・特別給付金の支給

【対象】児童扶養手当の受給者のうち、
未婚のひとり親の方（婚姻（法律婚）を
したことがない方）に対し、今年度に臨
時・特別の措置として、17,500 円の給
付金を支給します。【届出】必要書類は
こども課でご確認ください。届出がない
と支給されません。【申込】8 月 1 日㈭
～令和 2 年 2 月 3 日㈪ 9:00 ～ 17:00

■申■込  ・ ■ 問 こども課 ☎ 072-947-3836
（直通） ℻ 072-956-0730

－ お知らせ －  
2019 年度経済センサス 基礎調査
　国内の産業分野にお
ける事業所の活動状態
などの基本的構造を全
国・地域別に、明らか
にし、事業所・企業を対象とする各種
統計調査の母集団情報を整備する目的
の調査です。■対 ■ 象象 全ての事業所（個人
経営の農・林・漁業など、一部除く。）
■調 ■査 6 月～令和 2 年 3 月 ※この調査
により集められた情報は、統計法によ
って厳重に保護されます。 
■ 問 総務課　☎ 072-947-3812（直通）

2019 年 全国家計構造調査
　 10月～11月までの２カ月間に渡って、
家計における消費、所得、資産および
負債の実態を総合的に調査します。調
査地域の世帯の確認のため、調査員が
お宅を訪問し、世帯主の氏名などをお
尋ねします。
■ 問 総務課　☎ 072-947-3812（直通）

介護保険負担割合証
　新しい「介護保険負担割合証」を要
支援・要介護認定を受けている方、生
活予防・生活支援サービス事業の対象
の方に送付しました。８月からサービス
を利用する際は必ず提示してください。
■ 問 高年介護課　☎ 072-958-1111　
内線 1370・1371 ℻ 072-950-2536
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中学校卒業程度認定試験
　やむを得ない理由で義務教育を終え
ることができなかった方に、高等学校
などへ進学のできる文部科学省の認定
試験が行われます。
≪資格≫ ①就学義務猶予免除者である
　方または就学義務猶予免除者であっ
　た方で令和 2 年 3 月 31日までに満
　15 歳以上になる方
　②保護者が就学させる義務の猶予ま
　たは免除を受けず、令和 2 年 3 月 31
　日までに満 15 歳に達する方で、その
　年度の終わりまでに中学校を卒業で
　きないと見込まれることについてやむ
　を得ない事由があると文部科学大臣
　が認めた方
　③令和 2 年 3 月 31日までに満16 歳
　以上になる方（①④に該当する方を除く）
　④日本国籍を有しないで、令和 2 年
　3 月 31日までに満15 歳以上になる方

■申■ 込 8 月19 日㈪～ 9 月 6 日㈮ 消印有
効。文部科学省に出願書類を提出（郵送）
■試■験  10 月 24 日㈭（国語、社会、数学、
理科、外国語（英語））　■場■所  エル・お
おさか7 階 705 号室（大阪市中央区北
浜東 3-14）　■ 問 学校教育課　☎ 072-
958-1111 内線 4160

働き方改革関連法（4 月1日施行）
≪時間外労働の上限規正≫労働者の
時間外労働は、原則 45 時間 / 月、年
360 時間を越えてはいけない。 ≪年
次有給休暇≫10 日以上の年次有給休
暇が付与される労働者に毎年 5 日、時
期を指定して有給休暇を与えなければ
ならない。 ≪最低賃金≫大阪府賃金
は1 時間当たり 936 円。月給額が18
万円以下の労働者がいる場合は計算式
で算出した額が 936 円を下回らないよ
うにしてください。
基本給＋諸手当（残業、皆勤、通勤、
家族の各手当は除く）÷ 1 カ月の平均
所定労働時間

■ 問 羽曳野労働基準監督署
☎ 072-942-1308

はびきの中学生study-O 
－8 月★9 月の日程 －

■￥  無料　■対■象象  市内在住・在学の中
学生 ※随時受付中！ 詳しくは、市
ウェブサイトまたは担当まで。
■問  政策推進課 特命プロジェクトチーム
　 ☎ 072-958-1111 内線 3530

★東教室（市役所会議室）
★西教室（あいあいハウスおよび支所）

［8 月］24 日㈯・25 日㈰・31日㈯
［9 月］1日㈰
    午前クラス　 9:30 ～12:30
    午後クラス　13:30 ～16:30

ホッと＆ハートの会
「病気の管理の準備はできています
か？災害時に向けた日頃の備えなどに
ついて学び、一緒に考えましょう」
　慢性の呼吸器・循環器疾患、生活習慣
病などで療養されている方やそのご家族、
健康維持に関心がある方の集いの場です。
■と■き  9 月18 日㈬ 14:00 ～16:00
■場■所  大阪府立大学羽曳野キャンパス　
療養学習支援センター　■他   公共交通
機関をご利用ください。  ■ ￥ 無料
■申■・込 ■問  同大学地域保健学域看護学類
慢性看護学分野（南村） ☎ 072-950-2111 
ﾒｰﾙ minamimura@nursing.osakafu-u.ac.jp 

空調設備工事を行います
陵南の森総合センター
　施設（図書館、公民館、老人福祉セ
ンター）は通常通り開館しますが、全
館空調設備が使用できません。 
■と■ き 9 月 2 日㈪～ 6 日㈮
■ 問 陵南の森総合センター 
☎ 072-952-2751　内線 5500

駐車場の適正利用にご協力ください
　障がい者や高齢者など移動に配慮が
必要な方に対して、公共施設や商業施
設などの『車いす使用者用駐車区画』
の利用証を大阪府が交付しています。
■申 ■・込 ■ 問 ≪必要書類≫●障がい者等
用駐車区画利用証交付申請書 ●書類

（身体障害者手帳、療育手帳、精神障
害者保健福祉手帳、特定医療費（指定
難病）受給者証等、介護保険被保険者
証、母子健康手帳、医師の診断書・意
見書など）●利用証を郵送するための
切手（140 円）●利用証（更新申請時）
※ウェブサイト［大阪府　障がい者等
用駐車区画利用証制度について］を検
索。大阪府 福祉部 障がい福祉室 障
がい福祉企画課 権利擁護グループ 
☎ 06-6944-2362 ℻ 06-6942-7215

「子どもの人権 110 番」強化週間
　いじめ、不登校、体罰、児童虐待な
ど子どもの人権問題に関する相談を人
権擁護委員または法務局職員がお応え
します。（☎ 0120-0

ぜろぜろななのひゃくとうばん

07-110）
相談無料。秘密は必ず守ります。
■と ■ き 8 月 29 日㈭～ 9 月４日㈬ 8:30
～19:00（8 月 31日㈯、 9 月1日㈰は、
10:00 ～17:00）  ■ 問 大阪法務局人権
擁護部　☎ 06-6942-9492
℻ 06-6943-7406

水銀使用廃製品の拠点回収
蛍光管・乾電池・水銀体温計（電子体温計・LED 除く）
　偶数月の燃えないゴミで回収してい
ましたが、水銀による環境汚染の防止、
健康保護および生活環境の保全を図る
ため、平成 30 年 6 月から一般収集を
していません。蛍光管・乾電池について
は購入元の電気店に引き取ってもらうか

（引き取り可能か要確認）、次の公共施
設の回収ボックスへお持ちください。
※事業所から排出されるものは、拠点
回収の対象外です。
回収ボックス設置場所
各施設は屋内にボックスを設置している
ため、施設開館時間内にお願いします。
●市役所本館1 階　● LIC はびきの
●支所　●陵南の森総合センター
●はびきのコロセアム　●市民体育館
●丹治はやプラザ　●ＭＯＭＯプラザ
●石川プラザ　●エコプラザはにふ
●人権文化センター　●市民会館

■問  環境衛生課
☎ 072-958-1111 内線 2841

下水道総務課からのお知らせ
■公共下水道供用開始（8 月 1 日から）
　島泉・高鷲・向野・伊賀・はびきの・
学園前・野・樫山・河原城・野々上・西浦・
大黒・東阪田・桃山台地区のそれぞれ
一部の地域で公共下水道の使用が可能
となり、処理区域は 1,014ha に広がり、
整備率は 85.6％に達しました。（処理
区域図の閲覧は下水道総務課まで。）
■排水設備工事（水洗化工事）は３年
　以内に指定工事店で
　処理区域になったら、供用開始から３
年以内に公共下水道に接続する排水設備
工事をしてください。生活環境の改善や
河川・水路の水質保全のためにも、速や
かに工事を行ってください。（一覧表は市
ウェブサイトまたは下水道総務課まで。）
■排水設備工事（水洗化工事）の助成制度
　市では、改造工事や切り替え工事の
負担を少しでも軽くし、速やかに公共
下水道に接続していただくための助成
制度を設けております。
■対■象象   汲み取り便所改造工事と浄化槽切
り替え工事。（家屋の新築や便所の増築
は対象外。）※助成制度には、「補助金
の交付」と「融資のあっ旋（銀行貸し
付け）」があり両方受けることが可能。
≪補助金≫建物の形態や便所の処理方
法や個数により異なります。

（例）
一戸建て住宅

汲み取り便所 10,000 円
浄化槽   8,000 円

≪融資のあっ旋≫工事にかかった費用
分（上限 50 万円）≪要件≫ ①市税、
下水道事業受益者負担金の滞納がない
こと ②供用開始から３年以内に工事を
行うこと ③融資のあっ旋を受けるとき
は、府内在住の連帯保証人があること
■申■ 込 指定工事店より申請してください。
■ 問 下水道総務課　☎ 072-958-1111  
内線 2370・2390
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緑化樹の無償配付
■対■象象  地域の方々が協同で行い、多くの
方の目に触れる場所（敷地の接道部や
コミュニティスペースなど）での緑化
活動ができる、●町会・マンション・
住宅・学校・ PTA などの団体　●工場
などの社員や地域の方々。
樹木の種類（高木）　
キンモクセイ サザンカ ヤマモモ
イロハモミジ コブシ サルスベリ
ソメイヨシノ ハクモクレン ハナミズキ
ヤマザクラ セイヨウカナメ（レッドロビン）
○ 1 か所あたり高木 10 本以上の申請が
配付条件。○配付数量には限りがあり、
希望の本数が確保できない場合があり
ます。○樹木は、地植えしてください。
○樹種は変更する場合があります。
■申 ■・込 ■問  みどり推進室にある申請書
に記入の上、提出してください。

【締切】8 月 23 日㈮まで【配付】令和
2 年 2 月～ 3 月予定
道路公園課みどり推進室
☎ 072-958-1111 内線 2430

屋外広告物の基準遵守にご協力を
　古市古墳群の世界文化遺産登録決
定を受けて、更なる都市景観の形成
に取り組んでまいります。本市では、
古墳群周辺に「高度地区」「景観地区」
を指定しており、建築物の高さ制限
や外壁の色彩基準、屋外広告物の
高さや大きさの制限を設けています。
許可基準を遵守し、古市古墳群周辺
をはじめとした景観の適正化に向け
てご協力お願いします。
■ 問 都市計画課  ☎ 072-958-1111
内線 2573

学童保育の職員募集
①非常勤職員 募集

【定員】4 人程度　【賃金】〈資格無〉月
額 108,838 円 〈資格有〉月額 116,580
円※夏休みなどの午前勤務、延長保育
分は実績払いで上乗せ（実質平均月額
120,000 円～）※社会保険、福利厚生
の加入あり　【勤務】週 5 日 平日12:45
～ 17:45（夏休みなど 8:30 ～17:15）

【申込】履歴書およびエントリーシート
の提出（郵送不可）※詳細はお問い合
わせください。
②臨時職員（スポット勤務）募集
　勤務可能な日を登録して働く仕事です。

【定員】15 人程度　【賃金】時給 1,052
円（社会保険、福利厚生の加入なし）

【勤務】  通常㈪～㈮12:45 ～17:45
（夏休みなど 8:30 ～17:15）
【申込】お問い合わせください。
■対■象象   ①②18 歳以上～ 67 歳未満

（平成 31 年 3 月 31日時点）※詳細は
募集要項または市ウェブサイトをご覧
ください。 ■問  社会教育課（別館 3 階）
☎ 072-958-1111内線 4510・4520
※広報掲載時点で採用者が決定している
場合は申込をお断りする場合があります。

市営車地住宅空家募集
【所在地】はびきの 5-5-12
【住宅】市営車地住宅
【戸数】3DK（2 戸）3 人以上世帯向け
【対象】①現在、住宅に困っており、収
　入基準に合う方で、家賃を支払うこ
　とができる方（入居予定者全員の収
　入が対象です）
　②申込者が、申込時点で羽曳野市内
　に在住または在勤している方（勤務す
　ることが確実な場合を含む）

【申込書配付】8 月 5 日㈪～19 日㈪
　 建築住宅課・支所・人権文化センタ

ー・陵南の森総合センター・丹治はや
プラザ・ＭＯＭＯプラザ・石川プラザ  
9:00 ～ 17:30（建築住宅課・支所・
人権文化センターは、㈯㈰㈷を除く）

【申込】8 月 5 日㈪～19 日㈪（㈯㈰㈷
　を除く）建築住宅課 9:00 ～17:30

【抽選会および説明会】  9 月 8 日㈰
　10:00 ～ 市役所別館 3 階 会議室

【入居時期】12 月上旬（予定）
※詳細は「入居申込みのしおり」を参照。

■ 問 建築住宅課 住宅政策推進室（市役
所本館 2 階）☎ 072-958-1111 内線
2270 ～2274　℻ 072-958-8067　

幼稚園預かり保育 臨時職員募集
■定■ 員員 若干名　
■対■象象  幼稚園教員免許、保育士免許可。 

【勤務】㈪～㈮（ただし、学校園行事等
ではこの限りではありません）　

【時間】幼稚園保育終了後～18:15 ※長
期休業中 午前または午後の５時間程度 
■場■ 所 駒ヶ谷幼稚園　■ ￥ 時給1,178 円
■申■・込 ■問  こども課 企画調整担当
☎ 072-958-1111 内線 1240

市立保育園・認定こども園 非常勤
職員（幼稚園講師・保育士）募集
■定■ 員員 若干名　■対■ 象象 幼稚園教諭免許お
よび保育士資格を有する方

【勤務】㈪～㈯で週５日程度勤務 9:00
～17:15（採用場所により変更あり）
■場■ 所 市立保育園・認定こども園
■申■・込 ■問  こども課　☎ 072-958-1111 
内線 1230・5570

ファミリー・サポートセンター
協力会員募集
　『子育ての経験を活かしたい』という
方、少しの時間でも地域の子育てにお
力を貸していただけませんか？
■申 ■・込 ■ 問 はびきのファミリー・サポー
トセンター　☎ 072-956-4943

－ 募 集 －  

特定外来生物
クビアカツヤカミキリの発生 
■体長 2 ～ 4cm ほど、光
沢のある黒色で、首の部
分が赤いのが特徴です。
■幼虫が桜や桃などのバ
ラ科の樹木に寄生し、フラス（木くず・
糞の混合物）を排出します。加害が進
むと、枯死や落枝、倒木におよぶこと
があります。農作物や生態系に被害が
拡大されることも懸念されます。
■公園や街路樹でクビアカツヤカミキ
リを発見した場合は、写真を撮るなど
し、市担当課までご連絡ください。成
虫は、まん延防止のため、捕殺をお願
いします。（生きたまま持ち運ぶのは法
律により禁止されています。）
■問   大阪府みどり推進室みどり企画課 
☎ 06-6210-9557／みどり推進室 
☎ 072-958-1111 内線 2420

税理士による無料税務相談センター
■と■ き 8 月 21 日㈬・23 日㈮ 13:00 ～
16:00（1 人 30 分程度）■場■ 所 市役所
本館 1 階税務相談コーナー（市民相談
室）  ■対■ 象象 一般納税者で、税理士の関
与がない方　■申■ 込 電話による先着順

（予約状況により当日申込も可）
■ ￥ 無料　■ 問 近畿税理士会富田林支部
事務局 ☎ 0721-25-6250（㈪～㈮
9:00 ～ 17:00）※（公）富田林納税協会

（富田林市 ) でも開催

～若者を狙った消費者トラブル～
Q： 友人から「これはビッグビジネスだ」「簡

単に儲かる」などの話を持ち掛けられたが
大丈夫だろうか。

Ａ： 若者の相談に、「サイドビジネス」「マルチ取引」
「エステティックサービス」に関するものが多
く、最近では、SNSを通じて知り合った人
から儲け話を持ち掛けられるなどの事例があ
ります。次の事項に注意しましょう。

○ 契約の取り消しは困難です。安易な気
持ちで契約することはやめましょう。

○「簡単に稼げる」などの甘い言葉を鵜
　呑みにしないようにしましょう。
○消費者金融で借金を勧めてくる業者に
　は注意が必要です。
○契約を結んだ後でも取り消しができる
　場合があります。
おかしいと思ったら消費生活センターにご
相談ください。
【消費生活相談】毎週㈪㈬㈭㈮
　　10:00 ～12:00、13:00 ～15:30
　　まずは、電話にてお問い合わせください。
　　消費生活センター（市役所本館 2 階）
　　☎ 072-947-3715（直通）

教えて!
消費生活 Q A＆
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認知症知っとこ～座（講座）認知症
高齢者が地域で暮らすためには
　認知症高齢者グループホーム主催で、
教室、相談会を開いています。介護の
必要な方の家族、介護や認知症を知り
たい方など参加ください。
■と■ き 8 月 25 日㈰ 10:30 ～11:30
■場■ 所 グループホームみやび みやびデイ
ルーム（西浦 2-1844-1）　■定■ 員員 25 人
■申■・込 ■問   主催グループホームみやび
☎ 072-950-0382

一般介護予防事業
　介護予防の運動やお口の体操、脳ト
レを実施します。専門職による運動や
栄養、お口に関する講義も予定。

【高年生きがいサロン】①２号館「いきい
き塾」②３号館「石川はつらつ塾」③５
号館「さくら野教室」④６号館「モモ塾」
■と■ き ①㈫または㈬、②③㈭または㈮、
④㈬または㈭ 9 月～11月 週１回各 90
分［A コース］10:00 ～、［B コース］
13:30 ～ ※都合により内容や場所、
日時の変更の場合あり。　■対■ 象象 9 月1
日時点で 65 歳以上の市民で、介護保
険サービスを利用していない方。医師
より運動制限を受けていない方。自力
で来所・運動できる方。　■ ￥ 無料
■申■・込 ■問   8 月 20 日㈫までに各サロン
へ申し込みください。多数の場合抽選。
初めて参加する方優先。他のサロンへ
同時申込不可。①２号館 ☎ 072-931-
2255　②３号館 ☎ 072-959-0220　
③５号館 ☎ 072-931-6010　④６号館 
☎ 072-959-0580

羽曳野市介護者家族の会 認知症公開講演会
「みんなで考える、認知症介護」
【講師】神垣忠幸（認知症は怖くない　
代表・公益社団法人認知症の人と家族
の会　大阪支部世話人）
■と■ き 9 月 20 日㈮ 13:00 ～14:30
■場■ 所 市役所別館２階研修室　■対■象象   市
内在住の方　■定■ 員員 50 人程度　■ ￥ 無料
■申■・込 ■ 問 窓口または電話申込。　
羽曳野市社会福祉協議会
☎ 072-958-2315 ℻ 072-958-3853

救急の日講演会
　「あなたのチャレンジが命をつなぐ！
心肺蘇生法の ABC」

【講師】土屋 英人（羽曳野市医師会 理
事、土屋医院 院長）※講演終了後、
希望者のみ心肺蘇生法（AED を含む）
の実技体験を行います。
■と■ き 9 月７日㈯ 14:00 ～15:30
■場■ 所 市役所別館３階 大会議室３
■ 他 駐車場限りあり。自転車、徒歩など
でご来場ください。
■ 問 柏原羽曳野藤井寺消防組合 警防課
救急係　☎ 072-958-9932（直通）

【主催】羽曳野市医師会、羽曳野市、
柏原羽曳野藤井寺消防組合

防火管理講習 柏羽藤火災予防協会主催

第１日目（甲種防火管理講習）●防火管理
の意義と制度 ●火気取扱いの基礎知識 
●危険物と地震対策 ●防火管理の進め
方と消防計画
第２日目（甲種防火管理講習）●施設・設
備の維持管理 ●防火管理に係る教育お
よび訓練 ●実技・効果測定・修了証交付
※ 自衛消防業務講習または消防設備点検

資格者講習の既修者は、第１日目の「防
火管理の意義と制度」科目が免除できま
す。申込時に、修了証を提示してください。

■と■き  9 月19 日㈭９:50 ～16:00（9:30
受付）、20 日㈮ 10:00 ～16:00
※ 30 分遅刻されると受講できません。
■場 ■ 所 柏原羽曳野藤井寺消防組合消防
本部３階  視聴覚室 （藤井寺市青山 3-
613-8）　■定■ 員員 50 人程度（先着順）
■ ￥ 受講料 2,000 円（火災予防協会員
は、1,000 円）※返金不可。  ■持■ 物物 受
講票、テキスト引換券、筆記用具、動
きやすい服装（2 日目）、昼食　■ 他 電車、
バスをご利用ください。 ■申■・込 ■問  8 月
19 日㈪～23 日㈮９:00 ～17:00 まで
に、申込用紙を当消防本部ウェブサイ
トからダウンロードし、必要事項を記
入の上、火災予防協会（同消防本部３
階予防課内）に申し込みください。※
申込用紙は、当消防本部にも備えてい
ますので、直接申し込みができます。
☎ 072-958-9940

－ 講 座 －  

白鳥児童館だより（8 月）  翠鳥園 2-9-101  ☎・℻ 072-957-4900
  [ 開館日 ] ㈪～㈯ 9:00 ～17:00 ※㈷を除く。12 月 29 日～1月 3 日は閉館
　■ 対■象象  小学生・保護者同伴の乳幼児　■申■込  電話受付 9:00 ～
■わくわく子育て広場 水遊びをしよう！※水遊び用オムツ・水着で遊べます。
　【とき】5 日㈪ 10:30 ～ 11:30　【持物】 着替え・タオル　※紙オムツ不可
■トライルーム 貯金箱を作ろう ※事前に絵の具で色付けをするので両方ご参加ください
　【とき】17 日㈯ 14:00 ～ 16:00　【対象】小学 1 ～ 3 年生　【定員】15 人（先着順）　
　【費用】100 円（当日持参）　【申込】8 月 3 日㈯～ 9 日㈮ ※電話のみ
　≪色付け≫ ①10日㈯14:00～15:00の間　②16日㈮10:00～11:00の間 （30分程度）
　　　　　　 ①②のどちらかを申込の際にお伝えください。
■絵本のへや（絵本・紙芝居など）　【とき】20 日㈫・26 日㈪ 10:30 ～ 11:30
■将棋であそぼう　【とき】28 日㈬ 15:30 ～ 16:30
小学校の夏休み期間中、児童館内は乳幼児・小学生の利用できる場所が決まっています。
ウェブサイトでご確認ください。　

青少年児童センターだより（8 月）  向野 3-1-33
　☎ 072-952-0032  ℻ 072-937-8580  ※詳細はお問い合わせください。 
　 ■申■込  電話申込［一般開放］夏休み期間は 9:00 ～17:00（㈰㈷除く）
　　　 夏休みおもしろ教室 8 月1日㈭から申込（㈰㈷除く）
■子ども広場「将棋広場」～初めての人・興味を持った人は、気軽にご参加ください～
　【とき】3 日・10 日・17 日・24 日㈯ 15:00 ～ 17:00  ※日程変更あり   
　【対象】おおむね小学1～ 6 年生
■夏休みおもしろ教室「切り絵のバインダー」～切り絵を楽しみ作品をバインダーに貼り付けます～ 
　 【とき】10 日㈯ 10:00 ～ 11:30　【対象】幼児と小学生（小学１年生まで保護者同伴）
　【定員】15 人（先着順）　【持物】筆記用具、はさみ　【費用】100 円
■夏休みおもしろ教室「デコ印鑑ケース」～印鑑ケースをラインストーンでデコります～ 
　 【とき】13 日㈫ 10:00 ～ 11:30　【対象】幼児と小学生（小学１年生まで保護者同伴）
　【定員】15 人（先着順）　【持物】なし　【費用】100 円
■夏休みおもしろ教室「ティッシュケース」～カラフル毛糸でティッシュケースを作ります～ 
　 【とき】19 日㈪ 13:00 ～ 14:30　【対象】幼児と小学生（小学１年生まで保護者同伴）
　【定員】15 人（先着順）　【持物】なし　【費用】100 円
■夏休みおもしろ教室「ジグソーパズル」～オリジナルのジグソーパズルを作ろう～ 
　 【とき】24 日㈯ 10:00 ～ 11:30　【対象】幼児と小学生（小学１年生まで保護者同伴）
　【定員】15 人（先着順）　【持物】なし　【費用】150 円
■夏休みおもしろ教室「デコスイーツ」～紙粘土で色々なデコスイーツをつくりマグネットにします～ 
　 【とき】26 日㈪ 13:00 ～ 14:30　【対象】幼児と小学生（小学１年生まで保護者同伴）
　【定員】15 人（先着順）　【持物】なし　【費用】100 円

羽曳野市身体障害者福祉協議会
会員および教室参加者募集
　身体障害者手帳をお持ちの方を対象
に、華道・茶道教室、手芸教室、パソ
コン教室（初心者向け）を開催してい
ます。また、羽曳野市身体障害者福祉
協議会への入会も受付中です。
■申■・込 ■ 問 羽曳野市身体障害者福祉協議会  
☎ 072-950-0008（9:00 ～15:00）
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パソコン要約筆記奉仕員養成講座
　“聞くこと” でお困りの方に、内容を文
字で伝える入力方法などを学びませんか。
■と■ き 8 月 31日㈯～12 月 7 日㈯
全 13 回９:30 ～12:00（初回 9:00 ～）
■場 ■ 所 市役所別館２階研修室または A
棟中東　■対■象象   基本操作ができ、ノート
パソコン（ウイルス対策ソフト、インタ
ーネット接続環境が整っている）を持
参できる方。 ■定■ 員員 15 人　■ ￥ 無料
■申■ 込 8 月16 日㈮まで。障害福祉課　
☎ 072-947-3824（直通）
☎ 072-958-1111内線 1151

男女共生セミナー
「IRISサイエンス・キャンパス～はずむ！
ノリノリサイエンス！せんたくのりから
スーパーボールを作ろう！～」
　科学っておもしろい♪子どもの「な
ぜ？」を育み、個性を養うセミナーです。

【講師】大阪府立大学理系女子大学院
生チーム IRIS（アイリス）
■と■ き 9 月 7 日㈯ 10:00 ～12:00
■場■ 所 陵南の森公民館 ２階 研修室
■対 ■ 象象 市内在住の小学1～3 年生とその
保護者（子ども１人に、保護者１人同伴）  
■定■ 員員 15 組 30 人　■ ￥ 1組 500 円
■ 他 一時保育（２歳から就学前の幼児・
無料・先着５人・要予約）  ■申■・込 ■問   電
話・FAX・メールのいずれかでお申し込
みください。８月 23 日㈮ 17:00 締切。
FAX・メールの場合は、件名に「男女
共生セミナー申込」と明記し、①～④
の項目を記入の上、申し込みください。
①子どもと保護者の氏名・年齢 ②住所 
③電話番号 ④一時保育の有無（※利
用する子どもの氏名・年齢）  ☎ 072-
947-3606（直通） ℻ 072-958-8061
メール jinkensuishin@city.habikino.lg.jp
※多数の場合は抽選。結果は、締切後
10 日以内に郵送します。○共催：大阪
府立大学女性研究者支援センター

介護予防できらきらシニア
熟年簡単クッキング教室
　おひとり様向けコース。楽しくおいし
い料理を一緒に作りましょう。
■と■き  9 月 26 日㈭ 10:00 ～12:30
■場■所  保健センター3 階 栄養指導室
■対■ 象象 市内在住で 65 歳以上のひとり暮
らしの方　■定 ■ 員員 15 人程度（多数の場
合は抽選。）　■持 ■ 物物 エプロン、三角巾、
タオル、筆記用具　■￥  500 円（材料費
込み）　■申■・込 ■問  8 月 22 日㈭までに、
地域包括支援課の窓口、または電話申
込。☎ 072-947-3822（直通）

折り紙教室（折り紙ボランティア桃）
　手を動かし、頭の体操になります。
■と■ き 9 月 3 日㈫ 14:30 ～16:00
■場■ 所 高年生きがいサロン 3 号館（石川
プラザ内）  ■対■ 象象 市内在住の方　
■定■ 員員 30 人程度   ■持■ 物物 飲み物、スティ
ックのり、はさみ　■ ￥ 100 円
■申■・込 ■問   同サロン 3 号館
☎ 072-959-0220

羽曳野市地域しごと支援事業
医療事務（医科）＆調剤事務講座 

■と■ き 10 月 8 日㈫・10 日㈭・15 日㈫・
18 日㈮・24 日㈭・29 日㈫・31日㈭、
11月 5 日㈫・7 日㈭・12 日㈫・14 日
㈭・19 日 ㈫・21 日 ㈭・26 日 ㈫・29
日㈮ 全 15 回 10:00 ～ 16:00（初日・
最終日13:30 ～16:00）　■場■ 所 LIC は
びきの２階 中会議室Ｂ　■対 ■ 象象 全てを
満たす方　①市内在住の方 ②医療事
務または調剤事務を希望している方 ③
全日程に出席できる方 ※学生、新卒
者、現在働いている方（正社員・自営
業者）、就職意思のない方は対象外　
■ ￥ 10,000 円（テキスト代含む）、交通
費等実費、別途認定試験代必要（任意）
■定■ 員員 20 人  ■申■・込 ■問   9 月17 日㈫必着。
産業振興課および市役所別館、市内公
共施設に配架のチラシ兼申込書または
市ウェブサイトからダウンロードした申
込書に必要事項を記入し、FAX、郵送、
窓口にてお申し込みください。〒 583-
8585 誉田 4-1-1 ℻ 072-950-2055  
産業振興課 ☎ 072-958-1111 内 2751
※多数の場合は抽選。40 歳未満の方
と羽曳野市地域就労支援センター、福
祉総務課、生活福祉課、こども課の推
薦者を優先。※受講の可否は、郵送で
お知らせします。※過去に受講された
方は、お断りする場合があります。

キャッシュレス決済導入セミナー＆
個別相談会
　導入に係わるメリット・デメリットや決
済サービスの特徴などのセミナーです。

【参加企業】PayPay 株式会社、 楽天ペ
イメント株式会社 、 株式会社 Origami
■と■ き 8 月 7 日㈬ 【セミナー】14:00 ～
15:30  【個別相談会】15:30 ～16:30
■場■ 所 LIC はびきの 2 階 大会議室
■定■ 員員 40 人　■ ￥ 無料　■申■・込 ■問   羽曳
野市商工会  ☎ 072-958-2331
℻ 072-956-1950

歌声サロン～一緒に歌おう～
　歌のボランティア「びりーぶ」のメン
バーと昔懐かしい歌を唄いましょう。
■と■ き 8 月14 日㈬ 13:30 ～14:30
■場■ 所 高年生きがいサロン 3 号館（石川
プラザ内）　 ■対■ 象象 市内在住の方
■定■ 員員 40 人程度  ■ ￥ 無料  ■持■ 物物 飲み物
■申■・込 ■問   同サロン 3 号館
☎ 072-959-0220

家庭園芸セミナー（要申込）
種まきから始める花づくり
　種まき、発芽のコツ、丈夫な苗の育
て方、定植後の栽培管理など。 

■と■ き 9 月 20 日㈮ 13:30 ～15:00（受
付13:00）　■場■所  大阪府立環境農林水
産総合研究所 南棟 3 階大会議室（尺
度 442）　■定■員員  100 人　■￥  無料
■申 ■・込 ■ 問 8 月 26 日㈪～ 9 月18 日㈬

［FAX 申込］氏名、電話番号、羽曳野
市と記入。［WEB 申込］研究所ウェブ
サイトから申込ください。 同研究所 企
画グループ  ☎ 072-979-7070  
℻ 072-956-9691

ＭＯＭＯプラザ教室
【問】☎ 072-957-5553

①ベビーダンス教室  ②キッズ☆
ベビーダンス教室（2 期）  受付中
■と■き   8 月 8 日・22 日、9 月5 日・19 日㈭ 
①11:15 ～12:15  ②10:00 ～10:45
■場■所   はびきの庵円想　■対■象象   ① 3 カ月
～2 歳前後 ②1歳半～就学前　
■定■員員  6 人（大人同伴） ■￥  3,000 円（2 回）

和装教室  名古屋帯コース
90 分レッスン 
■と■き   ［1回目］10 月1日㈫・2 日㈬、［2
回目］10 月15 日㈫・16 日㈬、［3 回目］
10 月 29 日㈫・30 日㈬、［4 回目］11
月12 日㈫・13 日㈭、［5 回目］11月
26 日㈫・27 日㈬　【朝の部】10:30 ～

【昼の部】14:00 ～【夜の部】18:00 ～ 
※㈬夜の部はなし。 ■場■所   はびきの庵
円想　■対■象象   高校生以上の女性　
■定■員員   各 8 人（全 5 区分）　■￥   2,000 円

（5 回）　■申■ 込 8 月19 日㈪ 9:00 ～

リフレッシュヨガ教室 ㈬ｺ ｽー（2 期） 受付中
■と■き  8 月 7 日・21日・28 日、9 月 4 日・
18 日・25 日 15:15 ～16:45
■定■員員  20 人　■￥  4,620 円 ※ 8 月 28 日
以降 2,310 円

リフレッシュヨガ教室 ㈭ｺ ｽー（2 期） 受付中
■と■き   8 月 8 日・22 日・29 日、9 月 5 日・
12 日・19 日 15:15 ～16:45
■定■員員   20人　■￥   4,620 円 ※8月29 日
以降 2,310 円

夏休み親子体験教室  Let's 和楽器
　琴と尺八の演奏と、琴の体験教室。
■と■き  8 月 24 日㈯ 13:30 ～ 15:00
■場■所  青少年児童センター１階 会議室
■ ￥ 無料　■ 問 社会教育課 ☎ 072-958-
1111　内線 4420
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市民会館教室
【問】☎ 072-958-2311

h-shiminkaikan@minorinosato.com
○申込は直接、市民会館の窓口まで。

太極拳教室（2 期） 受付中
■と■き  8 月10 日・24 日、9 月 7 日・21
日㈯ 13:00 ～15:00
■ ￥ 2,000 円（4 回）　■定■員員  若干名

歌声くらぶ 当日受付 9:30 ～
■と■き  8 月 6 日、9 月10 日㈫ 10:00 ～
11:30　■￥   各 510 円

ピラティス（2 期） 受付中
■と■き  8 月 6 日・20 日・27 日、9 月 3 日・
10 日・17 日㈫10:00 ～11:00　
■￥   4,620 円（6 回）　■定■員員  若干名

歌声くらぶ 当日受付 13:30 ～
■と■き  9月24日、10月29日㈫ 14:00 ～
■￥  510 円（1回）

女性のための瞑想・癒しヨガ教室
（2 期） 受付中
■と■き   8 月 6 日・20 日、9 月 3 日・24 日・
17日㈫13:30 ～　■￥  4,620 円 ※ 8 月
20 日以降 2,310 円

リフレッシュヨガ教室（2 期） 受付中
■と■き   8 月 7 日・21日、9 月 4 日・18 日・
25 日㈬ 10:00 ～　■￥  4,620 円 
※ 8 月 28 日以降 2,310 円

太極拳教室（2 期） 受付中
■と■き   8 月7日・21日、9 月 4 日・25 日
㈬13:30 ～　■￥  3,080 円 ※ 8 月 21
日以降1,540 円

民踊教室（2 期）河内音頭ほか 受付中
■と■き  8月2日、9月6日・20日㈮13:30
～　 ■￥  3,080 円 ※ 8 月 23 日 以 降
1,540 円

丹治はやプラザ教室
【問】☎ 072-937-2355

石川プラザ教室
【問】☎ 072-950-2002

歌声くらぶ 当日受付 13:30 ～
■と■き   8月20日、9月17日、10月15日㈫ 
14:00 ～15:30　■￥  510 円（1回）

土曜ベーシックヨガ教室（2 期）
キャンセル待ち
■と■き  8 月10 日・24 日・31日、9 月7日・
14 日・28 日㈯10:00 ～11:30
■￥  4,620 円 ※ 8 月31日以降 2,310 円

フラダンス教室（2 期） 受付中
■と■き   8月6日・20日・27日、9月10日・
24日㈫  ［初心者］9:30 ～10:30 ［経
験者］10:35 ～11:35  ■￥  各 4,110 円
※ 8 月 20 日以降 2,055 円

ママヨガ教室（2 期） キャンセル待ち
■と■き   8月20日・27日、9月10日・17日・
24 日㈫ ① 9:30 ～10:30 ②10:45 ～
11:45　■対■象象  6カ月～2 歳児とお母さん

（お子さんは1人まで）　■￥   4,110 円 ※8
月27日以降 2,055 円

やさしいヨガ教室（2 期）受付中
■と■き  8 月 8 日・22 日・29 日、9 月 5 日・
19 日・26 日㈭14:00 ～15:30
■￥  4,620 円 ※8 月29 日以降 2,310 円

平和パネル展
平和の尊さについて考えてみませんか
■と■き 8 月5 日㈪～15 日㈭ ※㈯㈰㈷除
く。9:00 ～17:30　■場■所 市役所本館１
階コミュニティスクエア（ロビー） ■問  人権
推進課  ☎ 072-958-1111  内線 1054

高齢者敬老入浴
■と■き 8 月15 日㈭、9 月14 日㈯
■対■象象 65 歳以上の市民（入浴時に対象
年齢以上であるかを確認）　■￥  100 円
■場■所 古市温泉 ☎ 072-956-0338
■問  福祉総務課 ☎ 072-958-1111 内線1121

－ 催 し －  

陵南の森老人福祉センタークラブ連絡協議会
第 36 回 陵南ふれあいフェスタ
市民カラオケ大会参加者募集
　お子さん、グループの参加もできます。
■と■ き 9 月 28 日㈯ 9:00 ～13:00
■場■所  陵南の森公民館 2 階研修室
■対■象象 市内在住の方（年齢制限なし）
■定 ■ 員員 50 人　■ ￥ 無料　■ 他 1人 1曲 2
コーラス（通信カラオケＤＡＭより選曲）
■申■ 込 8 月 27 日㈫ 10:00 ～12:00

（開場 9:55）電話申込不可。※代理申
込は［住所、氏名、電話番号、生年月日、
曲名、歌手名］が必要。 ■問   陵南の森
老人福祉センター ☎ 072-952-2751

重要文化財 吉村家住宅
秋の一般公開
■と■ き 9 月14 日㈯ 10:00 ～16:00、
15 日㈰ 10:00 ～12:00  ■場■所  吉村家
住宅　■ ￥ 一般 :500 円 ・ 保存会会員 :
無料　■ 他 15 日㈰14:00 ～講演会 ｢ 文
化財記録の新しい試み｣～重文・吉村家
住宅の撮影と今後の鑑賞に向けた提案
～ 堀内保彦（NPO 法人フィールド代表）
■問   ［主催］吉村家住宅保存会事務局

（細見） メール k.hosomi.11373@onyx.
ocn.ne.jp　携帯 080-5328-1137

［後援］羽曳野市教育委員会

世界文化遺産のあるまちへ グロ
ーイングアップ  ｢ 百舌鳥・古市古
墳群 ｣ の過去・現在・未来
■ これからのまちづくりや、まちの個性         

を磨くために、どのように歴史的文化遺
産を保護し、活用するか？ 引き継ぐには？

■ 「世界文化遺産のあるまち」にふさ
わしい、史跡の整備や活用を考える。

■キーワードは「市民との協働」
【講演】 ・白石 太一郎（大阪府立近つ
飛鳥博物館名誉館長）・禰冝田 佳男（大
阪府立弥生文化博物館長）・中井 正幸

（大垣市教育委員会 文化振興課長）
※講演後、パネルディスカッション
■と■ き 10 月 6 日㈰ 13:00 ～17:00
■場■所  LIC はびきの ホールＭ　■ ￥ 500
円（資料代など）　■定 ■ 員員 400 人（事前
申込み要・先着順）　■申■・込 ■問     メール・
はがきにて申込。 四

し と よ

十四の会（細見）
メール  k.hosomi.11373@onyx.ocn.ne.jp
〒 583‐0872  はびきの1-391-25
携帯 080-5328-1137　

【主催】四十四の会、羽曳野まち歩き
ガイドの会、NPO 法人フィールドミュ
ージアムトーク史遊会、羽曳野市

「古市古墳群を歩こう !」
第1弾 国府遺跡～応神天皇陵古墳
■と ■ き 9 月15 日㈰ 10:00 集合（小雨決
行 )　■場■所  土師ノ里駅前広場
《コース・約 6 ㎞》 
土師ノ里駅～国府遺跡～允恭天皇陵古
墳（陪塚含む）～道明寺天満宮（昼食）
～三ツ塚古墳（助太山・中山塚・八島塚
古墳）～仲姫命陵古墳～古室山古墳～
大鳥塚古墳～応神天皇陵古墳～誉田八
幡宮～古市駅（解散予定 15:30）

■ ￥ 200 円  ■ 他 昼食持参・事前申込不要
■問   NPO法人フィールドミュージアムトー
ク史遊会事務局（至田） 携帯 090-3825-
6412　メール  shiday@maia.eonet.ne.jp

歴史探訪＆ウォーキング
SC はびきの若手部会主催
■と■ き 10 月 9 日㈬ 古市駅前東広場 集合
※駐車場・駐輪場はございません。

【受付】9:30 ～（予備日10 月16 日㈬）
《コース》古市駅～誉田八幡宮～応神天
皇陵古墳～古室山古墳～羽曳野市役所

（解散） 所要時間：約 3 時間
■対■象象 SC はびきの会員および 60 歳以
上の市民の方　■定■ 員員 100 人（先着順）
■ ￥ 無料（飲み物、敷物などは持参。） 
■申 ■込・■問   9 月10 日㈫までに、［会員］
校区理事へ、［市民］事務局へ申込。羽
曳野市老人クラブ連合会事務局（福祉
総務課内） ☎ 072-958-1111 内線1124



－はびきの　2019.8.1市役所　☎072-958-1111

27

広 

告

広告掲載に関する問い合わせは合同会社 IM 総合企画  ☎ 072-275-5449

野球教室
　元プロ野球選手の山本 翔也（元阪神
タイガース投手）、西田 直斗（元阪神タ
イガース内野手）を招いて、開催します。
■と■ き 8 月 23 日㈮ 10:00 ～12:00
■対 ■象象   小学生　■ ￥ 500 円（参加費・保
険料込み）当日支払い　■申■・込 ■問   事前
申込（電話のみ）

羽曳野市障害者スポーツ教室
フライングディスク（見学可）
■と■き   ４月～令和 2 年 3 月までの毎月第
２・３・４㈪（祝日、お盆、年末年始 除
く）18:00 ～19:00　■場■所  古市小学校
体育館（3 月は、コロセアムサブアリーナ）
■対■象象  市内在住の障害者　■ 問 NPO 法人
キラリ（木村・脇坂）携帯 090-3709-3124

－ スポーツ －  

夏休み短期集中レッスン！
　特別企画 2 日間集中テニスレッスン。
■と ■ き 8 月 26 日 ㈪・27 日 ㈫ 9:00 ～
10:00 ■場■所   駒ヶ谷テニスコート 
■対■象象 小学生　■定■ 員員 各10 人■ ￥（2 日分、
保険料込）一般 :2,000 円・スクール
生 :1,800 円 ※当日支払
■申■・込 ■問   事前申込（電話のみ） 

駒ヶ谷テニスコート
☎ 072-957-5963（申込：駒ヶ谷テニスコート）

グレープヒルスポーツ公園
☎ 072-958-5511（申込：グレープヒルスポー公園）

はびきのコロセアム教室参加者募集
【申込・問】はびきのコロセアム  ☎ 072-937-3123
※電話申込不可、代理可、申込時に参加費持参。
※申込開始時刻の時点で定員を超えた場合は抽選。

大阪エヴェッサ
チアダンススクール 受付中
■と■き   8 月 5・19・26 日・9 月 2 日㈪
①18:15 ～19:15 ②19:30 ～20:30
■場 ■所   フリールーム　■対 ■象象   ① 4 歳～小
学 3 年 ②小学 4 年～中学生（市外可）
■定■員員   ①キャンセル待ち ② 20 人
■持 ■物物   運動できる服装・上靴・飲み物・
着替え  ■￥   6,480 円（４回・保険料込）

親子スポーツ教室 受付中
■と■き  9月5日～11月14日（㈭全10 回） 
A9:30 ～ 10:10 B10:15 ～ 10:55 
C11:00～12:00 ■場■所   サブアリーナ（変

更あり） ■対■象象   AB 市内在住・平成 28
年 4 月 2 日～29 年 4 月1日生まれの
未就園児 1 人とその親 C 市内在住・
平成 28 年 4 月1日までに生まれた未
就園児1人とその親　■定■員員   各クラス35
組 70 人（先着順）  ■￥   AB4,000 円
C5,000 円　■ 他 妊婦の方は参加不可。

かけっこくらぶ
　走ったり、運動が苦手。速く走りた
いなどのお悩みに元阪神タイガースト
レーナーが応えます。
■と■き   8 月 30 日㈮18:30 ～19:30
■場■所   サブアリーナ　■対■象象   小・中学生

（市外可） ■定■員員   30 人 ■持■物物   動きやすい
服装・上靴・飲み物  ■申■込   8 月 2 日㈮
9:00 ～ ■￥   1,000 円（保険料含む）

フリーマーケット出店者募集
　家庭で不要となった家具や衣類、地元

野菜の販売です。（飲食販売不可）
■と■き   10 月 20 日㈰ 9:30 ～13:00
■対■象象   地域住民　■申■込   市民体育館（西浦）
受付中 ※出店場所を選ぶ順番は受付
順。【1ブース】1,540 円  【定数】15ブース

親子スポーツ教室（後期）
　跳び箱・マット・平均台・ボール・フ
ラフープなどを使った教室です。
■と■き   9 月 4 日～11月13 日（毎週㈬ 全
10 回）【A】9:30 ～10:10【C】10:15
～11:15　■対■象象   【A】2016 年 4 月 2 日
～2017 年 4 月1日生まれで 2019 年
4 月1日現在で、2 歳以上の子どもと
保護者【C】2015 年 4 月 2 日～2016
年 4 月1日生まれで 2019 年 4 月1日
現在で、3 歳以上の子どもと保護者
■定■員員   【A】20 組 40人【C】25 組 50人
■￥   【A】4,110 円【C】5,140 円（スポー
ツ保険料含む）  ■申■込   8 月7 日㈬10:00
～市民体育館（西浦）。※10:00 時点
で定員を超えた場合は抽選。■ 他 妊娠中
の方は参加不可。

市民体育館（西浦） 教室参加者募集
【申込・問】市民体育館（西浦）  ☎ 072-958-2340
※電話申込不可、代理可、申込時に参加費持参。
※申込開始時刻の時点で定員を超えた場合は抽選。

第 2 回　朝ＹＯＧＡ教室 受付中
■と■き   7月6日～ 9月28日（㈯ 全10 回）
10:00 ～11:30　■対 ■象象   18 歳以上の男
女（市外可）　■定■員員   20人 
■￥   5,140 円スポーツ保険料含む）

羽曳野市ソフトテニス連盟
会長杯大会
■と■き   9 月 22 日㈰ 7:00 ～17:00《予備
日 9 月 29 日㈰》※ 7:00 ～練習可
■場■所   市民体育館（西浦）テニスコート
■対■象象   市内在住・在勤・在クラブの高校生
以上または連盟が認めた方　■部■ 門門 男子・
女子1部（高校生以上）、男子・女子2
部（40 歳以上）、男子・女子 3 部（60
歳以上）　■￥   1チーム 2,000 円（高校生
1,500 円）  ■申■込・■問   9 月5 日㈭までに
電話・FAX 申込。（猪

い の

砂
さ こ

）☎ 072-956-
4788 携帯090-3821-7547 ℻ 072-926-
6996 ／（渡辺）携帯080-5779-3089

羽曳野市バドミントン連盟
会長杯大会
■と■き   9 月 22 日㈰　■場■所  はびきのコロ
セアム　■対■象象  市バドミントン連盟登録者

（当日登録可。年間1人 500 円、学生
免除）　■部■ 門門 男子ダブルス・女子ダブルス

【1部・2 部・3 部（初心者）・シニアの部
(40 歳以上）】 ※男子シニアの部はありま
せん。※申込状況により種目変更・調整
します。 ■￥  1人1,000 円　 
■申 ■込・ ■問   9 月 2 日㈪まで。FAX・郵送
申込。※ FAX 申込は電話で到着確認
をしてください。スポーツ振興課  ☎
072-958-1111 内 線 4415  ℻ 072-
956-7196／羽曳野市バドミントン連盟

（大江） 携帯 090-7762-5066

夏休み！モノづくり体験
　リサイクル用品をつかった工作に親
子でチャレンジ！夏休みの思い出に！
■と■ き 8 月 28 日㈬ 9:00 ～12:00
■場■所   グレープヒルスポーツ公園
■対■象象   幼稚園児（保護者同伴）・小学生
■￥   500 円（材料費・保険料込）当日支払
■定■ 員員 30 人  ■申■・込 ■問  事前申込（電話のみ）
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相　談 日　時 会　場 予約 ・ その他

法律相談

6 日・13 日・20 日・27 日
9 月 3 日㈫ 13:00 ～ 17:00 市役所 1 階 市民相談室 随時予約を受け付けています。☎ 072-957-4000 

1 日あたり定員 8 人。相談時間 30 分。
※対象者は、市内在住・在勤・在学の方に限ります。
※ 相談回数は 1 人、1 年度 1 回でお願いします。
※陵南の森総合センターは、素足厳禁です。靴下を着用してください。

1 日・15 日
9 月 5 日㈭ 13:00 ～ 17:00 陵南の森総合センター

行政相談 14 日㈬ 13:00 ～ 15:00 市役所 1 階 市民相談室 国の仕事に関する要望・苦情・意見や相談について。
予約不要。直接お越しください。

女性相談
7 日㈬・9 日㈮
9 月 4 日㈬ 13:30 ～ 16:30 市役所 1 階 市民相談室（電話・面接）人間関係、暴力、からだのことなど、女性が抱える悩みを専門

の相談員がお受けします。要予約。
☎ 072-958-1111　内線 105528 日㈬ 13:30 ～ 16:30 陵南の森総合センター（面接のみ）

消費生活相談 毎週㈪㈬㈭㈮［㈷は除く］
10:00 ～ 16:00 ※受付 15:30 まで 市役所 2 階 消費生活相談室 ☎ 072-947-3715

障害者生活相談

毎日［㈯㈰㈷年末年始は除く］
9:00 ～ 17:30 支援センターはる 身体・知的障害者の方のご相談、障害者の就業に関するご相談。

☎ 072-931-1607　ＦＡＸ 072-931-2030
毎日［㈯㈰㈷年末年始は除く］
8:45 ～ 17:00 地域支援センターばんびーの 18 歳未満の障害児の方のご相談。

☎ 072-950-1530　ＦＡＸ 072-950-1531
毎日［㈯㈰㈷年末年始は除く］
9:00 ～ 17:30 支援センターフレンドハウス 精神障害者の方のご相談。

☎ 072-953-0519　ＦＡＸ 072-953-0567
毎日［㈯㈰㈷年末年始は除く］
9:00 ～ 16:00 相談支援センターホープ 精神障害者の方のご相談。

☎ 072-957-2175　ＦＡＸ 072-957-2176

障害者雇用相談 15 日㈭ 13:00 ～ 17:00 市役所別館 1 階 相談室 障害福祉課に予約。
☎ 072-958-1111　内線 1150　ＦＡＸ 072-957-1238

育児相談 毎日［㈯㈰㈷は除く］9:00 ～ 17:00 保健センター ☎ 072-956-1000
教育相談 毎日［㈯㈰㈷は除く］10:00 ～ 16:00 教育研究所（LIC はびきの内） ☎ 072-958-7867
家庭児童相談 毎日［㈯㈰㈷は除く］9:00 ～ 17:00 市役所 1 階 こども課 こども課（家庭児童相談担当）に予約。☎ 072-947-3837 （直通）
ひとり親家庭相談 毎週火・金曜日 9:15 ～ 17:00 市役所 1 階 こども課 こども課（児童支援担当）に予約。☎ 072-947-3836（直通）

保育士による育児相談 毎日［㈯㈰㈷は除く］9:00 ～ 17:00 子育て支援センターふるいち 
子育て支援センターむかいの

予約不要、直接お越しください。電話でも相談可。
［ふるいち］ ☎ 072-958-3308 ［むかいの］ 携帯 090-8880-0058

総合相談 毎日［㈯㈰㈷は除く］9:00 ～ 17:00 人権文化センター 人権・進路・就労・生活に係る相談。予約不要、電話または直
接お越しください。　地域人権協議会　☎ 072-937-0860

就労をめざす若者の
ための無料相談会

第 1 金曜日 13:00 ～ 17:00 市役所別館 1 階 相談室
南河内若者サポートステーション　☎ 0721-26-9441

第 3 金曜日 13:00 ～ 17:00 市民会館 3 階 第 6 会議室

心配ごと相談 東部地域 8 日㈭ 14:00 ～ 16:00 市役所別館 2 階 
ボランティアセンター

予約不要、直接お越しください。
民生委員が、あらゆるご相談に応じます。
社会福祉協議会　☎ 072-958-2315西部地域 22 日㈭ 14:00 ～ 16:00 社会福祉協議会西部事務所

ボランティア相談 毎日［㈯㈰㈷は除く］9:00 ～ 17:00 市役所別館 1 階 ⑦番窓口 
（社会福祉協議会事務所）

予約不要、直接お越しください。電話でも相談可能。
☎ 072-958-2315

総合福祉相談 毎日［㈯㈰㈷は除く］9:00 ～ 17:00 市役所別館 1 階 ⑦番窓口 
（社会福祉協議会事務所）

予約不要、直接お越しください。電話でも相談可能。 
☎ 072-958-2315

介護相談 毎日［㈯㈰㈷は除く］9:00 ～ 17:00 市役所別館 1 階 ⑦番窓口 
（社会福祉協議会事務所）

予約不要、直接お越しください。電話でも相談可能。 
☎ 072-958-2315

生活自立相談 毎日［㈯㈰㈷は除く］9:00 ～ 17:00 市役所別館 1 階 ⑦番窓口 
（社会福祉協議会事務所）

生活困窮のさまざまな原因に支援員が相談に応じて支援計画を
策定し、その方にあった自立に向けて支援を行います。
予約不要、直接お越しください。電話でも相談可能。 
☎ 072-958-2315

学習相談 毎日［㈷は除く］9:00 ～ 17:00 LIC はびきの 1 階 市民大学 ☎ 072-950-5503･ ＦＡＸ 072-950-5650
市民大学ウェブサイトでも受付。

農業相談 20 日㈫ 13:00 ～ 16:00 市役所 2 階 農業委員会事務局 前日までに予約。先着 3 人。
☎ 072-958-1111　農業委員会事務局まで

地域就労相談 毎日［㈯㈰㈷は除く］9:00 ～ 17:00 地域就労支援センター（人権文化セ
ンター内および 産業振興課内）

電話または直接お越しください。☎ 072-937-0860
（就職斡旋は行っておりません。） 

青少年相談コーナー
（16 ～おおむね 25 歳） 毎日［㈯㈰㈷は除く］9:00 ～ 17:45 大阪府富田林子ども家庭センターでは、中学卒業後の青少年が抱える悩み（対人問題、ひきこもりなど）

を専門の担当者がお受けします。☎ 0721-25-1172

青少年本人専用相談 毎日［㈯㈰㈷は除く］16:00 ～ 22:00 青少年本人からの相談を専門の担当者がお受けします。
☎ 06-6946-0003　メール：ssl@yso.or.jp

8 月の 相談日程  お気軽にご相談ください（すべて無料です）

広 

告

広告掲載に関する問い合わせは合同会社 IM 総合企画  ☎ 072-275-5449
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広 

告

広告掲載に関する問い合わせは合同会社 IM 総合企画  ☎ 072-275-5449

お詫びと訂正
　広報はびきの 7 月号（裏表紙）に掲載いた
しました収穫祭の主催者名に誤りがございま
した。深くお詫びいたしますとともに、訂
正いたします。
　　 ［誤］駒ヶ谷校区更正保護女性会
　　 ［正］駒ヶ谷校区更生保護女性会

－ 市民のページ － 

はびきのおもちゃ病院
■と■き   8 月11日㈰ 9:00 ～12:00
■場■所   市役所別館 2 階　■￥   部品交換が
必要な場合は実費負担。■問   羽曳野市社
会福祉協議会 ☎ 072-958-2315（平日）

夏休み！早朝「タケルくん体操」
　気軽に楽しくできる体操です。 
■と ■き   8 月 6 日㈫ ［1 回目］6:15 ～［2
回目］6:40 ～ ※各10 分程度
■場■所   峰塚公園　■ ￥ 無料　■問   NPO 法
人羽曳野市柔道整復師会 あさの整骨院
☎ 072-958-6966

PC 講座 「ワードで楽しい作品づ
くり（表活用）」
■と■き   ① 9 月 5 日㈭私の日記帳 ② 9 月
12 日㈭請求書の作成 ③ 9 月19 日㈭
私の便せん  各日13:30 ～16:30　
■場■所   市民会館 4 階研修室　■対■象象   20 歳
以上で初心者の方　■定■員員   14 人（多数の
場合抽選） ■￥   1,300 円（3 回、テキス
ト代込） ■他   Windows7 使用　■申■込   普
通はがきに、郵便番号、住所、氏名（ふ
りがな）、電話番号（必須）を明記。8
月12 日㈪必着。〒 583-8585 羽曳野
市誉田 4-1-1羽曳野市社会福祉協議会
気付、羽曳野 ITサポート会宛 ※当会
ウェブサイトからの申込可。 ■問   羽曳野
ITサポート会（本田）　☎ 072-939-3733
携帯090-5169-9031

大人の講座 8 月 （体験あり）
①自力整体 6・20 日㈫ 15:00 ～16:30
②書道教室� 6・20・27日㈫16:00 ～17:00
③手編み  26 日㈪ 14:00 ～16:00
④ミュージックステーション
　9・23 日㈮ 12:30 ～13:00

■￥  ①2,000 円 ②③1,000 円 / 回
④無料 ※要会員、材料費別
■場■所・ ■申■込・ ■問 FAX申込可。NPO 法
人南河内こどもステーション  ☎・℻
072-957-1114  ※はがき絵は休みです。

みんなの食育講座
スムージーとジャムとスコーン 
■と■ き 8 月10 日㈯ 10:00 ～12:00
■￥  800 円（材料費、レシピ）　■持■ 物物 エ
プロン、筆記用具　■場■所・ ■申■込・ ■問  は
みんぐ南河内（野々上 4-6-16-103）
☎ 072-976-5255　℻ 072-976-5256

行政書士による無料相談会
　相続、遺言、成年後見制度、離婚、
法人設立および建設業等の営業許可な
ど申請手続について大阪府行政書士会
が相談に応じます（1 人当たり 30 分 )。
※ 事前に予約をしてください。
■と■ き 8 月 16 日㈮ 13:30 ～ 15:30
■場■ 所 LIC はびきの 中会議室Ｂ
■申■ 込 大阪府行政書士会南大阪支部
 （井爪）☎ 072-952-2424

マンツーマン・パソコンセミナー
基礎から応用 ①ワード ②エクセル  
■と■き   ㈪～㈮９:30 ～11:30、12:30 ～
14:30、15:00 ～17:00 ※時間帯応相
談。㈯㈰㈷休み。 ■場■ 所 陵南の森生きが
い情報センター内　■￥   各講座 10,000円

（5 回分）※分納可（1回 2,000 円）テキ
スト代込。 ■申■込・ ■問  河内飛鳥 UNIC 会

（島） 携帯 090-3716-3203 

エルフェン クランツ
夏の日のハーモニー
■と■ き 8 月 18 日㈰  開場 13:30、開演
14:00　■￥   入場無料　■場■ 所 LIC はび
きのホールＭ　■ 問 塩野 携帯090-4494-
9220

牛乳パック内側の和紙利用
紙すきしてはがき作り
■と■ き 8 月 9 日㈮ 10:30 ～12:00
■場■ 所 クリーンピア 21 2 階工作室
■持 ■ 物物 エプロン、クリアファイル、押し
花など　■￥  無料　■問  はびきの生活学
校（宝本） ☎ 072-953-7450

パソコン・スマホ「個別指導110 番」
■と■き   ① 8 月 6 日・20 日・27 日㈫
15:40 ～16:40 ② 8 月 2 日・9 日・23
日㈮10:00 ～11:00、 11:00 ～12:00
■場■所   ＬＩＣはびきの 3 階 小会議室　
■対■象象  パソコン、スマホ、タブレット操
作の質問がある方　■￥  1,200 円（1 時
間） ■他  各機器レンタル可（要予約）。上
記日程以外の相談可。 ■申■込・ ■問  電話
申込。パソコンサークルステップ

（山田） 携帯 090-6608-5799

お墓の市民講座（無料）
　お墓のことで不安がある方に、樹木
葬や散骨・従来のお墓など、さまざま
な供養法のメリット・デメリットやお墓
じまいについて学べる講座です。
■と■き   8 月18 日㈰ 10:00 ～11:00
■場■所   LIC はびきの  ■定■員員   20 人（先着順）
■講■ 師師 お墓ディレクター1級 田中祥元
■申■込・ ■問  8 月1日㈭～電話申込。
石留石材㈱ ☎ 0120-53-5578（8:00 ～
17:00）主催：NPO 法人メモリアル成就
後援 : 羽曳野市

葛井寺「千日まいり会式」
8 月 9 日㈮に伴う交通規制
■規■ 制 藤井寺駅・葛井寺周辺道路 
■時■間   16:30 ～23:00 一般車輌・バイク
などの通行が禁止。（路線バスは除く。）
○ 自転車の方は、「ブクンダ公園臨時駐輪

場」「市立藤井寺駅南駐輪場」「カルタ池
跡広場臨時駐輪場」をご利用ください。

○ 規制時間帯に規制区域内を車輌で移動
（車庫への進入・出庫など）を予定され
ている方は、葛井寺本堂にて「居住区関
係車輌の証」発行の申込をしてください。

　 7 月 25 日㈭～ 8 月 6 日㈫ 10:00 ～ 17:00
■問   葛井寺　☎ 072-938-0005第 23 回白鳥祭

　盆踊り（河内音頭）、模擬店ほか
■と■き   8 月 4 日㈰ 15:00 ～21:00
■場■所   白鳥会館　南広場
■共■ 催催 白鳥会・白鳥商店会
■問   白鳥会館　☎ 072-958-4171

フラダンス＆ハワイアンイベント
　笑顔満点の踊り子・ハワイの風を吹
かせるバンド演奏で気分は常夏♪
■と■ き 8 月 21日㈬13:00 ～15:00
■場■所  クリーンピア 21 1階エントランス
クリーンピア 21は夏休み期間中も休ま
ず営業。※毎週㈫は休館日。

■問   クリーンピア 21 ☎ 072-975-2580

◆広報 8 月号の「風流韻事」は、紙面の都合上、掲載を見送らせていただきました。
　投句いただきました皆様には、ご迷惑をお掛けいたします。（広報担当）
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●社会福祉協議会● 総合福祉センター（市役所別館）1階⑦番　 ☎072-958-2315　 ＦＡＸ 072-958-3853
http://www.hasyakyo.net/　Eメール：hasyakyo@alpha.ocn.ne.jp

8 月の「べびっこひろば」はお休みです。
［問合せ］ベビーハウス社協　☎ 072-930-0240 

公益社団法人
羽曳野市シルバー人材センター

野々上 4-5-12    ☎ 072-936-1500    ＦＡＸ 072-936-1511
http://habikinosc.ec-net.jp    E メール：habislv@silver.ocn.ne.jp

善意のご寄付ありがとうございます
四ツ葉のクローバー　　　　　　　　　  ￥3,400

四ツ葉のクローバー 涌元順子    　　　　￥2,000

匿　名　　  　　　　　　　　　　　　　￥2,000

匿　名　　  　　　　　　　　　　　　　￥1,000

服部　品子　　　　　　　　    　　　　 ￥3,000

大西　美奈子　　　　　　　　　　　　￥30,000

浅田　照次　　　　　　　　　　　　　￥20,000

浅田　悦弘　　　　　　　　 　　　　  ￥10,000

羽曳野市環境衛生事業協同組合　　　　￥30,000

羽曳野市商工会
チャリティーゴルフコンペ実行委員会　￥58,620

真銅　善夫 　　　　　　　 　ぶどう 1.2kg 84 箱

匿　名　　　　　　　　　　　　　  米 30kg × 4

　　　　　　　　（令和 元 年 6 月　敬称略）

愛の献血にご協力を♥(400ml 限定 )
複数回献血へのご協力をお願いします。
■ 8 月 2 日㈮　ＬＩＣはびきの （軽里 1-1-1）

［共催］羽曳野ライオンズクラブ
［受付時間］  10:00 ～16:30
☆ 献血カードをお持ちの方は、『献血方法別の次

回献血可能日』 をご確認ください。
※本人確認のため、受付時に身分証明書（免許証・
　保険証など）の提示をお願いする場合があります。

保育士募集 　詳細は、お問い合わせください。
☞あおぞら保育園 （古市 2-2-27） ☎ 072-950-1105
☞ベビーハウス社協 （高鷲 9-2-17）☎ 072-930-0240

うさぎさんのおともだち

　(※２つ作ります)

【 西 部 】 【 東 部 】

日時 8 月 26 日㈪
13:00 ～

8 月 30 日㈮
13:00 ～

場所 西部事務所
「あいあいハウス」

総合福祉センター
2 階研修室

定員 10 人 30 人
※ 西部事務所 : 南恵我之荘 2-3-22（支所の横）

【対象】市内在住の 60 歳以上の方
【持物】裁縫道具（白糸・黒糸）
【費用】300 円（材料代）
【申込・問合せ】往復はがきに①住所②氏名③
電話番号④年齢⑤希望場所（東部・西部）⑥こ
れまでの参加回数を明記の上、〒 583-8585
羽曳野市誉田 4-1-1 羽曳野市社会福祉協議会ま
で郵送にてお申込みください。

【申込期限】8 月 10 日㈯　消印有効

第 41 回　手芸ボランティア
｢ 手づくり ｣ による手芸教室

■シルバー会員募集中
　社会のために、自らのために、あなたの豊かな知識・経験を
活かしてみませんか。

［入会資格］●市内在住の 60 歳以上の健康で働く意欲のある方 
       　　   ●事業趣旨に賛同していただける方

［入会方法］
　入会説明会の参加（必須）後、申込書類を期日までに提出し
てください。その際、年会費(※)として２，０００円が必要です。
　理事長の承認後、会員登録が完了します。 
※今年度の年会費は平成 31 年 4 月分から令和 2 年 3 月分まで
となります。( 入会した日から 1 年分ではありません）

［入会説明会］
　事業説明、入会手続きの案内、入会申込書の配布など

日　時 場　所 

① 8月13日㈫  　13:30 ～
9月12日㈭　  13:30 ～ 市役所別館 2 階 

② 8月16日㈮　  13:30 ～
9月17日㈫　  13:30 ～

羽曳野市シルバーワークプラザ
3 階研修室

③ 8月22日㈭  　14:00 ～ 古市複合館
④ 8月27日㈫　  14:00 ～ 石川プラザ　集会室（1）

上記の日程に来ることができない方には、出張での説明も実施し
ていますので、お問い合わせください。
※③および④は 2 名以上の事前申込で実施します。
申込はシルバー人材センター事務局へ電話にてお願いします。

◆ 羽曳野市商工会チ
ャ リ テ ィ ー ゴ ル
フ コ ン ペ 実 行 委
員 会 の 皆 様 よ り、
58,620 円 の ご 寄
付を頂きました。

◆ 飛鳥の真銅善夫様よ
り今年もぶどう 1.2
ｋｇ入り 84 箱をご
寄付いただき、市内
施設に配布させてい
ただきました。

■職員採用試験のお知らせ
　次の要領で職員を募集します。詳しくは「職員採用試験募集要項」をご覧ください。
 [ 職種区分 ] 一般事務職 
 [ 受験資格 ] 下記の要件のすべてを満たす人
　　　　　　①昭和 50 年 4 月 2 日以降生まれの人
　　　　　   ②学校教育法による高等学校、短期大学または大学を卒業しているか、令和２年３月 31 日までに卒業見込みの人
　　　　　　③普通自動車運転免許証（※ＡＴ不可）を有するか、令和２年３月 31 日までに取得できる人
　　　　　　④パソコン（ワード・エクセルなどの基礎的な操作）ができる人
 [ 採用予定人員 ] 1 人程度
 [ 試験日 ] 令和元年 9 月 22 日㈰　（第 1 次試験）
 [ 採用予定日 ] 令和 2 年 4 月 1 日㈬
 [ 要項配布および申込受付 ] 【期間】令和元年 8 月 1 日㈭～令和元年 9 月 10 日㈫　※土曜日、日曜日、祝日を除く 9:30 ～ 17：00
　　　　　　　　　　　　　【場所】 公益社団法人　羽曳野市シルバー人材センター事務局　住所 : 羽曳野市野々上 4 丁目 5 番 12 号

☞↗
広 

告

広告掲載に関する問い合わせは合同会社 IM 総合企画  ☎ 072-275-5449
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〒583-8585  羽曳野市誉田 4-1-1
 羽曳野市議会事務局　℡ .072-958-1111
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議案番号 件　　　名 結　果

報　告      ４
５
６
７
８
９
10
11
12
13
14

専決処分の報告について（固定資産評価員の選任について）
専決処分の報告について（羽曳野市税条例等の一部を改正する条例）
専決処分の報告について（平成 30 年度羽曳野市一般会計補正予算（第９号））
専決処分の報告について（平成 30 年度羽曳野市土地取得特別会計補正予算（第２号））
繰越明許費繰越計算書について
平成 30 年度羽曳野市水道事業会計継続費の予算繰越しについて
平成 30 年度羽曳野市下水道事業会計予算繰越計算書について
平成 30 年度有限会社はびきのエル・エスの事業状況及び決算の報告について
令和元年度有限会社はびきのエル・エスの事業計画及び予算の報告について
平成 30 年度株式会社みのりの里の事業状況及び決算の報告について
令和元年度株式会社みのりの里の事業計画及び予算の報告について

承　認
承　認
承　認
承　認
報　告
報　告
報　告
報　告
報　告
報　告
報　告

議　案    37
38
39
40
41
42
43
44

45
46
47
48
49
50

51
52
53
54
55

固定資産評価審査委員会委員の選任に係る同意について
羽曳野市立西浦小学校・丹比小学校エアコン設置工事の請負契約について
羽曳野市立恵我之荘小学校・高鷲北小学校エアコン設置工事の請負契約について
羽曳野市立白鳥小学校・古市南小学校エアコン設置工事の請負契約について
羽曳野市歴史的建築物の保存及び活用に関する条例の制定について
消費税及び地方消費税の税率引上げに伴う関係条例の整備に関する条例の制定について
羽曳野市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例の制定について
羽曳野市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定
について
羽曳野市手数料条例の一部を改正する条例の制定について
羽曳野市行政不服審査法施行条例の一部を改正する条例の制定について
羽曳野市税条例等の一部を改正する条例の制定について
羽曳野市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について
羽曳野市建築基準法施行条例の一部を改正する条例の制定について
羽曳野市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例
の制定について
羽曳野市立中央スポーツ公園条例の一部を改正する条例の制定について
令和元年度羽曳野市一般会計補正予算（第１号）
令和元年度羽曳野市財産区特別会計補正予算（第１号）
令和元年度羽曳野市介護保険特別会計補正予算（第１号）
令和元年度羽曳野市土地取得特別会計補正予算（第１号）

同　意
即日原案可決
即日原案可決
即日原案可決

原案可決
原案可決

即日原案可決
即日原案可決

即日原案可決
即日原案可決
即日原案可決
即日原案可決
即日原案可決
即日原案可決

即日原案可決
原案可決

即日原案可決
即日原案可決

原案可決

意　見      3 信頼される政府統計を目指してさらなる統計改革を求める意見書 即日原案可決

諸般の報告 報　告

 第 2 回定例会で審議された案件と議決結果

 議案等に対する各議員の状況　( 全会一致でない議案等の賛否 )　○賛成　×反対

議 案 等
番　  号

会派名 大阪維新・
無所属の会 日本共産党 公明党 市民クラブ 自由民主党

議員団 無会派

 

議
員
名

        

結 

果

竹
本
　
真
琴

上
薮
　
弘
治

今
井
　
利
三

田
仲
　
基
一

広
瀬
　
公
代

渡
辺
　
真
千

笹
井
喜
世
子

若
林
　
信
一

外
園
　
康
裕

通
堂
　
義
弘

笠
原
由
美
子

花
川
　
雅
昭

樽
井
佳
代
子

金
銅
　
宏
親

黒
川
　
　
実

松
村
　
尚
子

松
井
　
康
夫

百
谷
　
孝
浩

議案 42 原案可決 ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ 議　
長

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案 52 原案可決 ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※笠原由美子議員は議長職のため採決には加わらず。
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の
人
数
、
熱
中
症
予
防
対
策
の
取
り
組
み

は
。
昨
年
４
月
か
ら
実
施
の
生
活
保
護
開
始

時
な
ど
に
５
万
円
上
限
の
エ
ア
コ
ン
購
入
設

置
の
利
用
状
況
と
生
活
福
祉
支
援
資
金
貸
付

制
度
の
利
用
状
況
は
。

●
答
弁　

昨
年
度
当
市
の
熱
中
症
に
よ
る
救

急
搬
送
は
１
０
６
人
。
約
半
数
の
54
人
が
65

歳
以
上
だ
っ
た
。
熱
中
症
予
防
法
を
市
の
広

報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
積
極
的
に
啓
発

し
、
高
齢
者
が
集
ま
る
場
所
で
の
健
康
教
育

の
実
施
や
、
介
護
予
防
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
者
等
へ
の
声
か
け
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

生
活
保
護
の
実
施
要
領
改
正
に
よ
る
エ
ア
コ

ン
設
置
世
帯
は
、
昨
年
度
３
件
、
今
年
度
は

５
月
末
で
３
件
。
社
会
福
祉
協
議
会
の
生
活

福
祉
資
金
貸
付
制
度
の
利
用
で
エ
ア
コ
ン
を

設
置
し
た
保
護
受
給
世
帯
は
昨
年
度
13
件
、

低
所
得
世
帯
の
利
用
は
な
か
っ
た
。

●
要
望　
職
員
、
関
係
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
生
か
し
、
熱
中
症
計
も
活
用
し
た
訪
問
に

よ
る
見
守
り
態
勢
の
充
実
強
化
を
。
防
災
無

線
や
メ
ー
ル
の
活
用
、
公
用
車
で
の
注
意
喚

起
の
テ
ー
プ
放
送
な
ど
広
報
の
充
実
を
。
公

共
施
設
や
コ
ン
ビ
ニ
、
金
融
機
関
な
ど
と
協

力
し
た
一
時
避
難
所
の
開
設
、
暑
さ
が
危
険

状
態
で
は
夜
間
も
避
難
所
の
開
設
を
。
災
害

時
避
難
所
に
な
る
体
育
館
の
エ
ア
コ
ン
設
置

を
早
急
に
。
生
活
困
窮
者
や
、
す
べ
て
の
生

活
保
護
世
帯
に
エ
ア
コ
ン
の
設
置
費
用
や
電

気
代
の
補
助
等
の
支
援
を
。
国
や
府
に
熱
中

症
対
策
費
の
財
政
措
置
を
求
め
る
よ
う
要
望
。

《
ひ
き
こ
も
り
対
策
と
若
者
へ
の
支
援
に
つ

い
て
》

●
質
問　
内
閣
府
が
今
年
３
月
に
公
表
し
た

調
査
で
、
ひ
き
こ
も
り
数
は
15
歳
か
ら
39
歳

の
若
者
層
で
約
54
万
人
、
40
歳
か
ら
64
歳
の

中
高
年
で
推
計
61
万
３
千
人
だ
っ
た
。
80
代

の
親
が
50
代
の
子
を
養
う
高
齢
親
子
の
年
齢

に
な
ぞ
ら
え
、
8
0
5
0
問
題
と
し
て
中
高

年
の
ひ
き
こ
も
り
が
深
刻
な
社
会
問
題
に
な

っ
て
い
る
。
当
市
の
ひ
き
こ
も
り
の
状
況
、

人
数
を
ど
う
把
握
し
て
い
る
の
か
。
相
談
窓

口
と
相
談
体
制
、
相
談
件
数
と
相
談
内
容
、

支
援
の
状
況
は
ど
う
か
。

●
答
弁　

ひ
き
こ
も
り
の
方
の
人
数
把
握
は

困
難
。
昨
年
度
の
個
別
支
援
は
、
市
社
会
福

祉
協
議
会
（
社
協
）
委
託
の
生
活
困
窮
者
自

立
支
援
相
談
で
３
名
、
社
協
と
市
内
事
業
所

委
託
の
市
内
３
か
所
３
名
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
（
Ｃ
Ｓ
Ｗ
）
配
置
業

務
で
11
名
だ
っ
た
。
専
門
機
関
は
、
大
阪
府

ひ
き
こ
も
り
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
。

●
要
望　
地
域
の
見
守
り
活
動
や
庁
内
外
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
た
訪
問
で
ひ
き
こ

も
り
の
方
の
把
握
を
。
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
相

談
で
き
る
窓
口
の
設
置
と
親
や
本
人
の
居
場

所
づ
く
り
、
Ｃ
Ｓ
Ｗ
を
増
や
し
、
社
会
参
加

を
促
す
支
援
の
取
り
組
み
の
充
実
を
要
望
。

ひ
き
こ
も
り
の
背
景
に
あ
る
競
争
的
な
教
育

や
不
安
定
雇
用
の
拡
大
か
ら
安
定
雇
用
や
社

会
保
障
の
充
実
で
、
誰
で
も
安
心
し
て
生
き

ら
れ
る
社
会
へ
の
転
換
を
図
る
こ
と
が
重
要
。

一
般
質
問

渡
辺
真
千
（
日
本
共
産
党
）

《
児
童
虐
待
に
つ
い
て
》

●
質
問　
市
で
の
児
童
虐
待
の
通
報
件
数
と

対
象
児
童
の
年
齢
、
平
成
27
年
度
と
30
年
度

の
担
当
職
員
数
の
推
移
は
ど
う
か
。
ま
た
、

虐
待
を
生
ま
な
い
子
育
て
環
境
に
つ
い
て
ど

う
考
え
る
の
か
。

●
答
弁　

平
成
30
年
度
の
通
報
件
数
は
、
平

成
27
年
度
比
で
は
約
５
倍
と
増
加
傾
向
に
あ

る
。
対
応
児
童
の
年
齢
は
、
就
学
前
児
童
が

約
37
％
、
小
学
生
が
同
じ
く
約
37
％
、
中
学

生
が
約
７
％
、
高
校
生
以
上
が
約
４
％
、
そ

の
他
妊
婦
へ
の
対
応
等
で
約
15
％
。
虐
待
対

応
職
員
は
昨
年
よ
り
１
名
増
員
し
、
現
在
３

名
で
配
属
年
数
は
、
８
年
、
４
年
、
２
カ
月
。

令
和
４
年
度
末
ま
で
に
専
門
職
員
を
一
定
数

配
置
し
た
、
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
を
整

備
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
整
備
に
向
け
て

の
検
討
を
進
め
て
い
る
。
支
援
拠
点
は
、福
祉
、

保
健
、
医
療
、
教
育
等
の
関
係
機
関
と
連
携

し
な
が
ら
、
本
市
の
実
情
に
即
し
た
体
制
整

備
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

●
要
望　
児
童
虐
待
は
、
離
婚
、
再
婚
、
転

居
な
ど
、
家
族
の
形
態
や
環
境
の
変
化
を
機

会
に
深
刻
化
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
こ
と
か
ら
、

こ
の
機
会
を
逃
さ
ず
対
応
し
、
貧
困
や
不
安

定
雇
用
の
広
が
り
な
ど
、
虐
待
の
背
景
に
あ

る
問
題
を
解
決
し
て
い
く
姿
勢
が
市
に
求
め

ら
れ
て
お
り
、
担
当
者
の
専
門
性
と
継
続
性
、

ま
た
連
携
機
関
の
充
実
を
求
め
る
。

《
教
職
員
の
多
忙
化
の
解
消
と
教
育
の
充
実
に

つ
い
て
》

●
質
問　
多
忙
化
が
も
た
ら
す
教
育
へ
の
影

響
と
新
し
く
取
り
組
ん
だ
対
策
と
そ
の
現
状
、

多
忙
化
解
消
の
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
聞
く
。

●
答
弁　

疲
労
感
の
蓄
積
に
よ
っ
て
積
極
的

に
子
ど
も
に
か
か
わ
る
意
欲
や
き
め
細
か
な

配
慮
を
要
す
る
子
ど
も
へ
の
対
応
の
低
下
な

ど
、
日
々
の
教
育
活
動
に
影
響
が
出
る
こ
と

も
起
こ
り
得
る
と
考
え
る
。
中
学
校
で
の
部

活
動
は
、
月
・
木
曜
日
を
「
ノ
ー
部
活
デ
ー
」

と
し
、
土
・
日
曜
日
は
原
則
４
時
間
ま
で
、

連
続
活
動
日
数
を
４
日
以
内
と
す
る
な
ど
適

切
な
休
養
日
を
設
け
る
こ
と
で
、
生
徒
と
教

職
員
双
方
の
負
担
を
軽
減
す
る
方
策
を
と
っ

て
い
る
が
、
根
本
的
な
業
務
量
の
縮
減
は
な

か
な
か
難
し
い
。

●
要
望　
全
国
学
力
テ
ス
ト
、
ま
た
自
治
体

独
自
の
学
力
テ
ス
ト
や
行
政
研
修
の
増
大
、

教
職
員
の
免
許
の
更
新
制
、
人
事
評
価
、
学

校
評
価
な
ど
の
押
し
つ
け
施
策
の
見
直
し
を

求
め
、
現
場
を
一
番
把
握
し
て
い
る
市
の
教

育
委
員
会
が
独
自
に
教
職
員
の
増
員
を
し
て
、

小
学
２
年
生
ま
で
の
35
人
学
級
を
さ
ら
に
拡

充
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

《
加
齢
性
難
聴
に
つ
い
て
》

●
質
問　
年
齢
が
高
ま
れ
ば
ど
の
程
度
聞
こ

え
が
悪
く
な
る
の
か
、
統
計
で
は
ど
う
か
。

ま
た
、
加
齢
性
難
聴
に
対
し
て
生
活
の
質
を

下
げ
な
い
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
対
策
が

必
要
か
。

●
答
弁　

難
聴
者
の
割
合
は
75
歳
以
上
で
は

約
39
％
と
な
っ
て
い
る
が
、
早
期
か
ら
補
聴

器
な
ど
を
使
っ
て
聞
こ
え
を
改
善
す
る
こ
と

で
、
認
知
機
能
の
低
下
や
鬱
発
症
の
リ
ス
ク

を
減
ら
せ
る
。

●
要
望　
高
齢
者
が
社
会
で
活
躍
で
き
る
よ

う
に
す
る
の
は
「
聞
こ
え
の
改
善
」
で
、
認

知
症
予
防
に
効
果
の
あ
る
補
聴
器
を
利
用
し

よ
う
と
す
る
人
へ
の
相
談
窓
口
の
開
設
や
必

要
な
人
へ
の
補
聴
器
購
入
に
対
す
る
補
助
制

度
の
創
設
を
要
望
す
る
。
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百
谷
孝
浩
（
無
会
派
）

《
公
園
の
利
用
と

　
整
備
に
つ
い
て
》

●
質
問　
当
市
に
お
け
る
公
園
管
理
の
現
状

と
今
後
の
対
策
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

●
答
弁　

公
園
は
合
計
１
８
９
カ
所
あ
り
、

維
持
管
理
に
大
き
な
経
費
と
労
力
が
必
要
で
、

日
常
管
理
の
除
草
や
樹
木
の
剪
定
作
業
な
ど
、

大
き
な
公
園
は
維
持
管
理
課
や
業
務
委
託
で
対

応
し
、
市
に
帰
属
さ
れ
た
公
園
な
ど
は
自
治
会

で
行
っ
て
お
り
、
今
後
も
自
治
会
の
力
を
借
り

て
協
働
し
て
維
持
管
理
に
努
め
た
い
。　

●
質
問　
子
ど
も
達
の
外
遊
び
や
ス
ポ
ー
ツ

の
重
要
性
の
理
解
に
つ
い
て
市
の
見
解
は
。

●
答
弁　

電
子
機
器
の
普
及
と
自
由
に
遊
べ

る
広
場
や
空
き
地
が
近
所
に
な
く
な
り
、
子

ど
も
達
の
外
遊
び
の
機
会
が
減
少
し
て
い
る

実
態
が
あ
り
、
身
体
機
能
が
十
分
に
身
に
つ

か
な
い
子
ど
も
が
学
校
で
も
増
え
て
い
る
。

●
質
問　
当
市
の
児
童
・
生
徒
の
運
動
能
力

及
び
体
力
の
現
状
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

●
答
弁　

平
成
30
年
度
の
新
体
力
テ
ス
ト
の

ボ
ー
ル
投
げ
は
、
運
動
経
験
が
あ
る
の
と
な

い
の
と
で
は
顕
著
な
二
極
化
が
見
ら
れ
、
持

久
力
テ
ス
ト
は
府
の
平
均
よ
り
下
回
り
、
普

段
の
運
動
不
足
な
ど
が
原
因
と
考
え
る
。

●
質
問　
健
康
運
動
に
対
す
る
関
心
が
年
々

高
ま
っ
て
い
る
中
、
健
康
器
具
を
設
置
し
て

い
る
公
園
は
何
カ
所
あ
る
の
か
。

●
答
弁　

市
民
ニ
ー
ズ
や
周
辺
環
境
な
ど
を

考
慮
し
、
現
在
８
カ
所
の
公
園
に
設
置
。

●
要
望　
少
子
高
齢
化
に
伴
い
、
担
い
手
不

足
と
社
会
情
勢
の
変
化
で
、
公
園
清
掃
や
除

草
作
業
、
溝
掃
除
等
が
各
地
域
の
課
題
と
な

っ
て
お
り
、
各
自
治
会
と
行
政
が
一
体
と
な

っ
た
共
同
管
理
を
要
望
す
る
。
電
子
機
器

の
普
及
と
、
近
所
に
広
場
や
空
き
地
が
な
い

た
め
、
子
ど
も
達
が
放
課
後
に
身
近
な
公
園

で
ボ
ー
ル
遊
び
な
ど
が
で
き
る
環
境
づ
く
り

を
、
子
ど
も
達
や
保
護
者
の
意
見
を
聞
い
て

明
確
化
し
、
市
内
全
て
の
小
学
校
で
放
課
後

の
校
庭
開
放
を
要
望
。
健
康
器
具
は
運
動
不

足
の
解
消
な
ど
に
期
待
さ
れ
、
市
民
ニ
ー
ズ

も
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
積
極
的
な
設

置
を
要
望
す
る
。

《
高
齢
者
の
交
通
事
故
対
策
に
つ
い
て
》

●
質
問　
相
次
ぐ
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る

事
故
の
報
道
な
ど
で
、
当
市
で
は
運
転
免
許

証
の
自
主
返
納
に
つ
い
て
の
相
談
窓
口
は
ど

こ
が
対
応
し
て
い
る
か
。

●
答
弁　

相
談
窓
口
に
つ
い
て
は
、
運
転
免

許
試
験
場
、
大
阪
府
下
の
警
察
署
と
な
っ
て

お
り
、
本
市
で
は
羽
曳
野
警
察
署
に
お
い
て

も
相
談
が
可
能
。

●
質
問　
運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
後
、
大

阪
府
の
高
齢
者
運
転
免
許
自
主
返
納
サ
ポ
ー

ト
制
度
が
あ
る
が
、
当
市
内
で
受
け
ら
れ
る

特
典
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
。

●
答
弁　

サ
ポ
ー
ト
制
度
は
運
転
経
歴
証
明

書
を
提
示
し
、
サ
ポ
ー
ト
企
業
で
買
い
物
や

飲
食
等
の
価
格
の
割
引
や
サ
ー
ビ
ス
等
を
受

け
ら
れ
、
本
市
内
で
は
、
眼
鏡
チ
ェ
ー
ン
店・

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
宅
配
ピ
ザ
チ
ェ
ー

ン
店
・
乗
馬
ク
ラ
ブ
に
限
ら
れ
る
。

●
要
望　
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る
ア
ク
セ

ル
と
ブ
レ
ー
キ
の
踏
み
間
違
い
や
信
号
無

視
、
逆
走
に
よ
り
、
高
齢
者
が
加
害
者
と
な

る
交
通
事
故
が
連
日
の
よ
う
に
報
道
さ
れ
る

中
、
運
転
免
許
証
の
自
主
返
納
に
つ
い
て
、

相
談
窓
口
を
幅
広
く
周
知
し
て
意
識
喚
起
を

促
し
、
当
市
内
に
お
け
る
自
主
返
納
サ
ポ
ー

ト
制
度
に
つ
い
て
は
、
特
に
公
共
交
通
機
関

な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
企
業
の
募
集
を
し
て
、
官

民
連
携
で
普
及
啓
発
へ
の
取
り
組
み
を
要
望

す
る
。

樽
井
佳
代
子
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

《「
百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
」
の

　
世
界
文
化
遺
産
登
録
に
つ
い
て
》

●
質
問　
今
回
の
イ
コ
モ
ス
か
ら
の
指
摘
で

世
界
遺
産
委
員
会
ま
で
に
解
決
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
課
題
が
あ
る
の
か
。
ま
た
、
当
市

独
自
に
行
う
取
り
組
み
は
あ
る
の
か
。

●
答
弁　

世
界
遺
産
委
員
会
ま
で
に
解
決
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
は
示
さ
れ
て
い
な

い
が
、
一
層
の
保
存
管
理
体
制
の
充
実
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
当
日
は
パ
ブ
リ
ッ

ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
を
予
定
し
て
い
る
。

●
質
問　
市
長
の
思
い
と
意
気
込
み
は
。

●
市
長　

全
て
の
資
産
が
世
界
文
化
遺
産
に

ふ
さ
わ
し
い
と
い
う
高
い
評
価
を
い
た
だ
け

た
こ
と
を
大
変
う
れ
し
く
思
う
。
特
に
、
古

墳
と
住
民
が
共
存
し
て
き
た
こ
と
が
理
解
さ

れ
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
る
。
世
界
遺
産
登

録
が
実
現
す
る
よ
う
全
力
で
取
り
組
む
。

●
要
望　
イ
コ
モ
ス
か
ら
世
界
遺
産
へ
の
記

載
が
適
当
と
の
勧
告
が
さ
れ
、
大
変
う
れ
し

く
思
う
。
大
阪
初
の
世
界
遺
産
が
実
現
さ
れ

る
よ
う
世
界
文
化
遺
産
委
員
会
に
向
け
て
し

っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

《
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
に
つ
い
て
》

●
質
問　
利
用
者
へ
の
周
知
、
施
設
事
業
者

や
利
用
者
と
市
の
関
わ
り
な
ど
、
今
後
の
手

続
き
や
取
り
組
み
に
つ
い
て
聞
く
。
ま
た
、

当
市
の
財
政
負
担
は
ど
う
な
る
の
か
。
次
に
、

公
立
幼
稚
園
で
の
３
歳
児
保
育
の
状
況
は
。

●
答
弁　

一
部
の
利
用
者
に
は
新
２
号
、
新

３
号
の
認
定
が
必
要
と
な
り
、
で
き
る
限
り

早
急
に
通
知
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
る
。

施
設
事
業
者
に
は
、
直
接
の
影
響
は
な
い
と

考
え
て
い
る
。
今
年
度
は
全
額
、
国
か
ら
補

助
さ
れ
る
が
、来
年
度
以
降
は
市
に
と
っ
て
、

か
な
り
の
負
担
増
と
な
る
こ
と
が
想
定
さ

れ
る
。
公
立
幼
稚
園
の
３
歳
児
に
つ
い
て

は
、
若
干
名
で
あ
る
が
受
け
入
れ
可
能
で

あ
る
。

●
質
問　
来
年
度
の
公
立
幼
稚
園
の
３
歳
児

の
ク
ラ
ス
数
、
定
員
な
ど
を
聞
く
。

●
答
弁　

来
年
度
か
ら
実
施
予
定
の
羽
曳

が
丘
幼
稚
園
と
高
鷲
南
幼
稚
園
は
20
名
１

ク
ラ
ス
の
編
制
を
想
定
し
て
い
る
。
ま
た
、

こ
ど
も
未
来
館
た
か
わ
し
は
２
ク
ラ
ス
で

50
名
、
埴
生
幼
稚
園
、
駒
ヶ
谷
幼
稚
園
は

１
ク
ラ
ス
編
制
で
考
え
て
い
る
。

●
要
望　
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
の
手

続
き
は
、
混
乱
や
ト
ラ
ブ
ル
が
な
い
よ
う
お

願
い
す
る
。
ま
た
、
新
た
な
市
の
負
担
増
と

な
ら
な
い
よ
う
国
と
調
整
・
協
議
さ
れ
た
い
。

幼
稚
園
の
３
歳
児
の
希
望
は
増
え
る
と
思
う

が
、
保
育
園
・
幼
稚
園
と
も
に
待
機
児
童
が

出
な
い
よ
う
準
備
に
取
り
組
ま
れ
た
い
。

《
消
費
者
行
政
に
つ
い
て
》

●
質
問　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
の
相
談
状

況
、
市
の
啓
発
事
業
の
状
況
を
聞
く
。

●
答
弁　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
専
門

の
資
格
を
持
つ
消
費
生
活
相
談
員
が
問
題

解
決
の
助
言
を
行
っ
て
お
り
、
平
成
30
年

度
は
６
９
０
件
の
相
談
が
あ
っ
た
。
ま
た
、

地
域
の
高
齢
者
を
対
象
に
自
治
会
な
ど
が

主
催
す
る
講
演
会
に
専
門
の
講
師
を
無
料

で
派
遣
す
る
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

●
質
問　
現
在
行
わ
れ
て
い
る
小
・
中
学
校

で
の
消
費
者
教
育
に
つ
い
て
聞
く
。

●
答
弁　

家
庭
科
や
社
会
科
公
民
の
授
業
で

学
習
し
て
い
る
。
大
阪
府
の
消
費
者
教
育
講

師
派
遣
事
業
の
活
用
な
ど
も
周
知
し
た
い
。

●
要
望　
学
校
や
地
域
、
家
庭
な
ど
市
民
の

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
様
々
な
場
に
お

い
て
、
消
費
行
政
担
当
と
教
育
委
員
会
が
連

携
し
て
消
費
者
教
育
を
効
果
的
に
実
施
し
て

い
く
こ
と
を
要
望
す
る
。

4
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松
井
康
夫

　
（
自
由
民
主
党
議
員
団
）

《
駒
ヶ
谷
地
域
の

　
活
性
化
に
つ
い
て
》

●
質
問　
ブ
ド
ウ
農
家
の
高
齢
化
や
担
い
手

不
足
、
新
規
就
農
者
が
地
元
に
定
着
す
る
た

め
の
住
宅
な
ど
様
々
な
課
題
が
あ
る
中
、
ブ

ド
ウ
や
ワ
イ
ン
な
ど
の
産
業
を
活
用
し
、
地

場
産
業
を
支
え
る
担
い
手
の
育
成
・
支
援
が

必
要
と
考
え
る
が
、
市
の
考
え
は
。

●
答
弁　

新
規
就
農
者
が
地
元
に
定
着
し
安

定
的
な
農
業
経
営
を
続
け
る
た
め
に
は
、
住

宅
や
農
作
業
小
屋
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
が
、

地
域
の
ブ
ド
ウ
山
一
帯
は
計
画
に
基
づ
き
農

用
地
区
域
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
農
地
以
外

で
の
土
地
利
用
が
厳
し
く
制
限
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
地
元
の
皆
様
に

も
ご
協
力
い
た
だ
き
、
地
場
産
業
の
発
展
の

た
め
、
よ
り
よ
い
環
境
づ
く
り
に
努
め
た
い
。

●
質
問　
法
令
を
遵
守
し
、
指
導
す
る
こ
と

が
行
政
の
仕
事
で
あ
る
が
、
事
業
の
推
進
に

当
た
っ
て
は
、
一
定
規
制
を
緩
和
し
、
地
域

に
と
っ
て
よ
り
よ
い
選
択
を
す
る
の
も
行
政

の
仕
事
で
は
な
い
か
。

●
答
弁　

昨
年
、府
よ
り
提
案
の
あ
っ
た
、「
は

び
き
の
グ
レ
ー
プ
の
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
」

に
基
づ
き
、
営
農
環
境
の
保
全
と
遊
休
農
地

の
解
消
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
す
る
た

め
、
大
規
模
な
農
道
改
修
な
ど
地
元
と
協
議

を
進
め
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
プ
ラ
ン
で

は
基
盤
整
備
に
よ
る
ブ
ド
ウ
山
の
再
生
の
み

な
ら
ず
、
水
田
か
ら
果
樹
園
へ
の
転
換
や
直

販
機
会
の
拡
大
な
ど
の
取
り
組
み
を
含
め
、

日
本
遺
産
と
な
っ
た
竹
内
街
道
や
広
域
農
道

を
活
用
し
て
地
域
の
回
遊
性
を
向
上
さ
せ
る

よ
う
な
事
業
展
開
も
う
た
わ
れ
て
い
る
。

●
要
望　
駒
ヶ
谷
駅
と
上
ノ
太
子
駅
の
２
駅

を
中
心
と
し
た
地
域
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
、

交
通
拠
点
と
し
て
の
活
用
や
整
備
な
ど
、
気

金
銅
宏
親
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

《
ご
当
地

　
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
に
つ
い
て
》

●
質
問　
世
界
文
化
遺
産
登
録
の
羽
曳
野
市

だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
質
問
を

す
る
。
大
阪
府
下
で
ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
プ
レ

ー
ト
を
採
用
し
て
い
る
市
町
村
は
28
市
町
村

も
あ
る
。
ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
に
対

す
る
市
と
し
て
の
考
え
方
は
。

●
答
弁　

大
阪
府
下
を
初
め
、
全
国
的
な
導

入
状
況
等
か
ら
、
本
市
の
知
名
度
の
向
上
や

地
域
振
興
を
図
る
上
で
大
変
有
効
な
取
り
組

み
で
あ
る
と
考
え
る
。
導
入
に
向
け
検
討
し

て
い
く
。

●
要
望　
ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
は
、

大
阪
府
下
で
22
市
６
町
が
導
入
し
て
い
る
。

世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
羽
曳
野
市
だ

か
ら
こ
そ
、
早
急
に
導
入
す
る
時
だ
と
考
え

る
。
当
市
独
自
で
今
回
の
世
界
文
化
遺
産
に

ち
な
ん
だ
限
定
ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

を
作
成
し
、
50
ｃ
ｃ
に
限
定
し
て
従
来
の
ナ

ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
と
の
選
択
制
で
考
え
、
当

市
を
Ｐ
Ｒ
し
、
当
市
の
発
展
に
努
め
て
い
た

だ
く
こ
と
を
要
望
す
る
。

《
デ
ザ
イ
ン
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
に
つ
い
て
》

●
質
問　
41
市
町
村
が
導
入
し
て
い
る
。
導

入
し
て
い
な
い
市
は
、
吹
田
市
と
羽
曳
野
市

だ
け
だ
。
古
市
駅
周
辺
の
古
市
古
墳
群
の
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
や
竹
内
街
道
な
ど
へ
の

デ
ザ
イ
ン
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
の
実
施
に
向
け
た

当
市
の
考
え
方
は
。

●
答
弁　

デ
ザ
イ
ン
マ
ン
ホ
ー
ル
に
つ
い
て

は
近
年
、
大
阪
府
は
も
と
よ
り
、
全
国
的
に

ご
当
地
マ
ン
ホ
ー
ル
と
し
て
話
題
を
集
め
て

い
る
。
景
観
や
ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら
も
、

今
を
よ
い
機
会
と
捉
え
、
デ
ザ
イ
ン
マ
ン
ホ

ー
ル
の
採
用
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

●
要
望　

景
観
や
ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か

ら
、
今
こ
そ
が
よ
い
時
期
。
ぜ
ひ
早
期
に
デ

ザ
イ
ン
マ
ン
ホ
ー
ル
の
実
施
を
お
願
い
す

る
。
当
市
に
は
古
市
駅
を
含
む
５
つ
の
近
鉄

の
駅
が
あ
る
。
羽
曳
野
市
全
体
の
景
観
や
将

来
の
羽
曳
野
市
の
こ
と
も
踏
ま
え
て
、
５
つ

の
駅
周
辺
の
マ
ン
ホ
ー
ル
を
デ
ザ
イ
ン
マ
ン

ホ
ー
ル
に
交
換
し
、
各
駅
周
辺
の
美
観
を
含

め
整
備
を
強
く
要
望
す
る
。

《
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

聖
火
リ
レ
ー
に
つ
い
て
》

●
質
問　
つ
い
に
羽
曳
野
市
を
聖
火
ラ
ン
ナ

ー
が
走
る
こ
と
が
決
定
し
た
。
こ
ん
な
幸
せ

で
光
栄
で
歴
史
的
な
出
来
事
は
な
い
。
聖
火

ラ
ン
ナ
ー
の
日
程
も
、
2
0
2
0
年
４
月
15

日
に
決
定
し
た
。
今
か
ら
胸
が
ど
き
ど
き
し

て
い
る
。
ぜ
ひ
一
人
で
も
多
く
の
羽
曳
野
市

民
の
皆
様
が
聖
火
ラ
ン
ナ
ー
の
募
集
に
応
募

し
て
い
た
だ
き
た
い
。
聖
火
ラ
ン
ナ
ー
の
市

内
ル
ー
ト
が
決
定
し
た
場
合
、
ど
の
よ
う
に

し
て
市
民
の
皆
様
に
周
知
す
る
の
か
。

●
答
弁　

市
内
ル
ー
ト
が
決
定
し
た
場
合
の

周
知
方
法
は
、
本
市
と
し
て
は
、
準
備
を
進

め
る
と
と
も
に
、
詳
細
ル
ー
ト
の
決
定
発
表

時
に
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
広
報
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
等
を
活
用
し
広
く
発
表
し
て
い
く
。

●
要
望　
羽
曳
野
市
に
と
っ
て
こ
ん
な
光
栄

な
こ
と
は
な
い
。
こ
の
す
ば
ら
し
い
歴
史
的

な
出
来
事
を
市
民
の
皆
様
と
迎
え
た
い
と
思

う
。今
こ
そ
、市
民
の
皆
様
の
力
を
結
集
し
て
、

当
市
も
最
善
の
努
力
を
し
、
日
本
国
内
は
も

と
よ
り
、
全
世
界
に
羽
曳
野
市
の
名
前
を
広

め
、
覚
え
て
い
た
だ
き
、
観
光
を
含
め
今
後

の
羽
曳
野
市
の
発
展
に
つ
な
げ
て
い
た
だ
く

こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

概
を
も
っ
て
こ
の
地
域
の
活
性
化
に
向
け
た

取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

《
恵
我
之
荘
地
域
に
つ
い
て
》

●
質
問　
現
在
、
恵
我
ノ
荘
駅
か
ら
南
側
、

郡
戸
大
堀
線
の
拡
幅
工
事
が
行
わ
れ
て
い
る

が
、
拡
幅
事
業
の
堺
大
和
高
田
線
ま
で
の
延

伸
計
画
及
び
駅
周
辺
の
老
朽
化
し
て
い
る
と

思
わ
れ
る
公
共
施
設
の
建
て
か
え
も
含
め
た

駅
北
側
周
辺
の
整
備
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

●
答
弁　

府
か
ら
は
、
地
域
の
状
況
を
勘
案
し
、

優
先
度
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
、
と
回
答
が
あ

り
、
本
路
線
の
事
業
推
進
に
可
能
な
限
り
協
力

し
、
堺
大
和
高
田
線
ま
で
早
期
に
歩
道
が
整
備

さ
れ
る
よ
う
引
き
続
き
府
に
求
め
て
い
き
た
い
。

駅
北
側
周
辺
整
備
に
つ
い
て
は
、
駅
利
用
者
が

減
少
す
る
中
、
空
き
店
舗
が
増
え
て
い
る
商
店

街
の
活
性
化
や
公
共
施
設
の
更
新
な
ど
、
多
様

な
行
政
課
題
が
あ
る
。
今
後
、
道
路
拡
幅
や
駅

前
広
場
整
備
な
ど
の
進
捗
に
伴
い
、
駅
周
辺
地

区
に
お
け
る
歩
行
者
の
安
全
確
保
、
買
い
物
客

や
駅
利
用
者
の
利
便
性
の
向
上
な
ど
、
交
通
タ

ー
ミ
ナ
ル
機
能
の
充
実
に
向
け
た
取
り
組
み
を

検
討
し
た
い
。

●
質
問　
道
路
整
備
が
恵
我
ノ
荘
駅
南
側
で

終
わ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
景
観
を
含
め
た
考

え
は
。
ま
た
、
市
道
恵
我
之
荘
69
号
線
と
公

園
の
一
体
的
整
備
に
つ
い
て
、
地
元
と
の
協

議
の
状
況
は
。

●
答
弁　

踏
切
北
側
へ
の
退
避
ス
ペ
ー
ス

の
確
保
な
ど
、
歩
行
者
の
安
全
対
策
、
重

要
な
駅
南
側
と
並
行
も
し
く
は
引
き
続
き

で
の
堺
大
和
高
田
線
ま
で
の
北
側
区
間
の

歩
道
設
置
に
よ
り
、
駅
南
側
と
調
和
の
と

れ
た
景
観
と
な
る
よ
う
府
に
要
望
し
た
い
。

市
道
恵
我
之
荘
69
号
線
に
つ
い
て
は
、
３

月
よ
り
用
地
測
量
に
着
手
し
、
町
会
と
本

路
線
の
整
備
や
公
園
の
あ
り
方
に
つ
い
て

協
議
を
行
っ
て
い
る
。

《
そ
の
他
の
質
問
》

●
職
員
と
し
て
の
意
識
の
持
ち
方
に
つ
い
て

5
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若
林
信
一
（
日
本
共
産
党
）

《
市
民
プ
ー
ル
の
建
設
と

　
今
夏
の
代
替
措
置
に
つ
い
て
》

●
質
問　
市
民
プ
ー
ル
建
設
の
今
後
の
予
定

及
び
今
夏
の
市
民
プ
ー
ル
の
代
替
措
置
は
ど

の
よ
う
に
な
る
の
か
。

●
答
弁　

中
央
ス
ポ
ー
ツ
公
園
で
の
新
市
民

プ
ー
ル
の
整
備
は
、
管
理
棟
の
整
備
、
歩
道

整
備
、
放
置
自
転
車
置
場
の
移
設
を
７
月
に

完
了
予
定
で
、
令
和
３
年
度
中
に
屋
内
温
水

プ
ー
ル
が
完
成
予
定
。
代
替
措
置
は
、
は
び

き
の
埴
生
学
園
と
駒
ヶ
谷
小
学
校
の
学
校
プ

ー
ル
を
開
放
予
定
。
は
び
き
の
埴
生
学
園
は

８
月
１
日
か
ら
31
日
ま
で
、
駒
ヶ
谷
小
学
校

は
８
月
２
日
か
ら
25
日
ま
で
開
放
し
、
週
休

日
を
設
け
る
予
定
。

●
要
望　
早
期
の
市
民
プ
ー
ル
の
建
設
を
強

く
要
望
。
代
替
措
置
は
市
民
に
周
知
徹
底
し
、

市
民
プ
ー
ル
は
学
校
の
授
業
と
併
用
で
は
な

く
、
多
く
の
人
た
ち
が
利
用
で
き
る
よ
う
要

望
す
る
。

《
学
校
の
今
夏
の
プ
ー
ル
授
業
及
び
学
校
施

設
や
遊
具
の
改
善
・
改
修
に
つ
い
て
》

●
質
問　
高
鷲
南
・
古
市
南
各
小
学
校
の
プ

ー
ル
授
業
は
ど
う
行
う
の
か
。
教
職
員
の
負

担
軽
減
、
学
校
施
設
の
改
善
、
学
校
遊
具
の

改
善
や
改
修
は
ど
う
さ
れ
て
き
た
の
か
。

●
答
弁　

高
鷲
南
、
古
市
南
両
小
学
校
の
プ

ー
ル
サ
イ
ド
の
老
朽
化
に
よ
る
危
険
性
か

ら
、
今
年
度
、
自
校
の
プ
ー
ル
授
業
は
行
わ

な
い
。
古
市
南
小
学
校
は
市
の
マ
イ
ク
ロ
バ

ス
で
移
動
し
駒
ヶ
谷
小
学
校
の
プ
ー
ル
を
、

高
鷲
南
小
学
校
は
徒
歩
で
高
鷲
南
中
学
校
の

プ
ー
ル
を
使
用
し
て
行
う
。
教
育
委
員
会
事

務
局
職
員
が
同
行
、
安
全
監
視
を
行
う
こ
と

で
教
員
の
負
担
軽
減
を
図
る
。
古
市
小
学
校

の
亀
裂
、
す
き
間
な
ど
４
カ
所
を
改
修
、
古

市
小
学
校
以
外
の
11
校
89
カ
所
は
今
年
度
に

撤
去
工
事
を
優
先
し
、
次
年
度
に
復
旧
工
事

を
実
施
し
て
い
く
。
使
用
で
き
な
い
遊
具
52

台
は
使
用
禁
止
の
措
置
を
と
っ
た
。
夏
休
み

に
遊
具
の
修
繕
、
撤
去
、
更
新
の
手
続
き
を

行
う
。

●
要
望　
プ
ー
ル
の
授
業
は
児
童
の
送
迎
な

ど
安
全
対
策
と
と
も
に
、
高
鷲
南
と
古
市
小

学
校
の
プ
ー
ル
は
学
校
の
敷
地
内
で
改
善
や

改
修
ま
た
は
建
て
直
し
す
べ
き
で
あ
る
。
早

急
に
議
会
に
計
画
を
示
す
こ
と
を
要
望
す
る
。

《
百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
の
世
界
文
化
遺
産
登

録
に
つ
い
て
》

●
質
問　
景
観
に
配
慮
し
た
道
路
の
電
線
類

の
地
中
化
、
古
市
駅
東
側
観
光
案
内
所
の
ト

イ
レ
の
設
置
、
駅
西
側
の
下
水
道
整
備
、
資

料
館
の
建
設
が
重
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

●
答
弁　

府
は
今
後
10
年
間
で
、
大
阪
府
無

電
柱
化
推
進
計
画
を
策
定
し
、
現
在
、
羽
曳

野
市
役
所
前
の
国
道
１
７
０
号
で
無
電
柱
化

事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
ト
イ
レ
は
市
民

会
館
や
古
市
複
合
館
な
ど
の
公
共
施
設
、
広

場
に
隣
接
す
る
古
市
駅
や
周
辺
商
業
施
設
に

も
ご
協
力
い
た
だ
く
。古
市
駅
西
側
は
、今
後
、

排
水
方
法
や
ル
ー
ト
を
含
め
た
詳
細
な
検
討

に
よ
る
計
画
が
必
要
。

●
市
長　

ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
、
学
習
施
設
の

機
能
を
備
え
た
歴
史
資
料
館
の
整
備
は
必
要

で
あ
る
と
考
え
る
。

●
要
望　
電
線
類
の
地
中
化
は
、
国
や
府
の

財
政
的
な
援
助
を
要
望
し
て
進
め
、
資
料
館

の
建
設
は
早
急
に
基
本
構
想
を
作
り
、
具
体

的
ス
ト
ー
リ
ー
も
議
会
に
示
す
こ
と
を
要
望
。

《
生
き
が
い
サ
ロ
ン
の
充
実
に
つ
い
て
》

●
要
望　
引
き
続
き
介
護
予
防
事
業
を
希
望

す
る
人
に
は
継
続
し
て
事
業
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
事
業
の
拡
充
、
専
任
ス
タ
ッ
フ
を

配
置
し
事
業
の
充
実
を
行
う
こ
と
を
要
望
。

通
堂
義
弘
（
公
明
党
）

《
幼
児
教
育
・

　
保
育
の
無
償
化
に
つ
い
て
》

●
質
問　
①
認
可
外
保
育
施
設
や
幼
稚
園
の

預
か
り
保
育
を
利
用
す
る
場
合
も
無
償
化
の

対
象
に
な
る
の
か
。
②
預
か
り
保
育
を
利
用

す
る
場
合
や
保
育
を
必
要
と
し
な
い
園
児
に

対
し
ど
の
よ
う
な
条
件
・
手
続
が
必
要
か
。

③
当
市
で
の
、公
立
園
、民
間
園
の
副
食
費（
お

か
ず
代
）
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

保
育
料
が
免
除
さ
れ
て
い
る
方
は
無
償
化
後

の
対
応
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

●
答
弁　

①
新
制
度
に
移
行
し
て
い
な
い
幼

稚
園
で
の
預
か
り
保
育
も
同
様
に
無
償
化
の

対
象
と
な
る
。
②
新
た
に
給
付
対
象
と
な
っ

た
新
制
度
に
移
行
し
て
い
な
い
私
立
幼
稚
園
、

認
可
外
保
育
施
設
や
一
時
預
か
り
事
業
な
ど

を
利
用
さ
れ
て
い
る
保
護
者
に
つ
い
て
は
、

新
た
に
保
育
の
必
要
性
に
つ
い
て
の
認
定
を

受
け
る
必
要
が
あ
る
。
③
保
育
園
や
認
定
こ

ど
も
園
の
保
育
認
定
を
受
け
て
い
る
子
ど
も

の
給
食
費
に
関
し
て
、
副
食
費
は
保
育
料
に

含
め
て
、
主
食
費
に
つ
い
て
は
別
途
保
護
者

に
実
費
相
当
額
を
負
担
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
。
無
償
化
実
施
後
も
、
食
材
料
費
に
つ
い

て
は
実
費
負
担
し
て
い
た
だ
く
。

●
要
望　
保
育
料
が
免
除
さ
れ
て
い
た
家
庭

へ
の
負
担
や
、
保
育
園
に
は
今
ま
で
取
っ
て

い
な
か
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
副
食
費
を
い
た
だ

く
と
い
う
負
担
が
生
じ
る
。
施
設
や
利
用
者

の
負
担
が
少
な
く
な
る
よ
う
に
手
を
打
っ
て

い
た
だ
き
、
利
用
者
に
対
し
親
切
丁
寧
に
周

知
徹
底
す
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

《
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
つ
い
て
》

●
質
問　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
健
康
保

険
証
と
し
て
使
用
可
能
に
す
る
改
正
健
康
保

険
法
な
ど
が
可
決
成
立
し
た
。
当
市
で
の
現

状
、
今
後
の
取
り
組
み
は
。

●
答
弁　

本
年
５
月
31
日
現
在
の
交
付
率
は

13
．
53
％
で
、
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
で
の
Ｐ
Ｒ
。
成
人
式
で
は
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
を
Ｐ
Ｒ
す
る
ビ
ラ
の

配
布
。
ま
た
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の

有
効
期
限
終
了
を
知
ら
せ
る
案
内
と
と
も

に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
へ
の
移
行
勧

奨
を
実
施
し
て
い
る
。
現
在
の
取
り
組
み

を
粘
り
強
く
継
続
し
、
利
便
性
を
丁
寧
に

Ｐ
Ｒ
し
て
、
申
請
に
必
要
な
写
真
の
出
張

に
よ
る
無
料
交
付
な
ど
、
先
進
事
例
を
参

考
に
普
及
の
促
進
に
向
け
て
さ
ら
に
検
討

し
て
い
く
。

●
要
望　
今
後
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利

用
し
た
施
策
が
具
体
化
さ
れ
て
い
く
中
、
短

期
間
に
集
中
せ
ず
、
平
準
化
を
図
る
た
め
、

申
請
の
受
付
を
前
倒
し
し
、
補
助
金
な
ど
を

活
用
し
て
、
交
付
態
勢
の
強
化
を
要
望
す
る
。

《
河
川
の
水
害
対
策
に
つ
い
て
》

●
質
問　

河
川
防
災
情
報
の
提
供
に
お
い

て
、
避
難
勧
告
等
の
発
令
や
活
動
す
る
判
断

を
行
う
際
、
基
準
と
な
る
河
川
の
水
位
は
。

ま
た
、
石
川
の
し
ゅ
ん
せ
つ
に
つ
い
て
の
認

識
は
。

●
答
弁　

市
の
災
害
警
戒
本
部
で
は
、
水
位

情
報
と
そ
の
後
に
予
想
さ
れ
る
気
象
状
況
、

沿
線
近
隣
市
町
村
の
避
難
情
報
の
発
令
状

況
な
ど
を
総
合
的
に
判
断
し
、
必
要
な
避

難
情
報
の
発
令
を
行
い
、
市
民
に
迅
速
か

つ
適
切
な
避
難
行
動
を
促
す
。
石
川
の
水

位
が
急
激
に
上
昇
す
る
状
況
が
見
受
け
ら

れ
る
原
因
の
一
つ
と
し
て
、
河
川
内
の
堆

積
土
砂
に
よ
る
影
響
も
考
え
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
石
川
な
ど
河
川
の
し
ゅ
ん
せ
つ
及

び
除
草
等
に
つ
い
て
大
阪
府
に
対
し
要
望

を
行
っ
て
い
く
。

●
要
望　
水
路
を
清
掃
し
て
も
、
元
の
石
川

の
砂
を
処
理
し
な
い
と
切
り
が
な
い
。
洪
水

の
リ
ス
ク
を
軽
減
す
る
た
め
、
府
に
強
く
働

き
か
け
て
、
し
ゅ
ん
せ
つ
工
事
の
実
施
を
要

望
す
る
。
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笹
井
喜
世
子
（
日
本
共
産
党
）

《
小
・
中
学
校
の

　
学
級
編
制
に
つ
い
て
》

●
質
問　
現
在
公
立
小
・
中
学
校
の
学
級
編

制
は
、
小
学
１・
２
年
生
は
国
・
府
基
準
で

１
学
級
35
人
、
小
学
３
年
生
か
ら
中
学
３
年

生
は
40
人
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
支
援
学

級
の
児
童
等
が
通
常
学
級
で
授
業
を
受
け
る

時
は
国
の
基
準
を
大
幅
に
上
回
る
。
支
援
学

級
の
児
童
等
が
通
常
学
級
で
学
習
す
る
こ
と

は
大
変
重
要
で
、
学
級
定
数
を
支
援
学
級
に

在
籍
し
て
い
る
児
童
等
を
含
め
た
定
数
基
準

に
早
急
に
改
善
す
る
必
要
が
あ
る
。
①
当
市

の
学
級
編
制
の
現
状
と
そ
れ
に
対
す
る
考
え

は
。
②
国
基
準
を
超
え
て
い
る
学
級
に
対
し
、

市
独
自
の
対
策
は
。

●
答
弁　

①
本
年
度
は
小
学
校
の
26
学
級
、

中
学
校
の
15
学
級
で
１
学
級
の
定
数
を
超
え

て
い
る
。
そ
の
た
め
担
任
教
員
の
指
導
が
行

き
届
か
な
か
っ
た
り
、
安
全
面
に
課
題
が
生

じ
る
こ
と
も
あ
る
。
定
数
基
準
の
改
善
は
喫

緊
の
課
題
と
考
え
、
国
に
要
望
し
て
い
る
。

②
学
級
や
教
員
定
数
は
市
の
独
自
判
断
で
は

原
則
的
に
は
で
き
な
い
。
国
、
府
の
事
業
に

取
り
組
み
、
教
職
員
を
増
や
す
努
力
や
市
独

自
の
予
算
で
支
援
教
育
支
援
員
を
配
置
し
て

い
る
が
配
置
で
き
な
い
状
況
も
あ
る
。

●
要
望　
府
下
11
市
で
は
市
町
村
の
責
任
で

国
よ
り
少
な
い
基
準
で
学
級
設
置
が
行
わ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
定
数
を
超
え
て
い

る
学
級
が
41
学
級
あ
る
状
況
の
改
善
に
早
急

に
取
り
組
む
の
が
教
育
委
員
会
の
責
任
で
あ

る
。
市
独
自
で
教
員
と
支
援
員
を
増
や
し
、

支
援
学
級
の
児
童
等
を
含
ん
だ
学
級
編
制
を

進
め
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

《
市
が
進
め
る
認
定
こ
ど
も
園
に
つ
い
て
》

●
質
問　
①
「
こ
ど
も
未
来
館
た
か
わ
し
」

の
検
証
内
容
は
。
②
市
民
や
利
用
者
の
声
を

ど
の
よ
う
に
聞
き
、
反
映
さ
せ
て
い
く
の
か
。

③
耐
震
化
が
で
き
て
い
る
幼
稚
園
か
ら
３
歳

児
保
育
を
実
施
す
べ
き
だ
が
考
え
は
。

●
答
弁　

①
一
定
の
評
価
を
得
て
、
お
お
む

ね
問
題
な
く
運
営
で
き
て
い
る
。
本
年
度
よ

り
共
通
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
検
討
委
員
会
を
立
ち

上
げ
、
現
場
職
員
も
含
め
た
意
見
交
流
、
検

討
を
始
め
て
い
る
。
②
市
民
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
意
見
、
利
用
者
か
ら
の
要
望
を
検
証
し
、

実
施
設
計
や
園
の
運
営
面
の
反
映
部
分
に
つ

い
て
は
説
明
会
で
伝
え
て
い
く
。
③
現
時
点

で
は
５
園
で
の
実
施
を
計
画
。
教
育
・
保
育

の
無
償
化
の
影
響
や
来
年
度
の
申
し
込
み
状

況
も
勘
案
し
、
引
き
続
き
検
証
し
て
い
く
。

●
要
望　
本
年
度
よ
り
や
っ
と
共
通
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
検
討
委
員
会
や
現
場
職
員
の
意
見

交
流
が
始
め
ら
れ
た
が
、
本
来
こ
ど
も
園
を

つ
く
る
か
ど
う
か
の
議
論
を
す
る
時
に
取
り

組
む
べ
き
こ
と
で
、
こ
こ
に
大
き
な
問
題
が

あ
る
。
今
後
現
場
の
声
を
反
映
す
る
組
織
づ

く
り
と
、
利
用
者
、
市
民
に
今
後
も
説
明
会

を
開
き
、
信
頼
関
係
を
築
く
こ
と
を
要
望
す

る
。
ま
た
耐
震
化
が
で
き
て
い
る
す
べ
て
の

幼
稚
園
で
来
年
度
か
ら
３
歳
児
保
育
を
実
施

す
る
こ
と
も
改
め
て
強
く
要
望
す
る
。

《
電
話
の
詐
欺
被
害
防
止
対
策
に
つ
い
て
》

●
質
問　
電
話
で
の
特
殊
詐
欺
が
急
増
す
る

中
、
全
国
で
防
犯
機
能
付
き
電
話
機
な
ど
を

無
償
で
貸
し
出
し
た
り
、
購
入
の
た
め
の
補

助
を
出
し
、
被
害
防
止
対
策
が
進
め
ら
れ
て

い
る
が
、
市
と
し
て
の
計
画
は
。

●
答
弁　

自
動
録
音
機
器
な
ど
を
電
話
機
に

取
り
付
け
る
こ
と
で
犯
罪
防
止
に
効
果
が
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
が
、
事
業
化
は
難
し
い
。

●
要
望　
市
民
の
命
と
財
産
を
守
る
立
場
か

ら
、
防
犯
対
策
が
で
き
る
電
話
機
の
貸
与
や
購

入
費
の
助
成
な
ど
の
検
討
を
強
く
要
望
す
る
。

今
井
利
三

（
大
阪
維
新
・
無
所
属
の
会
）

《
世
界
文
化
遺
産
登
録
に
伴
う

　
景
観
等
を
考
慮
し
た
整
備
に
つ
い
て
》

●
質
問　
樹
木
の
伐
採
に
よ
る
影
響
へ
の
対

策
は
。

●
答
弁　

遺
構
保
存
を
前
提
と
し
つ
つ
、
景

観
樹
木
等
に
つ
い
て
は
保
護
・
育
成
を
図
り
、

適
正
な
樹
木
の
管
理
に
努
め
て
い
く
。

●
質
問　
ど
の
古
墳
の
保
全
・
整
備
を
計
画

し
て
い
る
の
か
。

●
答
弁　

整
備
基
本
計
画
に
お
い
て
、
本
市

内
で
は
史
跡
で
あ
る
応
神
天
皇
陵
古
墳
外
濠

外
提
、
墓
山
古
墳
、
峯
ヶ
塚
古
墳
を
整
備
・

活
用
を
図
る
古
墳
と
位
置
付
け
て
い
る
。

●
質
問　
周
濠
洗
堀
、古
墳
周
り
の
水
の
確
保
、

管
理
に
つ
い
て
聞
く
。

●
答
弁　

周
濠
の
洗
堀
防
止
策
を
行
っ
た
峯

ヶ
塚
古
墳
の
復
元
計
画
で
は
、
た
め
池
が
満

水
で
あ
っ
た
こ
ろ
、
水
際
が
大
き
く
浸
水
さ

れ
て
墳
丘
を
傷
め
て
い
た
。
浸
食
部
分
に
真

砂
土
を
補
填
し
、
土
の
う
を
設
置
す
る
こ
と

で
、
こ
れ
以
上
の
浸
食
や
崩
落
を
防
止
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
地
元
の
耕
作
者
と
調
整
を

行
っ
た
上
で
、
水
位
等
調
整
管
理
を
行
っ
て

い
く
。

●
質
問　
来
訪
者
用
の
ト
イ
レ
に
つ
い
て
。

●
答
弁　

本
市
の
構
成
遺
産
周
辺
に
公
共
施

設
等
の
ト
イ
レ
が
設
置
さ
れ
て
い
る
事
例
は

市
役
所
、
茶
山
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
管
理
棟
、
峰

塚
公
園
内
及
び
公
園
管
理
棟
。
今
後
、
来
訪

者
が
急
増
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
古
墳
を

め
ぐ
る
ル
ー
ト
に
さ
ら
に
ト
イ
レ
を
充
実
さ

せ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
周
辺
の
店
舗

な
ど
の
民
間
事
業
者
等
に
来
訪
者
の
ト
イ
レ

の
利
用
の
許
可
を
お
願
い
し
て
い
る
。

●
質
問　
世
界
遺
産
登
録
を
学
校
教
育
に
ど

の
よ
う
に
生
か
す
の
か
。

●
答
弁　

従
来
の
総
合
的
な
学
習
の
時
間
や

社
会
科
で
の
地
域
学
習
の
取
り
組
み
を
充
実

さ
せ
な
が
ら
、
世
界
遺
産
に
関
わ
る
児
童
・

生
徒
の
作
品
を
イ
ベ
ン
ト
等
で
展
示
し
、
学

習
の
成
果
を
他
の
学
校
に
発
信
す
る
機
会
を

増
や
す
工
夫
を
考
え
て
い
き
た
い
。

●
要
望　
来
訪
者
用
ト
イ
レ
は
３
カ
所
用
意

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
古
市
駅
か

ら
応
神
天
皇
陵
ま
で
の
市
役
所
前
を
通
る
ル

ー
ト
に
は
、
議
会
棟
下
の
ト
イ
レ
が
あ
る
。

議
会
棟
下
は
観
光
バ
ス
の
駐
車
場
に
な
る
と

聞
い
て
い
る
が
、
な
ぜ
日
曜
日
に
閉
ま
っ
て

い
る
の
か
理
解
で
き
な
い
。
議
会
棟
下
の
ト

イ
レ
を
使
用
で
き
る
よ
う
に
要
望
す
る
。

《
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
に
つ
い
て
》

●
質
問　
法
の
改
定
に
よ
り
、
同
一
労
働
同

一
賃
金
の
考
え
を
基
本
に
給
与
水
準
を
決
定

す
る
よ
う
に
国
か
ら
求
め
ら
れ
、
義
務
化
さ

れ
る
。
当
市
の
嘱
託
員
、
非
常
勤
職
員
、
臨

時
的
任
用
職
員
の
数
は
。

●
答
弁　

嘱
託
員
２
５
１
人
、
非
常
勤
職
員

２
３
０
人
、
臨
時
的
任
用
職
員
２
人
の
合
計

４
８
３
人
と
な
っ
て
い
る
。

●
質
問　
今
回
の
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度

へ
の
移
行
は
、
現
在
働
い
て
い
る
非
正
規
職

員
の
労
働
条
件
の
確
保
が
求
め
ら
れ
て
い
る

た
め
で
、
相
当
な
財
源
が
必
要
で
あ
る
と
推

察
す
る
が
、ど
の
く
ら
い
必
要
な
の
か
。
ま
た
、

国
か
ら
交
付
金
等
の
財
政
措
置
は
あ
る
の
か
。

●
答
弁　

現
段
階
で
具
体
的
な
金
額
を
示
す

の
は
難
し
い
が
、
相
当
な
財
源
が
必
要
で
あ

る
。
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
へ
の
移
行
に

関
す
る
財
源
の
確
保
は
非
常
に
重
要
な
課
題

で
あ
る
。
市
長
会
等
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ

て
国
に
要
望
し
、
財
源
の
確
保
に
努
め
る
。

●
要
望　
法
改
正
に
関
し
て
国
か
ら
の
交
付

金
の
詳
細
が
分
か
ら
な
い
状
態
で
は
、
市
の
予

算
へ
の
影
響
は
避
け
ら
れ
な
い
。
市
民
生
活
に

影
響
を
与
え
な
い
た
め
に
も
、
市
長
会
と
し
て

し
っ
か
り
国
へ
要
望
を
出
し
て
ほ
し
い
。
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花
川
雅
昭
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

《
歩
行
者
事
故
に
お
け
る
道
路
管
理
者
と
し

て
の
役
割
、
市
と
し
て
今
で
き
る
こ
と
》

●
質
問　
①
当
市
に
お
け
る
歩
行
者
の
事
故

の
現
状
は
。
②
滋
賀
県
の
事
故
で
も
問
題
視

さ
れ
て
い
る
横
断
歩
道
の
た
ま
り
部
分
の
安

全
対
策
の
現
状
と
設
置
基
準
は
。

●
答
弁　

①
平
成
30
年
の
人
対
車
両
の
交
通

事
故
件
数
は
47
件
で
、
そ
の
う
ち
横
断
中
の

事
故
が
26
件
で
あ
る
。
②
道
路
管
理
者
が
、

車
両
の
歩
道
等
へ
の
逸
脱
に
よ
る
２
次
被
害

防
止
を
目
的
と
し
て
設
置
し
て
い
る
。
防
護

柵
等
の
設
置
基
準
に
つ
い
て
は
明
確
な
基
準

は
無
い
。

●
要
望　
こ
こ
数
カ
月
の
間
に
歩
行
者
が
犠

牲
に
な
る
不
慮
の
事
故
が
多
発
。
道
路
管
理

者
と
し
て
市
民
を
守
る
こ
と
は
責
務
だ
。
安

心
し
て
歩
け
る
住
環
境
の
確
保
を
要
望
す

る
。
ま
た
、
問
題
視
さ
れ
て
い
る
歩
行
者
優

先
無
視
違
反
に
は
、
す
ぐ
に
で
も
注
意
喚
起

を
促
す
対
応
を
講
じ
る
よ
う
強
く
要
望
。

《
私
有
財
産
の
あ
り
方
に
つ
い
て
》

●
質
問　
①
当
市
の
環
境
美
化
条
例
は
。
②

事
案
の
解
決
に
至
ら
な
か
っ
た
要
因
例
は
。

●
答
弁　

①
快
適
な
市
民
生
活
を
営
む
こ
と

を
目
指
し
て
協
力
し
て
い
こ
う
と
す
る
理

念
、
さ
ら
に
は
民
事
上
の
案
件
に
ま
で
踏
み

込
ん
だ
も
の
。
②
不
動
産
登
記
事
項
証
明
書

と
住
所
が
異
な
る
場
合
、
調
査
権
限
が
な
く
、

追
跡
調
査
は
不
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

●
質
問　
良
好
な
住
環
境
の
確
保
に
は
、
強

制
力
が
必
要
。
例
え
ば
、
有
識
者
に
よ
る
審

議
会
を
設
置
し
、
社
会
一
般
の
常
識
に
合
わ

せ
る
こ
と
が
必
要
。
平
成
４
年
に
制
定
し
た

環
境
美
化
条
例
も
約
27
年
が
経
過
し
、
問
題

内
容
も
変
わ
っ
て
き
て
い
る
は
ず
。
い
ま
一

度
条
例
を
見
直
す
べ
き
で
は
。

●
答
弁　

条
例
の
見
直
し
に
は
、
担
当
課
で

横
断
的
に
協
議
し
て
、
今
後
見
直
し
の
必
要

性
も
含
め
て
検
討
し
て
い
く
。

●
要
望　
行
政
と
し
て
、
今
以
上
に
踏
み
込

ん
だ
考
え
を
持
た
な
け
れ
ば
問
題
は
解
決
で

き
な
い
。
総
合
基
本
計
画
の
「
み
ん
な
で
つ

く
る　
だ
れ
も
が
住
み
た
い
ま
ち
」
を
目
指

す
た
め
に
、
ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら
法
的

研
究
や
時
代
に
即
し
た
条
例
の
見
直
し
を
要

望
す
る
。

《
恵
我
ノ
荘
駅
周
辺
の
道
路
事
業
に
つ
い
て
》

●
質
問　
恵
我
ノ
荘
駅
前
南
側
広
場
基
本
計

画
に
よ
る
、
実
施
設
計
や
今
後
の
概
要
は
。

●
答
弁　

駅
南
側
広
場
と
周
辺
の
事
業
は
進

め
て
い
る
。
都
市
計
画
区
域
の
用
地
取
得
を

進
め
、
実
施
設
計
は
全
筆
の
用
地
取
得
の
め

ど
が
立
っ
た
年
度
で
予
算
化
す
る
。

●
要
望　

市
道
認
定
や
土
地
取
得
を
踏
ま

え
、
今
後
の
事
業
の
進
展
に
期
待
す
る
。

●
質
問　
恵
我
之
荘
５
丁
目
地
内
の
防
災
道

路
及
び
防
災
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
る
隣
接

公
園
の
事
業
概
要
は
。

●
答
弁　

延
長
１
０
０
メ
ー
ト
ル
、
幅
員
７
．

３
メ
ー
ト
ル
で
、
構
成
と
し
て
は
、
車
道
が

片
側
３
メ
ー
ト
ル
の
２
車
線
で
、
歩
道
は
設

置
し
な
い
。
公
園
は
本
路
線
を
考
慮
し
て
間

口
を
広
く
と
り
、
利
便
性
や
防
災
機
能
の
向

上
を
図
る
施
設
と
し
て
、
防
災
行
政
無
線
に

加
え
、
か
ま
ど
ベ
ン
チ
や
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ

レ
、
ソ
ー
ラ
ー
照
明
等
を
設
置
す
る
。

●
要
望　
待
ち
に
待
っ
た
防
災
道
路
。
形
態

や
公
園
も
含
め
、
防
災
機
能
の
拡
充
を
大
き

く
期
待
す
る
。
駅
北
側
へ
の
動
線
も
踏
ま
え
、

待
機
場
所
も
含
め
た
円
滑
な
交
通
形
態
の
確

保
を
検
討
す
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

《
そ
の
他
の
質
問
》

●
官
民
連
携
型
子
育
て
支
援
に
お
け
る
子
ど

も
の
一
時
預
か
り
事
業
に
つ
い
て

●
府
道
郡
戸
大
堀
線
歩
道
整
備
事
業
の
事
業

経
過
と
今
後
の
進
捗
に
つ
い
て

外
園
康
裕
（
公
明
党
）

《
若
者
の
政
治
参
加
に
つ
い
て
》

●
質
問　
①
直
近
の
選
挙
の
投
票
率
は
。
②

若
者
の
投
票
率
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
と

成
果
は
。
③
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
世
代

構
成
は
。

●
答
弁　

①
平
成
29
年
９
月
羽
曳
野
市
議
会

議
員
選
挙
は
47
．
13
％
、
平
成
29
年
10
月
衆

議
院
議
員
総
選
挙
は
47
．
44
％
、
平
成
31
年

４
月
大
阪
府
知
事
選
挙
47
．
25
％
。
18
歳
・

19
歳
で
は
35
．
34
％
、30
．
44
％
、23
．
68
％
。

②
出
前
授
業
と
し
て
平
成
29
年
に
高
鷲
南
中

学
校
の
３
年
生
の
生
徒
約
１
３
０
名
を
対
象

に
模
擬
投
票
を
行
っ
た
。
終
了
後
に
生
徒
た

ち
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
っ
た
結
果
、
約
70
％

の
生
徒
た
ち
が
模
擬
投
票
に
満
足
し
た
。
ま

た
、
約
50
％
の
生
徒
た
ち
が
今
後
実
際
の
選

挙
に
投
票
し
た
い
と
い
う
結
果
が
表
れ
た
。

③
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施
内
容
な
ど

に
よ
っ
て
世
代
構
成
は
変
わ
っ
て
く
る
。

●
要
望　
い
か
に
政
治
や
行
政
を
身
近
に
感

じ
て
も
ら
え
る
か
が
大
切
。
愛
知
県
新
城
市
で

は
2
0
1
5
年
以
降
、
若
者
議
会
を
継
続
実

施
し
て
い
る
。
10
か
ら
20
代
の
若
者
が
、
市

議
会
同
様
に
１
年
間
か
け
て
魅
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て
議
論
し
、
市
長
に
政
策
提

案
を
す
る
と
い
う
取
り
組
み
。
独
自
の
政
策

を
次
々
に
実
現
し
、
政
策
実
現
の
手
応
え
を

メ
ン
バ
ー
が
実
感
し
、
新
し
い
政
治
参
加
の

機
運
が
盛
り
上
が
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。
こ

の
若
者
議
会
の
よ
う
な
、
若
者
の
声
を
施
策

に
取
り
入
れ
て
い
け
る
取
り
組
み
を
今
後
こ

の
羽
曳
野
市
で
も
実
施
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

《
集
中
豪
雨
へ
の
備
え
に
つ
い
て
》

●
質
問　
ハ
ー
ド
面
、
ソ
フ
ト
面
に
わ
た
っ

て
の
、
集
中
豪
雨
に
対
す
る
施
策
は
。
避
難

所
の
開
設
と
運
営
の
状
況
は
。

●
答
弁　

ハ
ー
ド
面
で
は
、
今
年
度
は
既
存

施
設
の
改
良
を
含
め
た
、
中
・
長
期
的
な
雨

水
整
備
基
本
計
画
を
策
定
し
、
さ
ら
に
浸
水

対
策
を
効
果
的
に
進
め
て
い
く
。
ソ
フ
ト
面

か
ら
は
、
災
害
警
戒
本
部
に
は
第
１
次
配
備

に
指
名
さ
れ
て
い
る
職
員
が
市
役
所
別
館
３

階
に
自
主
参
集
し
、
状
況
に
応
じ
て
職
員
の

中
か
ら
機
動
班
、
避
難
所
開
設
班
な
ど
の
招

集
を
行
う
。
災
害
対
策
本
部
で
は
、
全
職
員

に
よ
る
動
員
配
備
を
行
い
、
地
域
防
災
計
画

に
定
め
ら
れ
た
業
務
分
担
に
基
づ
き
、
市
全

体
で
災
害
応
急
対
応
、
災
害
復
旧
・
復
興
対

応
を
行
う
。
平
成
30
年
９
月
30
日
に
襲
来
し

た
台
風
24
号
で
は
、
避
難
者
数
は
合
計
87
世

帯
、
１
３
４
名
で
あ
っ
た
。

●
質
問　
避
難
所
開
設
時
に
課
題
は
な
か
っ

た
の
か
。
そ
の
対
策
は
。

●
答
弁　

日
ご
ろ
か
ら
学
校
施
設
の
配
置
や

状
況
等
に
慣
れ
て
い
な
い
職
員
が
開
設
・
運
営

に
当
た
る
状
況
と
な
っ
た
。
避
難
所
班
と
避
難

所
開
設
班
を
一
本
化
し
、
福
祉
避
難
所
を
含
む

指
定
避
難
所
26
カ
所
に
交
代
要
員
を
含
め
各
４

名
ず
つ
配
置
で
き
る
よ
う
見
直
し
た
。

●
要
望　
学
校
体
育
館
に
つ
い
て
は
、
ぜ
ひ

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
観
点
か
ら
の
見
直
し
も
お

願
い
し
た
い
。
例
え
ば
段
差
部
分
に
つ
い
て
、

取
り
外
し
可
能
な
ス
ロ
ー
プ
板
を
備
え
て
お

く
こ
と
で
安
価
に
対
処
で
き
る
。
エ
ア
コ
ン

の
設
置
に
つ
い
て
も
、
改
め
て
前
向
き
に
検

討
を
。
子
ど
も
と
地
域
住
民
の
命
を
守
る
安

全
拠
点
で
も
あ
る
学
校
体
育
館
の
整
備
を
着

実
に
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。
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松
村
尚
子

（
自
由
民
主
党
議
員
団
）

《
世
界
文
化
遺
産

　
登
録
に
つ
い
て
》

●
質
問　
百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
の
世
界
文

化
遺
産
登
録
が
ほ
ぼ
実
現
の
運
び
と
な
っ
た

が
、
そ
の
後
の
報
道
で
紹
介
さ
れ
る
の
は
百

舌
鳥
古
墳
群
に
偏
り
、
古
市
古
墳
群
は
置
き

去
り
に
さ
れ
た
印
象
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
聖
火
リ
レ
ー
の
ル
ー
ト

に
組
み
込
ま
れ
た
こ
と
と
合
わ
せ
、
世
界
に

誇
る
歴
史
資
産
を
有
す
る
ま
ち
の
メ
リ
ッ
ト

を
ど
う
発
信
す
る
か
の
工
夫
と
仕
掛
け
が
必

要
だ
が
、
今
後
の
Ｐ
Ｒ
の
展
開
は
。
ま
た
９

月
に
外
環
状
で
繋
が
る
花
園
で
ラ
グ
ビ
ー
ワ

ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
開
か
れ
る
が
、
東
大
阪
市

と
の
連
携
の
用
意
は
あ
る
か
。

●
答
弁　

大
阪
府
が
周
遊
ル
ー
ト
を
策
定
し

て
い
る
。
市
で
は
、
民
間
企
業
や
関
連
団
体
、

地
元
大
学
と
の
コ
ラ
ボ
で
周
知
イ
ベ
ン
ト
の

他
、
い
く
つ
か
の
企
画
が
進
行
中
。
10
月
の
、

は
び
き
の
の
夕
べ
と
リ
ン
ク
し
た
記
念
ハ
イ

キ
ン
グ
を
企
画
し
て
い
る
。
情
報
発
信
は
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ガ
イ
ド
や
も
ず
ふ
る
応
援
隊
の
皆
様
の
口

コ
ミ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
期
待
し
て
い
る
。
東
大
阪

市
と
の
連
携
は
予
定
に
な
い
。

●
意
見　
登
録
決
定
時
の
イ
ベ
ン
ト
は
す
で

に
告
知
さ
れ
て
い
て
し
か
る
べ
き
。
東
大
阪

市
も
積
極
的
な
姿
勢
を
示
し
て
く
だ
さ
っ
て

い
る
。
も
っ
と
主
体
的
に
動
く
べ
き
で
、
ま

ず
は
「
古
市
古
墳
群
」、「
羽
曳
野
」
の
認
知

度
を
高
め
る
戦
略
が
必
要
。
次
の
時
代
へ
の

意
識
を
高
め
る
た
め
、
郷
土
に
愛
着
と
誇
り

を
育
む
教
育
の
推
進
も
重
要
。
2
0
2
0
応

援
ソ
ン
グ
と
し
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

化
し
た
「
パ
プ
リ
カ
」
の
ダ
ン
ス
映
像
を
作

田
仲
基
一

（
大
阪
維
新
・
無
所
属
の
会
）

《
世
界
遺
産
決
定
後
の

　
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
》

●
質
問　
峯
ヶ
塚
古
墳
の
古
墳
公
園
整
備
を

訴
え
て
い
る
が
、
予
定
す
ら
な
い
。
墳
丘
か

ら
眺
め
る
古
墳
群
と
葛
城
、
金
剛
山
系
の
山

並
み
の
パ
ノ
ラ
マ
は
絶
景
で
、
訪
問
者
が
古

墳
の
ま
ち
に
来
た
と
実
感
で
き
る
百
舌
鳥
・

古
市
古
墳
群
最
良
の
場
所
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。
整
備
に
は
ど
の
よ
う
な
手
続
が
必

要
な
の
か
。

●
答
弁　

整
備
に
は
有
識
者
に
整
備
実
施
計

画
を
諮
っ
た
う
え
立
案
、
文
化
庁
と
協
議
を

行
う
必
要
が
あ
る
。
決
ま
っ
た
場
合
、
現
状

変
更
許
可
申
請
書
を
提
出
、
国
の
審
査
会
で

の
意
見
を
踏
ま
え
た
う
え
で
着
手
と
な
る
。

●
要
望　
市
の
決
断
あ
る
の
み
と
い
う
印
象

を
受
け
た
。
早
期
決
断
を
重
ね
て
要
望
す
る
。

●
質
問　
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
の
墓
所
を
持
つ
三

重
県
亀
山
市
、
奈
良
県
御
所
市
と
の
都
市
間

交
流
事
業
を
活
性
化
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

●
答
弁　

次
回
は
亀
山
市
で
開
催
予
定
。
羽

曳
野
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
、
市
民
交
流
が
さ
ら

に
深
め
ら
れ
る
事
業
内
容
を
提
案
し
た
い
。

●
意
見　
古
墳
群
の
魅
力
を
理
解
す
る
に
は

上
空
か
ら
大
き
さ
を
実
感
す
る
だ
け
で
な

く
、
古
墳
に
眠
る
人
、
古
墳
を
つ
く
っ
た
人
、

古
墳
を
守
り
続
け
る
「
人
」
の
物
語
の
発
信

が
重
要
。
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
が
何
度
も
映
画
化
、

ス
ー
パ
ー
歌
舞
伎
等
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
の

は
現
代
に
も
通
じ
る
感
動
の
人
間
物
語
で
あ

る
か
ら
。
ま
た
、
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
に
ま
つ
わ

る
伝
承
は
九
州
か
ら
東
北
ま
で
全
国
各
地
に

あ
る
。
伝
承
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
日
本
遺

産
登
録
す
る
こ
と
は
世
界
遺
産
登
録
後
、
次

の
目
標
と
私
は
考
え
る
。

●
質
問　
市
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
タ
ケ
ル
く

ん
と
た
ち
ば
な
姫
を
活
用
す
べ
き
で
は
。

る
な
ど
、
大
胆
な
広
報
戦
略
で
発
信
し
な
け

れ
ば
チ
ャ
ン
ス
を
逃
し
て
し
ま
う
。

《
学
校
園
施
設
の
現
状
と
対
応
に
つ
い
て
》

●
質
問　
今
議
会
の
補
正
予
算
に
小
学
校
の

遊
具
の
撤
去
費
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
学
校

園
施
設
の
状
況
と
対
応
、
予
算
措
置
、
改
修

ま
で
の
対
策
は
。
プ
ー
ル
も
２
校
で
使
用
で

き
ず
他
の
学
校
で
水
泳
授
業
が
実
施
さ
れ
る

が
、
支
障
が
出
る
こ
と
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

●
答
弁　

修
繕
の
報
告
や
要
望
は
多
種
多
様

で
毎
月
約
40
件
あ
る
。
対
応
の
流
れ
は
、
現

場
で
確
認
を
行
い
、
専
門
業
者
・
市
維
持
管

理
課
で
修
繕
を
行
う
が
、
学
校
の
修
繕
費
は

一
定
の
予
算
配
分
の
中
で
執
行
し
て
お
り
、

優
先
順
位
を
つ
け
な
が
ら
対
応
し
て
い
る
。

修
繕
ま
で
の
間
は
、
必
要
に
応
じ
、
応
急
措

置
や
立
入
禁
止
の
措
置
等
を
と
っ
て
い
る
。

プ
ー
ル
が
使
用
で
き
な
い
２
校
は
、
他
の
学

校
に
比
べ
る
と
回
数
は
少
な
く
な
る
が
、
指

導
内
容
の
精
査
と
充
実
等
に
よ
り
、
時
間
の

少
な
さ
を
補
え
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

●
意
見　
多
く
の
小
学
校
で
、
遊
具
の
周
り

に
カ
ラ
ー
コ
ー
ン
や
テ
ー
プ
・
ロ
ー
プ
が
巻

か
れ
て
い
る
状
態
が
長
く
続
く
こ
と
は
本
来

の
学
校
の
姿
で
は
な
い
。
早
期
に
危
険
を
除

去
し
、
再
び
元
気
に
遊
べ
る
環
境
に
す
べ
き
。

水
泳
授
業
も
指
導
内
容
の
精
査
と
充
実
で
、

削
ら
れ
た
時
間
を
補
う
と
い
う
の
は
説
明
に

な
ら
な
い
。
子
ど
も
は
日
々
成
長
し
て
い
る
。

市
立
学
校
で
学
ぶ
子
ど
も
の
立
場
、
保
護
者

の
立
場
で
物
事
を
考
え
て
ほ
し
い
。
市
の
教

育
大
綱
に
は
「
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を

支
え
る
環
境
づ
く
り
」
が
掲
げ
ら
れ
、
老
朽

化
の
対
策
を
推
進
す
る
と
あ
る
が
、
対
処
療

法
的
な
対
応
は
推
進
に
は
当
た
ら
な
い
。

《
そ
の
他
の
質
問
》

●
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
に
関
連
し
て

●
市
が
実
施
主
体
と
な
っ
た
防
犯
カ
メ
ラ
の

設
置
・
増
設
に
つ
い
て

●
答
弁　

こ
れ
ま
で
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
で
青

年
会
議
所
の
協
力
を
得
て
活
用
し
て
い
る
。

今
後
も
協
力
い
た
だ
け
た
ら
と
考
え
る
。

●
意
見　
つ
ぶ
た
ん
も
よ
い
が
、
世
界
遺
産

関
連
イ
ベ
ン
ト
に
各
市
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
集

ま
る
時
ぐ
ら
い
は
明
ら
か
に
不
自
然
な
現
状

を
修
正
す
べ
き
。
市
が
世
界
遺
産
の
取
り
組

み
に
後
ろ
向
き
と
い
う
間
違
っ
た
印
象
を
与

え
続
け
て
い
る
。
20
年
前
に
私
た
ち
郷
土
を

愛
す
る
有
志
が
古
市
古
墳
群
に
は
世
界
遺
産

の
価
値
が
あ
る
と
訴
え
始
め
た
頃
、
世
間
は

ま
ず
無
理
と
い
う
雰
囲
気
だ
っ
た
。
当
時
を

鑑
み
る
と
夢
の
よ
う
。
大
都
市
堺
と
比
較
し

財
政
面
、
マ
ン
パ
ワ
ー
で
も
劣
る
当
市
が
今

後
歩
む
道
は
厳
し
い
が
、
市
民
力
と
南
河
内

近
隣
市
と
の
互
恵
関
係
で
堺
市
に
は
で
き
な

い
ア
プ
ロ
ー
チ
が
行
え
る
と
信
じ
、
今
後
も

課
題
に
取
り
組
む
。

《
観
光
促
進
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
に
つ
い
て
》

●
質
問　
観
光
行
政
は
、
見
知
ら
ぬ
人
同
士

が
ど
れ
だ
け
つ
な
が
る
か
が
肝
心
。
道
を
示

し
、
職
員
に
向
け
て
そ
の
扉
を
開
け
る
の
が

政
治
家
の
仕
事
で
も
あ
る
。
世
界
文
化
遺
産

と
日
本
遺
産
の
二
つ
を
併
せ
持
つ
こ
と
に
な

る
当
市
に
は
、
南
河
内
観
光
を
広
く
他
団
体

と
連
携
し
強
化
し
て
い
く
責
任
も
あ
る
の
で

は
な
い
か
。

●
市
長　

南
河
内
各
市
町
村
の
枠
を
取
り
払

い
、
大
き
な
形
の
中
で
の
ま
ち
づ
く
り
、
観

光
施
策
を
積
極
的
に
進
め
て
い
く
。

●
意
見　
市
民
の
住
民
満
足
度
を
向
上
す
る

こ
と
が
一
番
の
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
だ
。
市
民

一
人
一
人
が
我
が
ま
ち
を
愛
し
誇
り
に
思

い
、
自
慢
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ

と
が
市
役
所
の
仕
事
。
市
民
が
生
き
生
き
と

ま
ち
自
慢
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
計
画
的
に

取
り
組
み
、
来
る
べ
き
2
0
2
5
年
大
阪
で

開
催
さ
れ
る
万
国
記
念
博
覧
会
の
場
で
、
羽

曳
野
市
民
の
郷
土
愛
が
世
界
に
大
き
く
発
信

さ
れ
る
日
が
来
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。
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委
員
長
　
金
銅
宏
親
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

　

総
務
文
教
常
任
委
員
会
で
は
、
付
託
を
受

け
た
３
件
の
議
案
を
審
査
し
ま
し
た
。

【
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
税
率
引
上
げ

に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て
】

　

今
回
の
条
例
の
制
定
は
消
費
税
増
税
に
基

づ
く
も
の
で
あ
る
が
、
公
共
施
設
は
料
金
の

心
配
を
せ
ず
に
使
用
・
利
用
で
き
る
も
の
で

あ
る
べ
き
で
あ
り
、
少
子
高
齢
化
の
中
で
、

公
共
施
設
を
生
き
が
い
づ
く
り
や
教
育
に
ど

う
使
う
か
が
大
切
、
な
ど
と
し
て
反
対
と
す

る
者
２
名
。
一
方
、
特
に
問
題
と
な
る
点
は

な
く
、
使
用
・
利
用
料
金
の
ア
ッ
プ
に
つ
い

て
、
市
民
に
ご
理
解
い
た
だ
き
、
お
願
い
す

る
た
め
に
、
一
つ
一
つ
丁
寧
に
周
知
徹
底
を

図
り
、
市
民
の
意
見
を
大
切
に
し
た
事
業
の

推
進
を
要
望
し
賛
成
す
る
者
３
名
の
、
賛
成

と
す
る
者
多
数
に
よ
り
、
原
案
ど
お
り
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

【
令
和
元
年
度
羽
曳
野
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）】

　

市
民
に
と
っ
て
よ
い
も
の
も
含
ま
れ
て
い

る
が
、
格
差
と
貧
困
を
よ
り
深
刻
に
す
る
消

費
税
増
税
を
含
ん
だ
補
正
予
算
で
あ
る
、
な

ど
と
し
て
反
対
と
す
る
者
２
名
。
一
方
、
低

所
得
者
の
た
め
の
介
護
保
険
料
の
軽
減
や
、

学
校
施
設
の
修
繕
、
学
校
遊
具
の
撤
去
や
更

新
、
ま
た
、
子
育
て
世
帯
等
へ
の
プ
レ
ミ
ア

ム
付
商
品
券
に
関
す
る
も
の
等
、
さ
ま
ざ
ま

な
事
業
に
対
す
る
必
要
な
内
容
の
補
正
で
あ

り
、
何
ら
問
題
は
な
い
、
な
ど
と
し
て
賛
成

す
る
者
３
名
の
、
賛
成
と
す
る
者
多
数
に
よ

り
、
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し

ま
し
た
。

【
令
和
元
年
度
羽
曳
野
市
土
地
取
得
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）】

　

特
に
問
題
と
な
る
点
は
な
く
、
全
員
一
致

で
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま

し
た
。

　
　
委
員
長
　
今
井
利
三

（
大
阪
維
新
・
無
所
属
の
会
）

　

建
設
企
業
常
任
委
員
会
で
は
、
付
託
を

受
け
た
１
件
の
議
案
を
審
査
し
ま
し
た
。

【
羽
曳
野
市
歴
史
的
建
築
物
の
保
存
及
び
活

用
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
】

　

歴
史
的
建
築
物
と
そ
の
周
辺
の
安
全
性

の
確
保
、
観
光
や
産
業
へ
の
活
用
に
伴
う
、

民
間
事
業
者
か
ら
の
参
入
希
望
を
視
野
に

入
れ
た
展
開
、
景
観
へ
の
配
慮
、
地
域
住

民
に
対
し
、
ま
ち
づ
く
り
も
含
め
た
保
存

活
用
計
画
案
を
示
し
、
十
分
な
説
明
を
行

っ
た
上
で
理
解
を
得
る
こ
と
等
を
要
望
し
、

全
員
一
致
で
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
し
ま
し
た
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

認
め
ら
れ
た
こ
と
は
、
当
市
に
と
っ
て
大
変
喜

ば
し
く
、誇
り
に
感
じ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

今
後
、「
世
界
文
化
遺
産
の
あ
る
ま
ち
」と
し
て
、

歴
史
資
産
の
保
全
と
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
ま
ち

づ
く
り
に
議
員
一
同
力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
ん

で
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

今
回
の
市
議
会
だ
よ
り
は
、
令
和
元
年
第
２

回
定
例
会
の
審
議
内
容
や
14
名
の
議
員
に
よ
る

一
般
質
問
、
総
務
文
教
常
任
委
員
会
、
建
設
企

業
常
任
委
員
会
の
審
査
結
果
を
中
心
に
報
告
い

た
し
ま
し
た
。
一
般
質
問
の
部
分
で
は
そ
れ
ぞ

れ
質
問
者
の
名
前
の
下
に
つ
い
て
い
る
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

で
読
み
取
る
と
、
録
画
映
像
を
ご
視
聴
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
審
議
の
様
子
や

質
問
の
詳
細
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
様
々
な
ご
感

想
や
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
市
民
の
皆

様
の
声
を
生
か
し
た
市
議
会
だ
よ
り
づ
く
り
に

こ
れ
か
ら
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

猛
暑
も
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
が
本
番
で
す
。

水
分
等
を
十
分
に
摂
っ
て
、
熱
中
症
な
ど
を
起

こ
さ
ぬ
よ
う
、
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

市
民
の
皆
様
の
ご
健
康
を
議
員
一
同
、
心
よ

り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

◆ 

編 

集 

後 

記 

◆

平
成
29
年
４
月
に
「
竹
内
街
道・横
大
路
（
大

道
）」
が
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
こ
と
に
続

き
、
先
月
７
月
6
日
に
は
「
百
舌
鳥
・
古
市
古

墳
群
」
が
大
阪
府
で
は
初
め
て
世
界
文
化
遺
産

に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
登
録
に
向
け
た
取
り
組

み
を
開
始
し
て
12
年
、
古
墳
群
が
人
類
に
と
っ

て
共
通
の
普
遍
的
価
値
を
有
す
る
も
の
と
し
て

令
和
元
年
第
３
回
定
例
会
日
程

　

第
3
回
の
定
例
会
は
、
次
の
日
程
で
開
催
す

る
予
定
で
す
。
開
議
時
間
は
10
時
か
ら
で
す
。

9
月
2
日
㈪
　
本
会
議
（
議
案
審
議
）

9
月
9
日
㈪
　
本
会
議
（
一
般
質
問
）

9
月
10
日
㈫
　
本
会
議
（
一
般
質
問
）

9
月
13
日
㈮
　
本
会
議
予
備
日

9
月
18
日
㈬
　
総
務
文
教
常
任
委
員
会

9
月
19
日
㈭
　
総
務
文
教
常
任
委
員
会
予
備
日

9
月
20
日
㈮
　
民
生
産
業
常
任
委
員
会

9
月
24
日
㈫
　
民
生
産
業
常
任
委
員
会
予
備
日

9
月
25
日
㈬
　
建
設
企
業
常
任
委
員
会

10
月
1
日
㈫
　
本
会
議

　
　
　
　
　
　
　（
委
員
長
報
告
等
・
役
員
選
挙
）

10
月
2
日
㈬
　
本
会
議
（
役
員
選
挙
）

10
月
3
日
㈭
　
本
会
議
（
役
員
選
挙
）

（
た
だ
し
、
こ
の
日
程
は
、
議
事
等
の
都
合
に

よ
り
一
部
変
更
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り

ま
す
。）

建
設
企
業
常
任
委
員
会

《
市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
》

　
笹
井　
喜
世
子　
　
上
薮　
弘
治

　
通
堂　
義
弘　
　
　
百
谷　
孝
浩

　
花
川　
雅
昭　
　
　
広
瀬　
公
代

　
松
村　
尚
子
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